
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　勘違いの無いようにまず断っておくが、これは断じてご褒美なんかじゃない。

　場所は放課後の図書室。

　オレンジの日差しが横から差し込んで部屋の机やら本棚やらに反射している。少し開いた窓から冷えた風が入り込み、ちょっぴり肌寒さを覚える春の夕暮れだった。

　静かな場所だ。いい場所だった。

　今は受験期じゃないので人の出入りはほとんどない。俺のような根暗生徒が疲れた精神を休めながら勉強するのには、これ以上ない条件と言える……のだが…………。

「つーか、面白すぎっしょ。ガリ勉にまさかのいい人疑惑とかさぁ（笑）」

　この、隣の椅子から俺のノートを覗のぞき込んでいる派手な金髪の女子は橘たちばなかれん。

　同じクラスの……なんつーか、アレだ…………ギャルだ。

　何の紹介にもなっていないが本当にそうとしか言えないから困る。そもそも、こうして話すようになってから時間が経っていないのだから見た目以外はよく知らない。

「実は優しく宿題教えてくれるいい人だって、クラスに広めちゃおっか。ねぇ、ガリ勉？」

「……っ。無駄口はいいっての！　しっかり見て、さっさと解き方覚えろよ。俺だって自分の勉強を続けたいんだからなっ」

「はいはい、分かったよ♪」

　分かったと言いつつも遠慮する気はないらしい。

「ふぅ～っ、疲れたぁー」と背もたれにだらけたかと思えば、暑いのか手でぱたぱたと艶なまめかしい首の辺りを扇いだりする。制服のボタンをだらしなく一つ二つ外して、微かすかに胸元がはだけていた。

　隣に女子というだけで勉強するには毒だっていうのに、よりによってこんな存在そのものがうるさい女が……。ここは図書室、静せい謐ひつの中で過ごすべき場のはず。なのにこうして一緒にいるだけで、空気が、そして気持ちも……何だか少し、そわそわしてしまう。

　昔はよかった。今からちょうど一週間前に全てが変わってしまった。まさにこの部屋のこの椅子で、後ろから肩がぽんと小突かれたのだ。

『えへへ……。同じクラス……だよね？』

　いかにも愛想の良さげな、可愛いニヤつき顔がそこにあった。

　同じクラスというのはもちろん知っていた。そして名乗らずとも、相手があの橘かれんだということも知っていた。いやそれを言えば、みんながこの女の名前と顔を知っていた。多分、この学年では常識だろう？

　ただ声をかけるのに一応緊張はしたのか、俺の肩を押したその手はいくぶん震え気味でもあって。だから尚なおのこと、余計に困惑したのを今でも覚えている。

　橘かれんがクラスの端っこにいる空気に話しかける道理なんて、一体どこにある？　まして緊張混じりに、なんか。

『な、何だよ……？』

『これ……。この問題……。全然分かんないの…………おせーて？』

　色んな疑問が頭の中を駆け巡ったのは言うまでもない。

　お前が勉強？　どうしてわざわざ図書室に来てまで、俺なんだ？

　で、実際に、校内で有名人になるのが納得なルックスだったのがこの問題を更に複雑にしていた。可愛いと一口に言っても色々あるだろうが、この女子の場合は人目を引くというか、相当に派手な部類。目鼻立ちは整っているが、髪は脱色されたブロンドでかなり明るい。乱れた制服の着こなし方も含めれば、『歩く校則違反』というところ。おまけに香水でもつけているのか、近くにいるといい匂いがする。

　つまり、ぼっち……もとい『歩く空気』である俺が最も苦手とするタイプ。

　もし廊下ですれ違おうものなら容姿に目が行く前に危機察知センサーが発動し、絶対に目を合わせないだろう。今だって少し目が合えば、すぐ逸そらしたくなる。

　まあ可愛いけどさ。だからって、俺に何ができる？

　向こうは何とも思っちゃいないどころか、完全におちょくりに来ているんだ。元々ここで過ごす放課後は俺の個人的な自習タイムだったってのに。頼まれればなんやかんやで世話を焼いてしまう自分が憎らしい。ほら……一週間経った今だって、

「ほら、ここを丸ごとカッコでまとめるんだ。そうすれば因数分解できるから」

「えー、こんなの気づくわけないじゃん」

「知るかよ……気づけるようになれ。つーか近いって、もうちょい離れても見えるだろ」

「ふ～ん……？」

「ふーんって何だ、ふーんって！　いいから少し離れろ、気が散るんだよ……」

　橘は愉快そうにニヤついた。

　というか、こいつの俺を見る目は基本どこか馬鹿にしきった感がある……と俺は見ている。実際、言われても離れようとせずに、俺の腕に突然「えいっ」と肩を寄せてきたのでビクッとしてしまった。

「ははははっ……反応いちいち面白すぎ。こんなんでキョドるとか、もしかしてマジで童貞なの？」

「次そう言ったら、お前のことビッチって呼ぶからな……」

　そうなのだ、この『橘かれん』という女子。

　クラスの男子の間では、気に入った男はわりと誰でも食う「ビッチ」としての悪名が広がっていた。ぼっちである俺が知っているくらいだから、相当有名なはずだ。

　噂では、ホストっぽいイケメンとラブホ街を歩いていたとか。

　噂では、金持ちそうなおっさんと高級車の後部座席で話していたとか。

　まあ所しよ詮せん根も葉もない噂なのだが、童貞呼ばわりされたからにはこう呼んでやるというのがフェアというものだろう。

　しかし橘は……そう言われても嫌そうな顔はしなかった。

　むしろ少し考え込むように、ふーんと手を顎あごに当てる。

「別にいいよ、ビッチって呼んでも。でもさ……」

　すると彼女は、小悪魔っぽく挑発的に口を緩ませて、

「二人でそんな風に呼び合ってたら、みんなから仲良いって思われちゃうね……？」

　……。…………。

「～～～っ！　お前なあ……！」

「そう照れなさんなって。顔赤くしすぎだし。ほれっ」

「やめろ……小突くなっ！　つーか照れてねーし。大体、仲良くなんかしてないから」

「ははははっ…………」

　けらけらと、ほとんど息切れしながら笑う橘。

　何だよ……勉強したいのか俺をコケにしたいのか、はっきりしろっての。

　図書室なんだから静かにしろという手はこの場合は使えない。なぜなら、今ここには見事にだ～れもいないからだ。本来なら職員のおばさんが受付に居るはずなのだが、タバコでも吸いに行っているのか頻繁に席を外す。

　つまり、今この瞬間はこの埃ほこりっぽい部屋で二人だけなのだ。

「あ～、面白い。これはしばらく癖になりそうだわ、ははは……」

　お前は勉強なんかしてちゃダメだろ。そんな感じの女の子だった。

　そもそもこいつ、なんでそんなに楽しそうなんだよ。意味分からん……。

　だがこんなんでも、教えた部分は次の日にはしっかり覚えて来るから不思議だ。

　一体どうして勉強なんか……？

　俺は聞こうとしたが、やめた。

　それじゃまるでこの女子のことを気にしているみたいでシャクだったからだ。向こうは俺をおもちゃとしか思っていない。どうせ今に飽きられる。そう思って、やり過ごすことにしたのだ。

「はぁぁ……笑った。じゃ、続きおせーて？」

「お、おう……」

　重ねて言うが、これは断じてご褒美なんかじゃない。

　むしろ災害、試練、いや天罰のようなものだ。

　きっと去年の学園祭準備を全てサボったことが、青春の神様の逆げき鱗りんに触れでもしたのだろう。いや、心当たりならそれだけじゃない。そもそも青春の世界では、ぼっちである時点で大罪人なのだ。罰として、いつ何が降り掛かってきてもおかしくないのである。

　嫌われ気味なガリ勉ぼっちな俺。

　クラスの中心でいつも笑っている、派手めな少女。

　これは、そんなモブ以下の男子と華やかな女子の話──







　第一章




　俺、一いち条じよう純じゆんと妹の絶対的保護者たるアリカ叔母おばさんの説によると、高二の一学期っていうのはとにかく青春闘争がヤバイらしい。

　いや……何を言ってんだこの人？　もちろん俺は意味を聞き返した。

　すると叔母さんは大きい丸メガネを光らせ、朝飯時からのスーパーハイテンションっぷりでこう答えたもんだ。

「もう、何ねぼけたこと言ってんの純くんっ。高二の男の子っていうのはね、盛さかるものなの！　盛らなきゃいけないものなの！　女の子と自然にフラグが立つ時期なんてもうやってこないんだから！　ふんふん！」

「はあ……」

「純くんは好きな女の子とかいないの……？　ほら、夏休みはすぐそこなのよ。あれね。今から周到に準備しておかないとね。『高二の夏休みで童貞卒業』っていうのは、高校生活というゲームの勝利条件の一つなんだから」

　アリカ叔母さんは朝から軽くヒステリーを起こしていた。ラブコメ少女漫画家という職業上からか、締切が近いといつも気が張っている。もちろんそれを分かっているからこそ配慮は必要だろうし、いつものように適当に話を合わせておこうと思った。

　そう、いつものように。

　俺はというと、実は叔母さんに小さな噓をたくさんついていた。

　例えばこの家で、俺は放課後に遊ぶいつもの友人が三人いるということで通っている。

　多分これも職業柄だろうが、叔母さんは青春だの今を楽しめだのって常々うるさい。『青春の神様は学園祭サボった男には罰を与える』とか、『青春世界ではぼっちは大罪人』とか。そういう意味不明なのは全部、叔母さんの教えだ。

　なぜかうちのアリカ教祖様は、そういうのにやたら厳しい。別にそれを嫌と思うわけではないが……実はぼっちですだなんて言って、心配させたくはない。

「分かりました。じゃあ今日から頑張って、夏には叔母さんをびっくりさせますよ」

「もうね、いっそ家に連れ込んでもいいのよ！　多少部屋でやんちゃしてても見ないふりするから。見ないふりして、私の作品でしっかりネタにするから！」

「いや、それもう見ないふりしてほぼほぼガン見してるじゃないっすか」

「うふふ……バレちゃった？」

　つーかあんた、最初からそれが本音だろ……。

　朝はとにかく食え、肉食らった分だけ野菜も食え。それがアリカ叔母さんの方針で、わが家の朝食は夜に比して大分豪華だ。食卓の真ん中には酢豚の皿がどんと置かれているかと思えば、野菜に手を付けないでいると有無を言わさずよそってくるので油断ならない。

　……そしてそれを見越してのことか、レタスをもしゃもしゃさせながら横から口をだす奴が一人。

「無いよアリカ叔母さん。兄貴に限ってそれは無いよ」

　横に座っていた寝癖だらけの少女が「んひひ」と笑みを見せる。

　彼女は一条欅けやき。俺の妹で、人に猫の習性をねじ込んだような自由気ままな引きこもりだ。もう八時になるってのに、まだ寝巻きのシャツとショートパンツから着替えていない。本来なら中学三年生のはずだが、どうやら今日も学校に行く気はないようだ。

「この人が休日に女の子を連れてきたこと、ある？」

「あら、そう言われてみれば……」

「真面目に勉強か、私とゲームばっかりしてる」

「もうじきそうじゃなくなるんだよ。今に見てろっての」

「男友達すら連れてこないのに？…………認めなよ、色々さ」

　欅は伸び切った茶髪を指でいじりながら、いたずらっぽくニヤつく。

　こいつは確かに引きこもりだが憎たらしいほど勘の鋭い奴だ。俺がぼっちであることなど、言わずともお見通しだろう。

「今週も私と居ればいーの。兄貴にぼっち卒業されたら、誰が私を構うってのよー」

「もう、欅ちゃん。お兄ちゃんを甘やかしたらダメ。本当にぼっちになっちゃうわよ」

　うっせーやい、なめんなよ。もうなってらあ。

　しかし実を言うと、別にぼっちでも構わないのだ。

　もちろん叔母さんの意見も尊重して余りあるが、聞き入れるには俺は根暗のメガネ野郎な生活に慣れ過ぎている。だが俺はこういう時、この人に口答えしたことはなかった。議論してもどうせ論理がパワーで捻ひねり潰つぶされるのがオチだ。

　結局のところ、いい子にしとくのが一番なのである。

　それに……アレだ。

　こういう時に無駄に他人と対立するから、学園ラブコメの主人公たちはしばしば美少女だらけの奇っ怪な部活にブチ込まれたりするんだぞ。俺は詳しいんだ。だがもし、本物のぼっちが美少女の群れに放り込まれでもしてみろ……想像するだけで悲惨じゃないか？

　まず、まともに話せもしないだろう。

　むしろ目を合わせるだけで言葉が喉のどに詰まるので、バジリスクに囲まれているのとあまり変わらない。逃げ出したくなる恐怖感で言えば、もはやゾンビ映画と匹敵する絵面だ。

　美少女・ハザード、とか。うーん普通だな。

　ウォーキング・美少女、とか。それただ美少女が歩いてるだけじゃん！

　美少女ランド、とか。絶対いかがわしい施設か何かだろそれ。検挙だ検挙。

　……などと下らないことを考えてる間に七時五十五分。行く時間だ。

「ごちそうさまでした」

　俺はしれっと椅子を立ち、皿を下げる。玄関に行ったところで、妹が開いたドアからそろりと顔を覗のぞかせてきた。

「どした……？」

「……今日、アレの発売日っていうか、そのさ…………」

　ずっとこいつが楽しみにしてきた格ゲー、『クラッシュ・ブラザーズ』のことだろう。

　当然というか、妹は外には出たがらない。だから買いたい物は俺が頼まれるのが普通だ。

　なのに、何故かもじもじとする欅。何か言いにくそうに万札を押し付けてきた。

「何だよ、頼まれてやるっての。俺も遊びたいしな」

「いや、そうじゃなくってさ……」

　と、欅はドアの端っこに顔をすりすりしながらぼそぼそと、

「その……土日、誰かと遊びに行くとかマジでやめてよね。せっかく新作買うんだし。別に彼女作りとかそういう柄にもないこと、頑張んなくていーから」

「いっつも家にいるだろうがよ。何を今更って感じだ」

「あと、誰か連れてくるのもナシ！　それだけ！　じゃあな！」

　彼女はそれだけ言ってバタン、とドアを閉じる。

「ははっ……」と、つい乾いた笑いが俺の口からこぼれ出た。

　連れてくる奴とか誰もいねーよ。嫌味か。

　欅はこれがまあ、ぶっきらぼうな奴だった。ひもすがらネトゲと先物相場に張り付きっぱなしなので、いつも目に隈くまができている。肌も不健康っぽく青白い。

　そんな妹と土日を潰し、勉強漬けで平日を潰す……でもそれって、そんなに悪くない。

　アリカ叔母さんが望むような学園生活ではないかも知れない。

　しかしそれでも俺は満足だった。現状で十分なのに、どうして気張ってまで何かを変えようと思うだろうか？

　欅だってそうだ。あいつはあれで本当に不思議な妹で、投機の才能に恵まれているのでゲーム代くらいは朝飯前にひねり出す。今は叔母さんの金でやらせて貰もらっていることだが、いずれはそれで食っていけるだろう。そんな奴に、学校なんてものが必要だろうか？

　だから多分、俺たちは。

　ぼっちのインドア野郎であることに満足しすぎていたんだと思う。単に幸せだったのだ。青春なんてものを、全く必要としないくらいには。




　四限終わりのチャイムで、どんより鉛を含んだような教室の空気が一気に軽くなった。

　しばらくして窓側の誰かが窓を一つ全開にしたので、透き通った青空の向こうから風がバサッと吹いてくる。

　昼休みの教室は賑にぎやかだった。

　みんな机を合わせて弁当を食べながら、昨日のテレビの話。

　あるいは部活のグチに恋バナ。と思えば、流行はやりのゲームの話。

　こういう一見どうでもいいような会話が大人になった後に一番記憶に残るってばっちゃ……ではなくて叔母さんが言ってた。何ならゲームの話にはちょっと交ぜて欲しい。

　それにしてもゴールデンウィークが明けてからというもの、このクラスだけでなく学年全体の雰囲気がどっと明るくなったように思う。結局のところ俺たち高二は、夏休みと修学旅行、学園祭……こういう学生生活のメインイベントを、まだまだ先に残しているのだ。

　今しかないことは、今のうちに楽しもう。

　そんな諦あきらめにも似た高揚感が、大体平等に伝染しているのだろう。大多数には。

　しかし俺はといえば、カロリーメイドのチーズ味を二ブロックだけ腹に入れて英単語帳を開いていた。受験用のわりと本格的なやつだが……もう何周したか分からない。

　勉強が好きで仕方ないというわけでもない。

　小さい頃から「いれて」の一言すら口に出せないような奴が、昼休みに何をするのが自然かを考えた時、一番これが性に合っていたくらいのことだ。

　とはいえ、そんな消極的な努力も実りつつあるから悪いもんじゃない。じわじわ上げてきた学年順位も、今は四位。万年一位の女子の……ほら、アレだ…………ナントカさんの首を窺うかがうところまで来ている。このまま続ければ国公立も夢じゃないので、決して手は緩められない。

　ただし、ちょっとした問題が一つだけあった。

　いやいや本当に些さ細さいなことなんだが……こういうザ・青春って具合な環境で俺のような生活をしていると空気読めない奴扱いされるのも当然のことで、

「なー。またあいつやってるよ」

「あの陰いんキャ、何条君だっけ？ｗ」

「知らね。だれ条君ってさ、クラスで一番どうでもいい奴だよなｗｗｗ」

　などと、教室の後ろの方から聞こえてくる。

　はん、好きに言っとけ。

　わざと聞こえるように言っていたように思うが、言い返す気にはなれないね。陰キャなのは事実だし、『どうでもいい奴』に至ってはお互い様。全部自覚した上ならば何とも思わないっての。

「あ。今、一条君ビクッとしたぞ。もう泣くんじゃねーのｗｗｗｗ」

「おい、やめたれｗ」

　前言撤回。これは流石に酷ひどすぎないか!?

　最も早はやいじめレベルだろ。今から頑張って泣くから、マジで見とけよ教育委員会……。

　そりゃあ……一学年だけで三百人以上も集めているからには、色んな奴がいるもので。

　このクラスだけを切り取ってみてもそれは然しかりで、昼休みにどの辺の席に座るかで大体クラスにおける立ち位置が分かってしまうというのは少し面白い。

　例えば、今わざわざ聞こえるように陰口を叩たたきつけてきた奴らは、廊下側の後ろを陣取って対戦ゲームか何かに興じている。俺の席が廊下側の一番前なので、真後ろということになる。

　いわゆるオタクというレッテルを貼られがちな人種が彼らで、実はカテゴリー的に俺も仲間に入れて欲しいくらいなのだが、どうにもそうはいかないらしい。

　事実、仲間どころか下に見られているくらいだ。

　他方で、その反対に位置するグループはまた少し違った。

　窓側の後ろ、つまり俺から見れば対角線上の向かい側に彼らは陣取る。ちらりと数秒そちらに目を向けると……サッカー部やらバスケ部やらの混成軍男子と、容姿に優れた感じの女子が数名。ふーむ。なんか、容姿とコミュ力と筋力に優れてますって感じの陣容だ。

　初めて見てもそれと分かるような、いわゆるスクールカーストの一番上。

　ちなみにこいつらはさっきのオタクの群れとは違い、俺のことなんて歯し牙がにもかけない。最初から気付いてすらいないようだった。

　ともかく、奴らはチャラくてデカい声で何やら話していたのだ。

「でさー。それがすごい大変で、あいつデート中にバックレやがってさあ……」

「はは、それはないわー」

「フラれんの早っ。涙拭ふけよ野球部」

「大地くん、坊主だしねー（笑）」

　大地と言われた坊主の少年はわざとらしくうなだれ、そのまま頭で机をゴツンと言わせた。うう、なんかかわいそ過ぎないか？　坊主ってだけでこの有り様かよ……。

　しっかしこいつらほんと恋バナ好きな。それが楽しみで学校に来ているフシすらある。

　クラスにくっつきそうなペアが見つかるたびに話のネタにして、いっそ本当にくっつけようとしたりするのが彼らだ。人の色恋沙ざ汰たなんて、放っておいてやればいいのに。

　……と。

「橘たちばなはさあ……坊主頭とかどうなん？」

「あ、男子はみんな聞きたいっしょ。橘のタイプ！」

　成り行きで話を振られたのは、その輪の中心に居座っていた金髪の女子。

　彼女は机の上で長く白い脚を組み、「えー、あたし？」と笑顔で困って見せた。

　橘かれん。

　表面は天てん真しん爛らん漫まんで男女ともに人気な美少女にして、裏では悪名高きビッチ。

　悪名高いって時点で表も裏もないのだが、まあ公然の秘密というか……とにかくあいつには色んな噂があった。あまりにも色々言われているので細かいことは省くが、共通するのは『とりあえず気に入った男は食う』ということだ。

　だがクラスの男子たちはむしろ食われたいらしく、好みのタイプが聞けるとあってか教室はにわかに静まった。ついでにさっき俺を貶けなした奴らすらもゲームの音量を下げたほどだ。って、やっぱりお前らもワンチャン狙ってんのかよ……。

「うーん、そうだなあ……」

　実際、もう出いで立ちからして世の男子諸君を真っ向から挑発していた。

　派手な髪や整った容よう貌ぼうだけではない。シャツのボタンも二つ外し、程々に豊かな胸元も少しはだけている。スカートは明らかに校則違反なほど短く、見せつけるように組まれた素足も……って、どうでもいいわ！　とにかく勉強だ勉強。

　あの変な女子は、今じゃ俺には悩みのタネでしかない。

　橘が図書室に来るようになってから、俺は変な放課後を過ごしていた。

　なにせ、ただ勉強を教えるだけなのだ。あの見るからに頭の弱そうなギャルに。

　あいつ、まさか今日も来るのかなあ……？

「やっぱ男らしくなきゃ、こっちも燃えないっていうかさー。坊主なのはいいけど、ここでグチグチ言ってるようじゃ……ね？」

「そりゃねーよぉ、振られたばっかりなのに…………」

　かくして野球部の大地君は告ってもいないのに撃沈した。

　色々理不尽すぎんだろ。慰めの言葉の一つでも送ってやりたいが、生あい憎にくこっちはぼっちなのでなんとも言えないのが辛つらい。もういっそ君から来てください。そしてついでに友達になってください。

　まあ何と言えばいいか……これだけ少年少女を一部屋に集めれば、色んな奴がいて当然ということだ。

　色恋話に興じる者、手元のゲームで一喜一憂する者。

　だったら勉強にしか行き場を見いだせないような敗者が、こいつらのことを気にする道理はない。もっと言えば俺が一人なのも、そのことで陰口を叩かれるのも、このクラスが初めてってわけでもない。何を気にすることがあろうか。

　だがその中でも、俺が容認しかねるレベルで奇っ怪な女がいた。

　橘かれん……結局その日の放課後も彼女は来た。

　いや正確には来ていた、と言うべきだろうか。ホームルームが終わるや教室を出た俺よりも、どういうわけだか一足早くそこにいたのは彼女の方だった。

　図書室を入って少し進んだ先の、いつもの窓際の席。

　クラスではあれだけ快活な女子がそこで静かに本を読んでいた。

　それも椅子ではなく、机の上に行儀悪く座って。

　くすんだ白色の日差しに当たりながら。

　時々つまらなそうに、窓の方を向いたりして。

　真面目なんだかダルいんだか分からないような顔で教科書を眺めている。
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　しっかしこれがまあ、埃ほこりっぽくて真面目なこの部屋には似合わな過ぎる女子生徒なんだが──それが却かえってアンニュイで──変に幻想的な光景だった。

　近づいた俺に気づいたのだろうか、彼女はジトッとした目をこっちに向ける。

　そして、開口一番がこれだった。

「……ムカつく」

　……おっと？　俺なんかしたっけ？

　いやいや、何もしてないぞ。何なら常日頃から何もしていない自信がある。

　心当たりがなさ過ぎて身の潔白を確信しきっていた俺は、ともかく気にせず隣の席に行って鞄かばんから勉強道具を適当にばら撒まいた。

　何にせよここに来ているということは今日も勉強しに来たんだろうし、手早く終わらせるに限るだろう。それにしても、俺も俺で断れない性格が災いしたように思う。我ながら情けないったらない。数日前に初めて宿題を見てくれと言われてから今日まで、なし崩しじゃんか。

　まあ、そこまで嫌じゃないんだけどさ。どうせ一人でもここに来てるしな……と。

「ねぇってば！」

　と、俺の制服の袖そでをくいっと引っ張ってくる橘。

　金髪女の大きな瞳ひとみが何かを訴えてきている。

　一瞬その色白な顔がぐっと近くなり、花のような甘い香りが鼻孔をくすぐった。

　俺は……ゴクリと息を飲む。喉のどの中で空気が詰まりそうだった。

「な、何だよ……？」

「ムカつくの。マジで」

「それって、『どうしてムカつくのか早く聞けよこの童貞野郎』って意味か……？」

「別にそこまで言わないし……バカ童貞うんち野郎くらいにしといてやるし…………」

「それは大いに罵ば倒とうしてんじゃねーか！　つーか小学生かよ！」

　冗談じゃない、ガリ勉ぼっちのクソ野郎にその手の世間話は管轄外だ。

　毎日勉強を見てやってるだけでも調子狂いっ放しだってのに。

「あのなあ。愚痴るにしても、もっとマシな相手がいんだろ。お前、友達多いんだし」

「は？　そんなんじゃないし。あたしじゃなくてガリ勉……キミのこと」

「何？　俺のこと？」

「今日の言われよう！　昼休みのさ」

「ああ、そういえば……」

　あの、携帯ゲームに興じていた一団のことか。確かに陰湿なやつだったなあ、あれは。大きい声だったから俺には聞こえていたが、それ以上に賑にぎやかだった橘のグループにも聞こえているというのは相当だ。

「何あれ、ほとんどイジメじゃん。ほんっとムカついた。教室でヘラヘラ笑ってんの、マジで苦痛だったんだから！　何か言ってやろうかと思った……」

「思いとどまってくれて助かった。ややこしくなるし、止めとけ」

　橘はムキになったように袖を握る力を強くした。

　軽く振り払おうとすると睨にらまれたぞ。

　これがメンチってやつか？　俺、今ギャルにメンチ切られてんのか？

　顔が整っている分だけ眼力が半端ない。というかお前、結局誰に怒ってんだよ……。

「……っ。実害ないしどうでもいいだろ、あんなの」

「ガリ勉は良くてもあたしはダメなのっ！　マジで意味分かんない……」

　そもそも、何で俺じゃなくてお前がムカついてんだよ。

　マジで意味分かんないのはそこだっての。

「ずっと独りでいて、嫌じゃないの？　しかも、ちょっとウザがられてさ」

　……嫌、か？　そりゃ嫌だけど、そこまで単純な話でもないような。

　俺はこうなって相当長いが、橘は完全に真逆のタイプだろう。

　そうだなあ……どう説明すれば分かってもらえるだろうか。

　ぼっちであることは自分の家を持つようなものだ。独りでいることに慣れすぎると、むしろ心地よくなったりするもので。そして嫌われている限りは独りでいるしかないわけで、それは見ようによっては安心だ。これから先も孤独だと保証されているようなものだからだ。なので、単純に嫌だという話にはならなかったりする。

　酷ひどくなると、時にそれ自体が逃げ道にすらなったりするから恐ろしい。

　もし仲良くしてくれる奴が現れたとして……そういうのに慣れない奴は、心底戸惑ってキョドるのがオチだ。

　そいつにも嫌われたらと思うと、いっそ最初からぼっちでもいいじゃないか……って。

　いやそうじゃないだろ、一条純。お前はこいつにそれを説明して、自分のことを分かって欲しいとでも思ってるのか？　はぁ、止めだ止めだ。こんなのドン引きものだ。

　なんだか、自分で考えていて頭がぐるぐるしちゃったよ。

　ぼっちというのは自分からは喋しやべらないくせに心の中だけはうるさいから困りものだ。自意識が軽く三つくらいあって、常に脳内がうるさいからマジで手に負えないことが多々ある。これから勉強教えようってのに散々だ、まったく……。

「別に……嫌ってほどじゃないよ。中には他人にどう思われても気にしないって奴もいるもんだ。でもなきゃ、昼休みに勉強なんかしないっての」

「悲しいし、そんなの…………クラスは全部どうでもいいの？」

「別に、そうじゃないけど……」

「とにかくあたしは嫌だかんね、ガリ勉が嫌われんの！　いい人なのに。優しいし」

「つーか止めろよこの話、痒かゆくなんだよ！　お前なあ、勉強しに来たんだろーが。さっさと問題集出せ。今日も分からないところがあって来たんじゃないのか」

　橘は明らかに納得していない風にため息をついたが、やっと袖から手を離してくれた。

　とはいえこんなやり取りの後でも、今日の勉強はつつがなく進んだ。

　教えるのに慣れてきたというのもあるが、橘の真剣度がそれなりに高かったのが大きい。最初は簡単な宿題を頼まれただけだったのだが今は、

「ええっと……過去の話だし、こっちは過去形？」

「違う、そこは原形。前の動詞をよく見て…… advise とか recommend とか、人に薦める動詞に続く that 節の中は、原形になることがあるんだ」

「え～、知らないってそんなん！　ズルじゃんよー」

「俺に言うな、管轄外だ。言葉作った連中に文句言いにイギリス旅行でもするか、諦あきらめてしっかり覚えるか、二つに一つだ」

「童貞のくせに鬼教官……」

「うっせー、ビッチの根性見せてみろっての」

「はははっ、何よそれ……」

　今は、教えを請われる問題のレベルが上がりつつあった。範囲で言えば明らかに次の中間試験を意識したような内容だけど……まだ一ヶ月も先のことだぞ。ははん、さてはお前もガリ勉だな。

　けど、クラスでぶいぶい言わせてるギャルが放課後だけは真面目に勉強？

　どんなサイコ女だ。ほら、昔から良い子は学校が終わったら外で遊べって言うだろ。カラオケでも行っとけ。

　もちろん、そうは言えない。ただここまで来ると橘にも何らかの事情があるのは明らかで……だが俺はというと、何も聞き出せないでいた。別に友達ってわけでもないしな。

　そうする代わりに、何となく勝手に下らない想像をしていた。

　ほら……実は医者を目指していて、遊んでいる陰で猛勉強してます的な。将来は金髪の美人外科医、人呼んでドクター・ビッチ。カルテをふわふわしたＪＫ語で書くのは止めて頂きたい。とまあ……謎は深まるばかりだった。

　俺たちが言葉を一つでも交わすのは、一日の中でもこの時間だけだった。

　教室で話すことはまずない。

　体育館でもグラウンドでも、家庭科実習でもそうだ。

　通学路だって丸っきり別。

　しかし俺は、それくらいが心地良い気がしたのだ。

　……橘のリクエストは結構多く、全て捌さばき切る頃には日も沈みかけだった。

　なので全て終わる時には部屋に差し込む光の色もオレンジに変わり、やはりその頃には受付のおばさんはドロンしたのか少しの跡形もない。なんであんたはいつもそうなんだ。

　そろそろ帰ろうと支度していた時、橘は柔やわい手で俺の尻しりをぽんと小突いてきた。

　不覚だった。警戒を怠った俺は、にゅっとした感触にギクッとして振り返る。〝何すんだよ、ビッチ？〟俺が目だけでそう言うと、

「ねぇ……さっき、他人にどう思われても気にしないって言ったじゃん？」

「まあ言った、かな」

「それってさ。逆にみんなに好かれても気にしないってことで、いいんだよね……？」

　はぁ……？　そんな顔を返してしまった。

　一層それがおかしかったのか、少女の笑みは悪巧みっぽくニヤリと広がる。

「何がそんなに可笑おかしいんだよ」

「にししっ……別に何でもないし。ガリ勉が実は素直になれないツンデレ童貞さんだって知れたら、きっとみんなが好きになるかなー、なんて思って」

「俺がいつデレたよ……」

「ははっ、そう照れんなって。どうせこれからデレデレになるの、あたし知ってんだぞー」

　と、ヘラヘラしながら何度も肩をぽんぽん叩たたいてくる橘。くそうぜぇ……。

「知るか。言っとけ。じゃあな……」

「あ、待ってよ～！」

　まるで冗談みたいな時間だった。

　いや、本当に噓か何かなのかもしれない。実際いつ途切れてもおかしくなかった。明日は金曜だし、もしやそれっきり来週は来ないかもしれない。

　ただ男ならこんなのは無条件で胸がムズムズするもので。そういうのを頑張って忘れるまで、家に帰った後も結構な時間と落ち着きを要したものだ。

　まあ深く考えるなよ、そう自分自身に言い聞かせながら。







　第二章




　根暗戦線異常なし。ユルい授業時間を過ごした。

　今日も今日とて俺はぼっちだ、空が青いのと同じようにってな具合で。

　橘たちばなかれんとは……やはりこの日も、ここまでは話すことはなかった。一言どころか、目が合うことすらない。それだけ俺の視線は目の前の参考書に集中していたし、あいつにはあいつで関わる奴らが多いしな。

　って、いやいや、俺はどうしてあいつの名前出した？

　当たり前のことだろーが、そんなの。わけわかんねえ。

　ただ少しいつもと違うのは、金曜日の六限目がロングホームルームだということだ。

　小中では学活とか呼ばれていたこのコマは、大体がどうでも良い時間だと思う。例えばクラス替え直後の委員決めとか。あの、一部を除いて誰も立候補したがらないやつだ。

　けどこういう時にぼっちは強い。

　黙ることに慣れすぎて、重たい沈黙の中でも我慢できるからだ。あんまり長丁場になると内輪でキャピキャピと「お前やれよ～！」という感じで熾し烈れつな押し付け合いが始まるが、最初から蚊か帳やの外の俺にはそうそう飛び火しない。

　おかげで今期も委員なぞにはならず無職状態。やったぜ。

　もっとどうでも良いのは、定期試験の目標設定シート的なアレだ。

　うちのような自称進学校にはありがちなことらしいのだが、テキトーに書くと教師に精査されて色々文句つけられるので、これが意外と油断ならない。

　だが、こういう場合も俺はあんまり困らない。

　ここでガリ勉であることが活いきてくる……まあ前回は四位までつけたし、全教科一位狙いますって適当に啖たん呵か切っとけば教師受けはいい。書くのはすぐ終わるだろうし、残った時間はいつも通り自習しとけばいいのだ。

　なのでほぼ無双状態。二つ合わせて無職無双。強そう。

　つまりどう転んでも、ガリ勉ぼっちたる俺にはロングホームルームは完全ホームなのである。

　そうやって自己陶酔じみた慢心に浸っていると……。

「ほら、座れお前らァ！　遠足の班決めするぞ」

　……オウフ。

　班決め……ここでお前が来んのかよ…………。

　担任の白しら石いし百合ゆり子こ教諭は、五年目にも満たないという若手教師だ。

　といっても、だからといって舐なめられているかというとむしろ逆である。背が高く凛りんとした相そう貌ぼうは男女ともに人気が高く、しかしその仏頂面が声を張り上げると剣幕が半端ない。もう軍人感がやばい。口答えどころか、口答えしようとして嚙かんだだけで粛清されそう。竹刀とか持たせたら似合いそうだ。

　実際のところ、手厳しい噂が絶えない人でもある。

　廊下にコンドームを落とせば反省文四十枚、廊下でキスに励んでいれば七十枚。年頃の青春を妨害する青春バスターと言った所か。

　はん、俺には関係なさすぎてどうでも良いが、まあともかくも……そんな先生がファイルを教壇の上にガンと押し付けると、クラスは一瞬で静まり返る。

「ようし。再来週に迫った遠足だが……」

　遠足？　しかも再来週……？　聞いてねえぞ、おい。

「いいかッ！　これから男女混合の班に分かれてもらうが、不純異性交遊は許さんッ!!　私は見ているからな。破った者は反省文が待っていると思え！」

　困惑からか、先生の声がどんどん遠くなっていった。

　だが案の定これは「今から好きな人で集まってね～」というパターンのようで、クラスがにわかにざわつき始めた。どうも、高校生なんだから自分達で決めろというのが先生の言い分らしい。高校生なんだから遠足に行くかどうかも自分で決めさせて頂きたいのだが……。

　でもあれ。俺、今までこういうのどうしてたっけ……？

　ありがち通り越して典型的あるあるシチュエーションなのに、対処法をメモにまとめておかない自分が情けない。つーか最も早はやこれ、イチジョウ＝サンのケジメ案件では？　お前はぼっちの中でも無能中の無能だなあ、たわけが。

　などと自己嫌悪に陥っている間にも、クラスの奴らがどんどん席を移動していた。

　横目で見る限り、仲良しグループで男女で分かれて固まっているらしかった。

　これ、最後に取り残されるやつだろ。「入れて」の一言が言えれば良いのだが、それができればそもそも独りじゃねーんだこれが。

　え、わりとマジでどうしよう…………とか思っていると。

「えっと…………一いち条じよう君、だよね？」

　ハッとして声の方向を向く。

　気づけば俺の席の前には、一人の男子生徒が立っていた。

　彼は遠慮がちに苦笑いをしていた。短髪で眉まゆはしっかりしているが、鼻のあたりにそばかすをためた幼い顔立ちだ。どうも恥じらいながら後頭部を搔かいている。

　この線の細い顔はよく覚えているが、しまった……名前が出てこない。

　と、彼はそれを察してか、

「あはは……覚えてないよね。ぼく、小こ松まつ。小松怜れい。ずっと後ろの席の」

　相変わらず教室はざわざわと喧けん騒そうに満ち、彼の自信なげな声は小さかった。

「失礼……だけどさ…………ぼくたちお互い、ぼっち……だし……その」

　俺は肩をすくめて、後ろの空いた席を顎あごで指す。まあ座れよ、と。どのみち席の主は別の所に行ってしまったし。

　でもこれは渡りに船だ。勇気ある少年に寸前で救われた。

　俺に小松君の半分でもいいから強いメンタルがあればいいのに。

「全然失礼ってことはないぞ。そのぐらいはっきり言ってくれれば、話は早いしな」

「うん……ありがとう…………」

　しかし同業者とは恐れ入った。このクラスに、俺以外にもぼっちが居たとは。

　次同じようなことがあれば今度は俺の方から行かないとな。

「白石先生は、何人グループだって？」

「聞いてなかったの？　男女半々くらいの、合計五、六人だって。班で自炊だってさ」

「俺らには荷が重いよな……」

「はは……ほんとにね」

　という風に俺たち二人で、大して話すこともなく沈黙していた……って、男女半々くらいだって？

　教室ではどいつもこいつも男女別で分かれているくさいが。

　つまり、最後にあみだでも使うのか？　かと思えば、もう既にちらほらと班が出来始めているではないか。これは一体どうしたものだろうか。

　……と。

　後になって振り返ると、この日、俺はすっかり油断していたんだと思う。

　どうせ毎日、万事いつも通りで済むだろ。本気でそう思っていたのだから。

　そんな常識は、またしても視界外からの声でぶち壊された。

「あのー、そこのお二人さん？　キミ、一条クンだっけ？」

　俺はビクッとした。もう声で分かった。そして振り向くと、当たり前のように声の通りの奴がそこに居た。

　橘かれんと、その友人らしき女子が左右に一人ずつ。

「ウチらさあ、ハブられちゃったんだよねー。交ぜてよ（笑）」

　～～～っ!!　お前らがハブられるわけねーだろ、白々しいんだよ！

　橘は、これがまあわざとらしく目だけでニヤニヤしていた。

　まあ俺たちの関係性を知らないクラスメートの手前ということで〝一条クン〟呼びなんだろうが、それにしてもおちょくるような調子で言ったものだ。こいつは。

　無論、彼女の友人達は納得しているように見えない。

　一人は酷ひどくボソッとした顔をして、俺と小松君を交互に見ていた。

　もう一人は苦笑いで、申し訳なさそうにも見える。

　それはもう非常に微妙な空気だった……。

　気まず過ぎて、隣にいた小松君が怯おびえた顔で俺の方を向いていたくらいだ。

「かれんー、まだ探せばよくね？」

「あはは……。どうした方がいいかな……？」

　ほらー、ミスマッチだと思われてんだろうが。

　さっさとどっか行けよお前は、お互いやりづらいんじゃ。

「いーじゃん。男子なんてみんな似たようなもんっしょ？」

　などと笑顔で宣のたまう、軽い金髪女。

　というか、なんか周りがちょっと静かになっている気がするんだが……ちらほらこっちを見ている奴がいやしないか？

　お前らが目立ち過ぎなんだよ。こっちに飛び火してんじゃねーか。

「橘さんって言ったっけ……？　いや～、君らみたいな元気な子には、もっと合った奴らがいると思うんだけどな～、なんて……」

　俺、必死過ぎ！　途中からかすれた裏声になった。

　だがそういう様子は、一層この変な女を楽しませるだけだったみたいだ。

「言ってもさあ。もう他の班できちゃったみたいだし、どうしようもないんだよね～」

　などと、ほとんど笑いを堪こらえているような表情で、

「まあ、もう決まったことなんでぇ。よろしくねー（笑）」

　これが、俺と橘がクラスで接点を持った最初の機会になってしまった。今までどーでもいい空気キャラを通して来たというのに、とんだ営業妨害だ。橘のせいで……これほどクラスの注目を一気に受けるのは初めてだった。

　もちろん、放課後はこの件に関して強く問いただすことにした。

「おいっ、お前……」

　例によって図書室の窓際で黄昏たそがれているギャルギャルしい金髪の女子。

　今となっては、二人っきりで話す機会には事欠かない。なぜって、放課後ここに来れば大抵いるのだから。ほんと何なんだ、こいつ。

「さっきのはどういうつもりだよ、ビッチ？」

　橘は窓を向いたまま、ふっと息を吐いた。

　機嫌良さげに椅子の背もたれにだらけて、長い脚を組んでいる。少し変な気分だ……普段から、教室でキャピキャピうるさい姿を知っていると。

「……楽しみ。童貞と同じグループとか」

「少しばかり勉強を教えただけだ。余計な気遣いはいらん」

「ばーか、そんなんじゃないし。ふつーにキミと一緒がいいからってゆーか？」

「噓つけ、この……」

「ふーん？　噓じゃないって、証明してあげよーか？」

　金髪女が閉じた口を感じよく曲げて笑顔を作り、人差し指を唇に当てる。それでいて挑発するようなニヤけた目線を向けてきたので、胸の奥がかすかにざわっとした。

「遠足、ちょー楽しみ……えへへ。ガリ勉っ。童貞♪」

　可愛いとか、別に思ってねーし。いや、そりゃあ見た目は美人だけどさ。

　いい加減、ちょっかいかけるのはやめろ。そう言ってやれればどれだけ楽だろう。

　でも他方で、こいつのやっていることに悪意ってものがあるのだろうか？　俺にはいまいち、それが汲くみ取れなかった。なのでキッパリとはねつけることもできず、そのまま受け入れてやるには信じ切ってやれず……。

　それでむすっと表情をこわばらせ、こんな風に返してしまうのだ。

「ふん……。こう見えて、仮病は得意なんだっ」

　素直になれない男の子。自分でやってて寒気がする。

　だが橘かれんにそういうやり方を取ると、どうも罪悪感として倍返しされるらしい。今の一言で、彼女は悲しそうに顔を歪ゆがめた。心配そうに。申し訳なさそうに。

「あたしと一緒は……嫌なの？」

「いや、そういうんじゃなくてだな……」

　橘はひょいと机から下りて前に立ってきた。大事そうに俺の右腕を摑つかんで、しゅんとした目で何かを訴えてくる。

　女っぽい花みたいな匂いが香って、うう、やめろ、近いんだよ……。

「キミをクラスに引っ張りたいの。絶対、損はさせないし」

「う……。別に俺は、元々悩んでたわけじゃないっつーか」

「分かってる。でも悩んでるのは、あたしなの。あたしのわがままなの。ぼっちのキミを独り占めしてるのも楽しいけどさ。ちょっと悲しいし」

「ぼっちになって当然な奴だっているんだ。理由なく一人なわけじゃない」

「昨日言ったじゃん？　キミの良い所に気づけば、みんな好きになってくれるよ。だからさ、あたしに任せてよ。ねえ、いいじゃん……」

　やばい、なんとかしないと。こいつに頼まれると何も断れなくなる。

　そんな世話は焼かなくていい。最後までその一言が言えずに俺は……だめだ。結局ムッとした顔のまま、何となくいい格好をしようとしてしまう。

「やりたいようにやればいいだろ……ビッチ」

「うん、任せてよ……童貞♪」




　とはいえ、さすがに休日ともなればこの胸のムズムズ地獄からは解放される。携帯を持っていないのが幸いし、連絡が来ようもないからだ。

　会いたくないというと言い過ぎだが……正直、心は休まろうというものだ。

　そんなわけで、翌日。

　暗く埃ほこりだらけな我が妹の部屋は、控えめに言って世紀末な有り様だった。大画面テレビの上で３Ｄキャラが複雑な舞踏を繰り広げ、

「ハッ、学校通いの温室育ちが！　はよ死にさらせよーっ。ふーははははは！」

　妹の欅けやきはというと、その……元気だった。

　あまり元気過ぎて、目のキマり具合も寝ね癖ぐせも絶好調に見えるくらいだ。

「朝からテンションたっけーよ。ハイなのか？　高血圧なのか？」

「…………さっき塩分タブレット一袋空けてきた。勝ちたい」

「生き急ぎ過ぎだろ……。ちょっと水飲んでこい、水！　待ってるから！」

「や！　兄貴、どうせそうやって操作慣れする魂胆だもんね！」

　土曜日となれば、俺たちのやることなんて一つしかない。

　少なくとも半日は欅のゲーム遊びに付き合わされるのが常だ。とりわけ今週は人気作の格ゲー『クラッシュ・ブラザーズ』が発売されたので、徹夜で相手してやらなきゃならんことは必定。

　この二十四時間耐久プレイ。体感はめちゃくちゃハードで、最も早はや寿命を削っているのではないかと心配になる。

　でも、それが嫌かって……？　まさか。俺は密ひそやかに燃えていた。

　一方で欅は、そのまん丸い目に隈くまを溜ため込むのが平常運転なくらいにはガチ勢ゲーマー。

　他方で俺は、真面目にも高校なんぞに通っているようなクソザコ一般人。

　当然腕の差は歴然で、大体どのゲームをやっても後れを取ることが多い。唯一互角以上の勝負になるのが野球やサッカーのスポーツゲーだが、そもそも妹のやりたがる分野じゃない。だがこの発売直後の人気タイトルなら……奴も興味を持っているし、まだ操作も慣れていまい。

　つまり、貴重な白星を挙げておくなら今しかないのだ。俺は普通に燃えていた。

　ちなみに都市伝説によると、このゲームは友達の家に集まってやるシリーズとしてはナンバーワンの人気らしいよ。誰が相手になろうが、普段からこの妹を相手にしていれば負ける気がしないがな。なのだが……。

「おらおら、ロケラン喰くらえやこの」

「は、効かねーし（笑）。兄貴は昔からやり方がワンパすぎなんよー」

「ぐぬぬ……」

　はぁ……。ほら、あれだ……普通にコンディションが悪いなこれ……。

　本当に良い言い訳が何も思いつかないほど、細かい指先の動作が乱れて、とっさの判断力も落ちていた。昼飯ということで休憩を取っている時、俺はカロリーメイドのチョコレート味を口に突っ込みながら考える。

　どうもこの一週間は、色々ありすぎたかもな……。

　勉強しかしていない俺が週の悩みを休日まで残しているなんて、らしくない。

　これが自慢になるかは分からないが、大体のことは一晩寝れば忘れる質たちだ。

　しかしそのはずなのに……あの橘って女子は、意識の裏に突き刺さって抜けなかった。大体の時間は意識もしていないのだが、突発的に頭の中にふと浮かんでしまうので始末が悪い。その度に俺は、必死に勉強に集中しようとする。それしか逃げ道がないゆえに。

　最初に思い出すのは決まって、彼女の楽しそうにニヤついた顔だ。それと、あの花みたいないい匂いとかも。極めつけに、まるで挨あい拶さつみたいに身体を小突いてくる、あの手の柔らかい感触……って。

　俺は自分がとんでもない勘違いを犯しそうになっていることに気づいた。血が出るんじゃないかってくらい、爪を手のひらに食い込ませる。

　知ってるか、童貞の一条純じゆんクン？

　橘かれんは単に人当たりが良いんだ。しかも誰に対してもそうだから、周りの男子はみんな勘違いしちまう。だからモテるんだよ、あの女は。

　でも本当になんなんだろうな、あいつ。

　遠足のこととかさ、一体俺にどうしろってんだ……？

　と、欅が食事を終えたのか下から戻ってきた。彼女は俺を見て、丸い目をぱちぱちさせて見せる。

「なんでチョコのブロックくわえたままなの……？」

「え、ああ、これはだな……」

　なんだろう……俺が比較的気兼ねなく話せる相手と言えば、この高性能社会不適合者たる妹だけだ。ということは、相談事でもあれば頼れるのはこいつしかいないことになるわけで。

　まあ引きこもりだけどさ。信頼はできる奴だ。知性だって買っている。

　だから俺は、ちと試しに聞いてみることにした。

「欅、お前……もしだ。いいか、もしもだぞ。もし……何の脈絡もなく仲良くしてくれる男子がある日突然現れたら、お前ならどう解釈する？」

　欅はまたしても目を大きく瞬かせる。

　そしてその表情を徐々に変えると、何か変なものを見るようなジト目でこっちを睨にらんできたものだ。

　まるで〝それをヒキニートの私に聞くの……バカ兄貴？〟とでも言いたげに。

「それを私に聞くの…………クソ兄貴？」

「いや言うと思ったけどさ……」

　大体あってたが、クソはねーよクソは。後で言って聞かせなきゃな。

[image: ]

　ただこいつのジト目には、もう少しだけ意味があったらしい。

「何ー？　消しゴム案件ですか？　隣の女子の消しゴム拾ってあげて仲良くなっちゃった気になっているとか、そういうやつですかー？」

　それ、全く違うようで本質的には外れていないところがギクッとさせやがるな……。

　そんな俺の表情を見て、欅はため息と一緒に肩をすくめた。

「何があったか知らないけどさー、知ってる？　美少女と高い壺つぼっていうのはセットなんだよ。気付かない内にむしり取られてるものなの」

「ほうほう……」

「大事なものむしられてからじゃ、遅いっしょ？」

　妹は得意げにニヤリと、俺にゲームのコントローラーを差し出して、

「本当に信じられるのなんて、家族だけなもんだよ？」

　しっかし、〝美少女と高い壺はセット〟か……。

　俺は納得するあまり、素直に感服した。

　流石に若くして引きこもりの道を選ぶくらいには人生経験積んでるだけのことはある。もうどっちが先に生まれたかなんて関係ねえよ。ゲームの腕まで踏まえて、もうあんたが姉でいいんじゃないかな。

「じゃ、続きやろ？」

「お、おう。そうだな！」

　橘は月曜日も図書室に来るのか？　遠足とかどうすんの？

　色々と頭のなかでつっかかることはあったが……実はこれらの悩みも、この十八時間後くらいに全部消え去った。なぜなら冷える夜をずっと格ゲーに明かしていた俺たちは、二人揃って仲良く風邪をひいてしまったからだ。




　月曜日、俺は学校の欠席を余儀なくされた。

　図らずも仮病が得意だと大口を叩たたいた直後にこうなってしまったわけだが……その後すぐに代償を支払うことになってしまった。何と、実にしょーもないことで次の土曜が埋められてしまったのだ。

「うう……酷ひどいじゃないか、一条君っ」

　その翌日の、昼休み。

　我がクラスのぼっち、つまり俺の同業者たる小松君が目を潤ませ気味に俺の席までやって来た時はまだ、そんな兆候には気付いていなかった。

　ついつい、この少年はそばかすゆえに顔立ちが幼く見えるなあなんてどうでもいいことを考えてしまったくらいだ。俺もあんまりぼけーっとしていたので、一瞬何で怒られているのか分からなかったが、少し考えれば大体分かる。

　遠足では自炊しなきゃならんわけだし、それで俺が家で臥ふせっている間に、どうも各班であれこれ話し合いをしていたらしい。それはつまり、この弱っちい少年があのガチ目なギャル三人に囲まれながら話し合っていたという意味であり、

「あんまりだよ！　あの中に、ぼくを独りにするなんて！」

「……もうね、本当に済まんかったって…………」

「ほんとに、もう！」

　それはもう想像するさえ恐ろしい絵面ではないか。

『陰キャとリア充女』の組み合わせが問題なのではなく、『陰キャ一人とリア充女三人』というのが大きな問題だ。これは、無言の圧力で発言権が一切封じられるとかならまだマシな方で、もしその場にいたのが俺なら余裕でチビっていたことだろう。いやそれどころか、カツアゲされる以前に「これで勘弁してくださいッス。チッスチッス」てなノリで、財布の中身が全部こぼれ出る、まで見える気がする。スクールカーストって怖い。

　わざとサボったわけじゃないとはいえ、小松君には本当に悪いことをした。

　それに遠足のようなことはこれからもあるだろうし、ぼっち仲間の機嫌は損ねたくない。俺は誠心誠意謝罪することにした。

「大丈夫か？　いくら取られた？　あれだな。俺も半分ぐらいは負担しなきゃだよな」

「別に、何も取られてないけど。ひたすら気まずかった……。三人が楽しそうに話してるところで、ぼくだけ近くでもじもじしてさ」

「そっか、だよな……」

　多少オーバーな想像だったか。

　まあカースト違いの連中というのは上下限らず本当に別人種で、油断するととんでもない想像をしがちだ。特にリア充なぞ「飲む、打つ、ヤる」が基本だろと俺なんかは思っちゃったりもするが、実際に面と向かって話すと意外に普通な奴だったりするので人は見かけによらない。

　ただ今回の相手は橘かれんと愉快な仲間たちだ。

　見かけによらないも何も、俺は相手がどんな輩やからかを知っている。

　人をおちょくって生きているような連中だし、警戒してもしすぎるってことはないだろう。この小松君だって、これからどんな風に扱われるか分かったものじゃないのだ。

「んで、話し合いって……具体的に何したんだ？」

　俺は恐る恐る聞いた。

「……一条君は居なかったし、色々勝手に決められちゃってたよ」

「色々？」

「鍋なべでパエリア作るって」

　おやおや、これまた本格的なクッキングだ。

　女の子主体のグループゆえなのか、なんだかちょっとお洒落しやれですなあ。

　でも俺、料理とかできんよ。

「それで、一条君は買い出し担当ってことになって」

「なんで俺がパエリアの材料知ってること前提なんだよ……」

「『あのぼっち頭良いし、どーせ全部知ってんじゃね？』ってさ」

「雑過ぎんだろ……。まずもって、頭良いの認識からして雑だ」

　まあそうは言ったが、レシピ調べりゃ大体は分かるか。

　ってあれ？　色々いい加減な所を除けば、意外と普通じゃないかうちの班？

　担当するといってもパシリだけだ。俺が買い出しに行くということは、となると料理係は他にいるわけで、何だよ意外に楽できそうじゃん。

　……などと考えていたのが、放課後までの話だった。

　学校行事なんてぼっちや根暗には大概拷問でしかないが、これが想定よりも楽できるとあっては機嫌も良くなるもので。かといって鼻歌を歌っていたわけではないが……そのままのテンションで図書室に行く。

　そしていつもの場所に、橘は居た。

　今日はいつもほど勉強するモチベはないのだろうか。

　彼女は豊かな金髪を片手でいじりながら、窓の向こうを物憂げに見ている。

　外はすっきりした青空だった。

　この部屋はグラウンドとは逆方向なので、運動部の掛け声は、響くというよりは遠くで微かすかにこだましているという感じ。音もなく、人気もごく僅わずかにしかないこの部屋は──不思議と、学校の他のどの場所からも、あるいは喧けん騒そうからも──隔絶されている印象がある。

　と、橘は俺に気づいたようだ。

「あ、ガリ勉……♪」

　彼女は目を丸くしてこちらを見てきた。

　だがしばらく顔に笑みを広げたかと思うと……突然何かを思い出したように、人を責めるようなジト目に表情を変えて、

「…………ないわ」

「何だよ？　昨日休んだことなら悪かったっての」

　まあこいつも一応は同じ班だしな……。俺も話し合いには出られなかったわけで。それに、勉強を見てやれなかったってこともある。小松君に謝ったのとはかなり意味合いが違うのだが、それでも申し訳ないと思わないでもないのだ。

「身体は大丈夫なの……？」

「何も問題ねーよ。じゃ、さっさと始めるぞ。今日はどの教科だ？」

　だが俺がすたすた近づいていくと、橘はこっちに手を突き出してきた。

　何だろうか……よこせ、と言っているみたいに。

　え……？　これ、もしかして…………。

「カツアゲ……？」

「違うし……！　ばーか！　ガリ勉のばーか！」

　橘は不満げに腕を組みながら、ぷくーっと頰を膨らませる。

　いったい他に何を出せば正解だったというのか……。

「スマホ！　ライン！　普通に心配してたのに、連絡つかないから！」

「ああ、そういうことか……」

「別に遠足のことなんかいいよ。まあ……休んでくれたおかげで好き放題だったし。でもこういう時に連絡取れないとか…………ないわ」

「ちょっと学校休んだだけじゃねーかよ……」

　なるほど。しかし、これはちと困ったな…………。

「でもないんだ、これが」

「ないって、なにさ？」

「ほんとにないんだ。スマホも、携帯も。持ってたことがない。一度も」

　橘は軽く絶句したのか、一瞬固まる。

　それはもう、「マジで？」とも「噓つけ、早く出せ」とも返されなかった。

　その代わりに、彼女はやはり責めるような視線をこちらに向けて、

「…………ほんとないわ、童貞」

「童貞かどうかは関係ねーだろうが！」

　もうこいつ、童貞って口に出して言いたいだけなんじゃないかな。

　しかし驚くのも無理ない。

　今どき、高校生で持っていない奴は学年中を探してもそうそう見つからないだろう。

　でも、あれだぞ……スマホ持ってないと、いいことが沢山あるんだこれが。

　まず連絡先がスカスカすぎて劣等感を覚えるとか、そういうの全く無いしな。

　ちなみに、クラス替え直後にありがちな連絡先交換タイム的な時でも堂々としていられるから素晴らしい。だって、最初からないんだからしょうがないんだもんな。

「むしろなんで持ってないの？　みんな持ってるよ？　化石なの？」

「質問に質問で返すようで申し訳ないが、なんでぼっちに必要だと思うんだよ？　単に俺には必要ないんだ。親に止められてるとか、そういうの一切ないからな」

「なら、早くどっかと契約して。もうぼっちじゃないし。あたしがいんじゃん」

「はあ？　自慢じゃないけどなあ、こちとら契約してもお前ぐらいしか登録する相手いないからな。一人のために料金払うつもりはねーよ」

「お願い」

「ねーよ」

「マジで、お願い…………」

　橘は俺の袖そで先さきを雑に引っつまんで、むすっとした目でこちらを見つめてくる。

　ぐっと身体を引き寄せられるので、匂いまで香ってくる。どうもこいつは、日によってつける香水が違うようだ……って、なーにどうでもいいことに気づいてんじゃ俺は。

　でもなんなんだろう……何度もあった構図だが、未いまだにこういう直視には慣れない。

　こういうことをされる度に心臓がギュッと絞られる気がするのは、ほんと辛つらい。どんな顔をして何を見ればいいのか、本当に分からなくなるんだ……。

　なので俺は反射的に目を逸そらして、答える。

「……いつか、近いうちな。契約したら教えるって」

「うん、まあよし。頼むよ、ほんとに」

　近いうちだ、いつとは言ってないからな。

　一年後とかでも大体は近いうちだしな、うん。そうだろ。

　しかし、本当に裏をかかれたのはここからだった。

　その日の勉強が終わった頃、橘は機嫌を直してくれたのか、いつものにんまりとした笑顔で俺の背中をぽんと小突いた後に言ったものだ。

「ねぇガリ勉？　じゃあ土曜日、十二時に駅前ってことで」

　あまりにも脈絡がなさすぎじゃないか？

　俺は表情だけで聞き返した。〝何言ってんの？〟と。

　するとこいつは、どういうわけか勝ち誇ったように口を緩ませる。

「えー、聞いてないの？　買い出し、ガリ勉が行くってことになってるから」

「買い出し係なのは知ってる。そんなん、一人で行けるぞ」

「あのさぁ、キミ一人に任せるわけないじゃん（笑）。レシピとか決まってるんだし。あたしがついてくこと前提なんですけどー」

　う、確かにそれは一理あるが……。

　それにしたって、お前最近、俺にちょっかいかけ過ぎじゃねーのか？　休日まで進出してくるとは思わなんだ。ほら、もっと色んな男子に事業展開しろよ。このままじゃビッチ産業的にまずいだろって。

　……というかこいつのビッチっぽい噂、どこまでが本当なんだろうか？

「まーそういうわけだし、土曜も風邪とか絶対やめてよね？　荷物持ちさん」

「はぁ……。参考までに、もしまた何かの間違いで風邪引いたらどうなるんだ？」

「休み時間、毎日みんなの前でめっちゃ絡むから。嫌でしょ？　知ってるんだよ、もう」

「行きます行きます。ええ、お供しますとも……」

「よろしい♪」

　というわけで、以上が週末の予定を埋められてしまった顚てん末まつである。

　でもこれ、欅にどう説明してやればいいだろうか？

「ふふっ、童貞と予定作っちゃった……」

「えー、あー、そうっすね…………」

「はは、照れんなってのっ」

　こいつの前では本当にどんな顔をすればいいのか分からないもので。

　それは何日経っても、変わりそうになかった。




　学校での過ごし方なんて、もうワンパターン過ぎていっそ誇らしいくらいだ。同じ毎日の繰り返し。行って、勉強して、帰るだけ。休日はゲームで潰つぶすだけ。だがこんな残念な日常でも、やってる本人からすればお気楽なもので。なにせ俺を縛る基準は、試験で勝つか負けるか。それしかないのだ。

　だが、そんなある金曜日の夜……ぽかーん、と。

　お気楽なはずの俺が、家のソファーの上でぽかーんとしていた。

　明日は…………遠足の買い出しだ。

　適当にその辺のスーパーにでも行ければ良かったのだが、なんとクラスの女王様の荷物持ちという大パシリ役を担うこととなった。パエリアの材料くらい、メモでも渡してくれりゃあ一人で行くってのに。しかもわざわざ駅前集合と来たものだ。

　そして、俺のお気楽な頭をひっついて離れない事案が一つだけあった。

　つまり明日のは、デートなのか否か。それが問題だ。

　もし仮に万に一つもデートだとして、何着ていけばいいのか？

　しかも相手はあの、何考えているか分からない金髪女。ついでに言うと、尻しり軽がるで有名だ。

　本人も無論その噂は知っているだろう。ビッチと呼んでもムキにならないあたり、もしや一部は本当なのかもしれない。いやそもそも俺を童貞だとバカにしてくるくせに処女だと割れたら、それはそれで後で大いにネタにしてやろう。

　クラスメートの誰かが、いつかこんな風に横で話していたのを思い出す。

『じゃあさ、橘なんてどうよ？　可愛いし、けっこう胸あるし、性格いいじゃん』

『でも彼氏、社会人のおっさんなんでしょ？　俺らじゃ相手にされないって』

『マジか。Ｃ組の高たか瀬せと付き合ってるって聞いたけど』

『気に入った相手なら誰でも食うんだろ。いいよなあ』

　はぁ……別に何とも思わんよ。美人に生まれた女なんて、どいつもこいつもそんなもんだろ。まあ、どうせ永遠に童貞だし知らんけどな。名付けて永世童帝。将棋のタイトルみたいでなんかかっこいいから物は言いようだ。

「────キ！」

　はぁ、もう何もかも面倒くせえよ。遠足、悪天候で中止になればいいのになー。

「──兄貴！」

　俺は……ぼーっとし過ぎて、妹に片頰を引っ張られてることにすら気づかなかったらしい。ついつい、「ふぇ？」と情けない声をあげてしまった。なんつー大失態だ。

「情けないツラしてた。どしたの……？」

　わりと真面目に心配そうに、欅は俺の顔を覗のぞき込んでいた。すると皿洗いを終えたアリカ叔母おばさんが、手の雫しずくを払いながら台所からこっちに出てくる。

「もう欅ちゃん。あなたも妹なら察してあげなきゃダメじゃない」

「ん？　察するって？」

「男の子がある日突然ぼーっとしてたらね、好きな女の子ができたってことに決まってるじゃないのっ、もう！　相手はどんなコかしら？　もうもう！」

　ラブコメ少女漫画家、いつもの暴走である。鼻息がとにかく荒い。

　他方で、欅は近くでじぃーっとこちらを見てきた。

　何なら「じぃーっ……」って実際に声出しながら、目を細めてガン見してきた。怖いって。

「発情期。兄貴も猿だったとはね。マジ幻滅」

「は……!?　ねーよ、叔母さんの言うことなぞ真に受けてんじゃねー！」

「じゃあ聞くけどね、純くん。明日は家にいるの？　それとも、外で予定があるのかしら？」

　く、ここぞで鋭いポイントを的確に突いてきおるな……。

「…………ちょっと中学時代の友達とゲーセン行ってきます」

「バカ兄貴。それだと、ぼーっとしてたことの説明になってないし。苦しすぎ」

「ぐぬぬ……」

　欅は大体の噓は見抜く。なので彼女は、ふん、とそっぽを向いてしまう。

　だが叔母さんの方は、そんな俺の様子をみて「あらあら」と嬉うれしそうだった。そして財布からお札を取り出して俺の方に突き出してきた……って。

　二万円!?　アホか、この人！

「いやいや、受け取れるわけないじゃないですか。こんなに！」

「女の子はお金がかかるものよ、出世払いでいいから」

「いや、そんなんじゃないんで……。ほんとに友達と遊んでくるだけなんで」

「なら、帰ってきた時にでも返してくれればいいわ。でももし使ってきたら…………デートだと思って色々期待しちゃうから！　いやー、もうバカ!!」

　ドカンと、肩にブローを一発入れてくるアリカ叔母さん。痛えっての。

「あ。でも、行きのコンビニでゴムは買ってかなきゃダメよ。そういうのだけは、しっかりしなさいよね」

　もうぜってーデートじゃねーし、クソが。

　ちょっと業務上の理由で買い物に行ってくるだけなんじゃ、どいつもこいつも勘違いすんな。

　評決は下された。『明日のアレはデートじゃない』

　だから何着ていこうとか、そういう面倒なことは考えるな。らしくねえよ。しっかりいつも通りに、のほほんとしてろ。のほほんとした物を着て行ってみろ。

　よし、オラいいこと思いついたゾ。明日はジャージで行こう、そうしよう。一度決めれば後のことは振り返らん。振り返らんぞ……。

「デートにジャージで来るとか…………マジないわ」

「いやあ、どうせ荷物持ちだし動きやすいほうがいいと思って…………はぁ、ごめん。実はこれにはやむにやまれぬ深い事情がありましてというか、こちらとしても誠に恐縮ですというか……」

　翌日、のっけから平身低頭。確かにこれは俺が愚かだったと言うしかない。

　つーか、やはりこれはデートだったのか。驚きだ。でもデートかどうか以前に、他人との外出で上下ジャージはねーだろって。俺は一晩経った後の冷静になった頭で考えた。

　確かに昨日の夜、叔母さんに煽あおられて色々とムキになってしまったところがあるけれども。いくらなんでもジャージはねーよ、このばかちんが。ちなみにこのジャージ、普段運動しないため結構ピカピカである。

　もちろんというか、橘は目に見えて不満げだった。

　かすかに「んー…………」と唸うなり声をもらしながら唇を尖とがらせている。

　どうやら、俺による今世紀最大級のチョンボを一発ギャグとして笑って処理してくれる気は微み塵じんもないらしい。〝マジで笑えねーよ、童貞〟……目でそう言っている。生きててごめんなさい。

「……ほんと、すいませんっした…………」

　いっそ土下座しそうな勢いで、俺は肩を落とした。

　どう説明すればいいだろうか？

　今になって考えると、もう悩み方からしてガキくさい。これがデートかどうか？　デートじゃないとして、どうしてジャージで来ていいと思ったんだ？

「キミ……元からちょっと残念なところあると思ってたけど、ここまでとはねっ」

「……返す言葉もありません、ハイ」

　そして橘の方は、これがまた垢あか抜ぬけた格好をしてきたので余計後ろめたい。

　今日初めて見た時、ビシッと決まりすぎててゾッとしたものだ。

　こういう派手な女子って、もっとふわふわした格好するものじゃないのか？　黒ブラウスにチェックのスカート、黒タイツと、普段の言動と似合わずシックな出いで立ちだ。
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　だがその落ち着いた風合いと派手な金髪がうまくコントラストになっていて、全体としてはむしろ洗練された印象。どこか大人っぽい感じすら受ける。かと思えば黒タイツとタイトめな服装からは身体のラインが強調され、バストやヒップが程よく盛り上がっていて目のやり場に非常に困る。

　ハイセンスな格好をした美少女と、いかにも残念なジャージ男。

　そんな二人が向かい合っていれば、それはもう、とんでもなく奇っ怪な絵だろう。

　しかも休日の駅前広場となれば人目は避けられないわけで。通行人の物珍しげな視線がものすごく痛い。

　ついでに橘の責めるような視線は真面目に凍りつくレベル。

　とんだ恥さらしだ。昨日の自分を殺してやりたい。もういっそ死のうかな？　ほら、ちょっとそこまで行ってきてさ……。

　などと、俺は色々と気け圧おされていたんだろう。

　ぐちゃぐちゃになったメンタルから、ついこんなことをぼそっと口走ってしまった。

「……もうあれだ、許してくれよ。今日一日なんでもすっから…………」

　少しの間、俺たちの間に沈黙が降りると、「ふーん？」と。私服の金髪女は、指を顎あごに当てて何やら考える素振りを見せる。メガネ男の哀れな申し出を聞くと、徐々に表情を柔らかくした。

「ほんとに、何でもする？」

「……う、俺にできることならな」

「ふーん……♪」

　もしやこいつの興味を引いてしまったのだろうか。

　橘は小悪魔的にニヤつき始めて、俺の身体を上下にじろじろと観察し始めた。

「……ガリ勉、けっこうスタイルいいよね。意外に背、高いし」

「何？　スタイル？」

「お金、ちょっとは持ってきてるの？」

「アッハイ。あ、でも交通費だけは勘弁してください」

「だからカツアゲじゃないっつーの!!　もう、ガリ勉はあたしをどんな女子だと思ってんのさっ……」

　ぷいっとそっぽを向いてしまう橘は、どうも表情をころころ変える女の子のようだ。

　こうもしばしば一緒にいると、そういうどうでもいい情報ばかりが増えていくので困る。

「じゃあさ、今日いっぱいはあたしに付き合ってよ……」

「はあ、全身ジャージ男にできることがあるなら何でも言ってくれ。荷物持ち以外、何の役にも立たないように思えるけどな」

「ふふっ……かえって、これはこれで都合良かったかも」

　何の拍子か分からないが、無駄にこいつの機嫌を取ってしまったようだ。

　しかしだ、金の要る用事？　叔母さんによるバカげた臨時収入がたまたま都合よく重なったのは……これは流石に嫌な予感しかしない。

　そう思うやいなや、彼女は俺の手首を柔やわく引っ摑つかんで、

「えへへ……こっち来て」

「お、おい！」

　引っ張られて歩く先は……どうやらショッピングモールのようだ。

　やはりというか通行人の目が半端なく痛い。ただでさえこいつの見た目だけで道行く人の目を引くには十分だというのに。

「おい、ちょっと離れて歩こうぜ……お前には恥ずいだろうがよ、一緒と思われると」

「恥ずかしくなくなるよーにしてあげるからさ、任しといてよ」

「あ、何だって……？」

「それにさ……」

　すると、橘はニタッとこちらに微笑みかけて言った。

「ガリ勉は、他人にどー思われても気にしない。そうでしょ？」

「まだ覚えてたのかよ、そんなこと……」

　ただでさえ休日に外出なんかしないのに、心労の溜たまりそうな一日が始まった。もちろん直でパエリアの材料を、とはいかないようだ。地下の食品売り場に行く代わりに、俺たちはエスカレーターで上の階へ向かう。

「ほらー、こうなったらみっちり選ぶかんね！」

　この橘の一言で、長きにわたる服屋巡りが始まった。

　いや一応、俺も服は着ているのだが、やはりこのモールという場で上下ジャージでいるというのは、素っ裸でいるのと同じくらいは重罪だということだろうか。風ふ呂ろ上あがりにパンツ一丁で歩いていると叔母おばさんに〝ほら純くん、早く服着なさい〟と言われるのと大体同じようなものだろう。

　ただし今回は、じゃあ単純に早く着ろという風でもないようで。

　いやそれどころか試着に試着が続いて一向に終わる気配がないので、俺は辟へき易えきしていたほどだった。その勢いだけで、途中から昼飯のこともすっかり忘れてしまって。

　しかもセレクトショップというやつだろうか、まず俺一人じゃ行かないような種類の服屋だ。もう内装からして落ち着いた印象のシャレオツなので、今すぐ身体を小さくしてどこか人気のない場所に隠れたくなる。

　それがあろうことか三軒目にもなった時に、こんなやり取りがあった。

「うーん。ボーダーシャツが絶望的に合わなすぎ。なんでだろーね……」

　試着室の開いたカーテンの向こうで、橘は手を顎に当てながら悩ましそうにした。

「もしかして、ガリ勉自体がちょっとオタクっぽいからー？」

「いや、服が似合わないくらいで人間性までとやかく言われたくねーっての！」

　オタクという点だけはそう強くは否定できないのがもどかしい。

　さて。そうは言っても。

　今、俺はその黒白のボーダーシャツに白のパンツという装いだった。

　ついでに少し捲まくった腕に時計まで着けさせられているので、女の子の考えていることはつくづく分かったものではない。ディテールにまでこだわりすぎだろ、服を選んでるんじゃないのか……？

　だがまあ確かに、自分で選べばまず採用しないようなチョイスだった。

　試しに鏡を見てみるや、まず全体の色合いからして明るくて、まさかこれが自分なわけねーだろとゾッとする。

　お前誰だよ、どこの腐れ草食系リア充だ…………とかいう以前に、やっぱ君には似合ってないねプークスクスという感想が自分の中で湧き上がってしまうのだから恥ずかしきこと山の如しである。

　ただ、これでは確実に似合わないということが分かっただけで、じゃあ代わりに何が似合うんだという話でもある。俺には全くその辺が理解できないので、別のを試してみたところでどれほど変わるものだろうかと疑ってしまった。

「別に、これでいいだろ……。どれでも似たようなもんだ」

　だから本当に、俺は考えることなくそう言ってしまったのだ。

　実際そんなんだから、家にある私服の種類もそう多くないしな……。

　今日着てきたジャージと、ジーンズ二着に、Ｔシャツやらトレーナーやらが数着あるくらいだ。つまるところ、実質的には部屋着しかないのである。基本休日は外出しないのだからそれで十分だった。

　しかし、この一言は橘の不興を買ったようだ。

　彼女は首を突き出して、ジトーッと不満げに俺の目を見てくる。

「むーん……」

「な、何だよ……？」

「むーん…………」

「怖いって、気に障ったなら謝るよ。まあ今日は謝りっ放しだけどさ……」

「一条クン。キミ、今日は何でもするって自分で言ってたよねー？」

「ああ、そっすよね……」

「よろしい……。じゃあはい、次ねー♪」

　脇で服を持ちながら控えていた店員が、半笑いでその〝次〟とやらを渡してきたので俺はいたたまれなくなる。

　……ほんと、その微笑ましげな顔だけはマジでやめて欲しい。

　あれだぞ、別に仲良しで来たとかじゃねーからな。というか、ここにジャージでやって来た時点で色々察せるでしょう？　事情が特殊なんですってば。

　はぁ……。外出っていうのは、とかく疲労が溜まる。

　だがそんな根暗野郎の事情など構わず、マネキンごっこはいつまでも続いた。

　女の買い物は長いというが、一種の都市伝説だろうと思っていた。あのぶっきらぼうな妹なんて、たまに一緒に外に出ればすぐ帰りたがるっていうのに……えらい違いだよ。

　だが、次の店で同じように選んでいる時。

　ハンガーに掛かった服を選より分けながら、橘は唐突に小さくこう漏らしたのだ。

「ガリ勉ってさ。ちょっとマジメなところ、あんじゃん……？」

　何を自明なことを。俺は肩をすくめる。

「まあ、どうだろう……そもそもガリ勉自体が真面目君における小カテゴリーみたいなとこ、あるんじゃないか」

「いやそういうことじゃなくて、さ……」

　と、彼女は柔らかな笑みを向けてきた。

　いつもみたいに人を小馬鹿にしたようにニヤリというのでもなく、本当に小さな微笑みで……どこか清い感じの笑顔だった。

　ほら、放課後のグラウンドを通りかかった時に野球部が千本ノックしてる時みたいな、んで女子マネがそれを見て声を張り上げている時みたいな、そういう種類のきれいな目だ。

　俺は普段なら恥ずかしくて目を逸そらしているはずなのだが、今は……何かとてつもなく眩まぶしいものを見ているみたいに、身体がじっとしてしまう。若くてキラキラしてるっていうか……なんなんだろ、ほんとに。

　のほほんとした自分が、どことなく申し訳なくなるような。

　橘は、そんな俺のドギマギ具合を感じとったのだろうか。

　服を引っ掛け直して、雰囲気を和らげようとでもいうのか……突然「あー、えっへん！」と言いながらこちらに向き直る。

「えーと……服選びもね、実はすごーくマジメなものなの。着る人の人となりが重要なわけですよ、はい。というのが、ファッションオタクになって長いあたしの意見でしてー……」

　ファッションオタク？

　もちろん見れば分かるとも。どいつもこいつも似たようなものだ。とりわけこういう派手な女子ほど、他の同じくらい派手な友人たちとファッション誌を広げてうんたらかんたらーと呪文のように騒いでいるものだ。実際クラスでもそうしているだろ。

　と、俺のそんな女性一般に対する偏見全開な所が透けて見えたのだろう。橘はわざとらしく頰を膨らませて、

「むー、信じてない顔！　どーせ、うわこいつにわかだーとか今思ったっしょ！」

「いや、身につけるものでにわかも何もないだろ……。確かに今お前が着てるもの見れば、服に気を遣ってんだなあってくらいには思うよ」

「うーん、そーゆうありきたりな感じじゃないんだけどなあ……」

「分かったよ、ファッションのガチオタさん。まあ何でもするって言ったのは俺だし。気が済むまでマネキンにしてくれればいい」

「むー、やっぱ信じてない！」

　ぷくっ、と頰を膨らませて不服そうにする金髪のクラスメート。

「服ってさ。似たようなものじゃ、ないんだよ？」

「別に、深い意味で言ったわけじゃない。単に素人しろうとなだけっつーか……」

「キミ、ジャージのサイズもちょっと大っきいしさ。自分で選んでる……？」

　う……。痛い所を突いてきおるな。

　俺のような手合いにありがちなことに、服選びはつい最近まで叔母が同伴だった。センスがあるないの問題などではなく、そうでもしなければ自分では買いに行かないというのが主な理由だったりする。

　例えば、もうこれ以上身体は大きくならんのに、背が伸びるのを心配してワンサイズ上のものを選んだり。

　例えば、何にも考えずにチェックのシャツばかりを選んでしまったり。

　例えば、パーカーも最低三年は着古していたり。

　例えば、Ｔシャツにはよう分からん英字が並んでいたり。

　これはさすがにいかんと俺も自覚したのか、家に残ってるのは味気のないＴシャツだとかトレーナーばかりになってしまった。

　ほとんど図星だってことを見透かしたのか、橘は感じよく笑った。

「簡単だよ。選び方、教えてあげるし♪」

　橘は服を店内から拾ってきては、しきりにハンガーごとこちらに突き出して俺の身体と見比べた。

「まずは難しいこと考えないで、きれいめカジュアル！」

「きれ……何？」

　ファッション……それは俺にはアラビア語だ。

　俺の反応に呆あきれてか、橘は少し苦笑い気味に、

「シンプルな服で、爽さわやかに、ちょっと大人っぽくってこと！　意外とさ……キミの元々のイメージとピッタリじゃん？」

　何だか少し、恥ずかしいな……。

「それと、どう思ってもらいたいか、だよ？　優しそうとか、話しかけやすいとかさ。どうせなら、そんな風に思われたいっしょ？」

「別に俺は……分かるだろ？　この通り、俺だ。優しいも何もないっつーか……」

「むー。そういうこと、言うと思ったし……。もうちょっと興味持ってほしいなあ」

　橘はじっとつまらなそうに俺を見ながら、手持ちの服と見比べる。

「いいよ……分かった。じゃあ、あたしにモテモテになる服にするから……」

「意味分かんねえよ……。つまりお前のイメージで、ひたすら俺っぽくて良さげなものを選ぼうってことか」

「ううん……ちょっと違う、かな？」

　橘がハンガーラックの方に向き直り、服漁あさりを続けた。

　少女の目はまたしても真剣さを取り戻したみたいだ。落ち着いた声色で。そして凛り々りしい横顔で、続ける。

「少しだけね、なってほしい方向にも行ってみるの。それをね、今のキミと……ほんの少しだけ混ぜてみるの」

「……そうかよ」

　金髪女、ここに来てちょっぴりマジモードである。

　今までは注意していなかったが、棚の中をいじる目からして真剣そのものだ。

　女子なんてどいつもこいつも服好きだろうとは思ったが、この橘のは特別ってことなんだろうか。そもそも今こいつは、丸っきり他人の服を選んでいるわけで。自分が可愛くなるためっていうわけでもないのに。

　どうなのだろう……？

　人が身につける物に関しては並々ならぬこだわりがある……そんな風に見える。

　俺はそれに気づくと、また別の意味で恥ずかしい気がした。

　人のことを知るというのは仲良くなるのとほぼ同義なわけで……こいつが毎日勉強する理由をずっと聞いていないのも、結局のところはそれが怖かったからだ。それでも、こうも一緒に居ると色んなことに気づいてしまう。

　そりゃあ、どんなおちゃらけた奴にでも大事なものはあるもので。

　でも今そんな女の子が、俺みたいな奴のために真剣になっている。それで胸の中がギュッと絞られるような気がして……俺はぼそっと、こうこぼしてしまった。

「なんだか、しゃーねーよなあ…………今日だけは、とことん付き合うよ」

　すると橘は何に驚いたのか目を丸くした。

　一瞬、お互い何も言わずにぱたんと静かになったのだが、

「…………デレた。ツンデレ君がデレた」

「おい、お前なぁ！　そこ、茶化すとこかよ！」

「ふふっ、ははっ、ははははははっ…………」

　一体、何がそんなにツボに入ったんですかねえ……。

　笑みを広げたかと思うと、やがて腹を抱えながら、少しずつ口を押さえて吹き出しやがった。うん、やっぱこいつ真面目でも何でもないな。ただ俺をおちょくりたいだけだろ、絶対。あんまり笑いすぎて、収まるまで俺の肩に手をついて身体を支えていたほどだ。

「はははっ……分かった分かった。マジに選ぶからさ」

「何がおかしいんだよ、まったく……」

　そうして服をすっかり選び終わると、今度はこっちが目を開けてぱちぱちさせる番だった。俺は試着室の長い鏡の前で呆ぼう然ぜんとしていた。

「なんだガリ勉、やればできるじゃん……♪　クールでスマートっていうかさ」

　などと、橘が後ろから声をかけてくる。

「あ、あー」

　ふー、思わず変な裏声が出た。

　でも今回は、単に褒められて照れたってだけじゃない。

　今、鏡に映る自分は──まあ、相変わらずコンナノ俺ジャナイ感は凄すさまじかったのだが──いくぶん普段よりほっそりと長くなったようだった。しかも、それでいてめっきり落ち着いた雰囲気になったので自分で見ていてハッとする。

「はー……」

　やだ、精神年齢高そう……。

　まるで突然、鼻水垂らした小学五年生が意識の高い大学三年生くらいにクラスチェンジしたみたいで変な勘違いをしそうになる。

「ごちゃごちゃ考えないで、無地だけのモノトーンってね！　女子ウケには、まず無難から始めんの！」

　よく世の母親がテキトーに選ぶような、色のやたらうるさい柄物とかではない。

　例えば白のＴシャツは、少し丈が長くゆったりしていた。

　かと思えば、黒のスキニーパンツは脚を実際より長く見せている気がする。いつもオーバーサイズ気味のジーパンしか穿はいていないので、びっくりするほどぎっちぎちだ。

　そして極めつけというか……自分じゃまず着ないのが、この紺色のロングコートだろう。コートといっても春用のひらひらと薄い生地で、どこかカーディガンを羽織るような感覚に近い。裾すそが膝ひざまで届くシャツって感じだ。

　つーかロングコートって時点で厨ちゆう二に心がくすぐられるよなあ……。

　あれだな、ネットゲームとか強そうだな。二刀流の悪魔とか二つ名つけられて、エンドコンテンツでぶいぶい言わせてそう。自分がそれを着ていると思うとちょっとゾクゾクしちゃうよ……ってやっぱ俺、精神年齢低いじゃねーか。ガチで低ひっく。

　無論そういうこと言えばまた残念認定されるのでギリギリ我慢した……けど…………。

「背、高いからさ。こーいうコーデも意外と合う……そうじゃない？　シンプルに、落ち着いた色で白を挟んでさ……♪」

　こいつが何時になく真剣に選んでくれたのだと思うと、自分の思考があまりにも幼稚過ぎて恥ずかしくなるのだった。

　言う通り……全体としてクールでスマートな印象だ。

　さっきまでは似合わなすぎて笑えるくらいだったが、今はそういう風には笑えない。

　野暮ったさも一切なければ、いっそスタイリッシュですらあった。

　ではピッタリかというと、それも少し違う気がする。

　もし今まで違う風に生きていたら、自分でも様になっていると思えたのだろう。これが何か違うと思うのだとすれば、やはり内面的にズレているからではないか。休日は頑として家に引きこもっているような自分とは。

　合っているけど、しっくりはこない。

　もしかするとこうだったかも知れない自分。ちょうどそんな具合に。

「お前……すげーな…………」

　変に似合っているのが恥ずかしくて、それでも気分的には全くの別人になったようで。俺は謎の感動を覚えてそう言った。まず今の自分のセンスでは選べないだろう。

　そして今度こそ、橘は俺の反応に満足したらしい。

「えへへ。ガリ勉っぽいマジメな印象も、ちょっとは残せた……？」

「まあ、うん……言われてみれば」

「オトナな感じとかも」

「……大人？　俺が？」

「違う……？」

「うう……もしそう思われてるなら、すげー変な気分だ…………」

　そうは言いつつ鏡でパッと見る限りでは言われた通りの印象なので、俺はきまりが悪くなった。うう、激しく目を背けたい……けど、本当に目を背けて後ろを向けば背後に立っている橘と目が合うのだから大して変わりはない。

「全体的に……なんっていうかさ、こっ恥ずかしいけどな…………」

「えへへ……。言ったじゃん？　あたしにモテモテになるコーデにするって♪」

　ぽんと、尻しりを小突いてくる。

　あたしにモテモテ。やめろ……それじゃまるで、この服を着て一緒に出歩くみたいだ。

「でも、あと一つだけ……こっち向いて？」

「ん……？」

　そうして極めつけに。

　橘が一歩こちらに近づくと、そっと背伸びして、顔の方に手を伸ばしてきた。彼女の顔が目の前に近づいて。白い肌に、長いまつげ。挑発的に歪ゆがめられた、艶なまめかしい唇。いつも通りの女の子らしい香り……と。

　くいっと外された。

　メガネが。

「ふふっ。やっぱ思った通り……」

「ばか、やめろ。無いと、ほとんど見えないんだ……」

「コンタクトにすればいーじゃん。ずっといい。ふつーにカッコいいし……」

　カッコいい。カッコいい……？

　聞き慣れない言葉だ。あまりに聞き慣れないので、すぐには意味を摑つかめなかった。しかし至近距離の少女が嬉うれしげにニコリとしているのを今一度認めると、次第に自分の心音が聞こえてきた。

　カッコいい？　よせ……。

「最高……。来てよかった……。もうさ、今日からコンタクトだよね？」

「そういうのは家族とも相談というか、さすがに心の準備というものがだな……」

「お願い。あたしのために、ね……？」

「やめろ、つーか近すぎだって……」

「えへへ。カッコいいもん、しゃーないっしょ？」

　結局、叔母おばさんに多く渡されたはずの現金を使い果たしてしまった。

　コンタクトのせいで僅わずかに足りず、自分の元々持っていたお小遣いにも手を付けたほどだ。女に貢げということで渡されたお金なのに、自分に使ってしまったのだから世話ないっての。後でなんと説明すればいいだろうか？

『クソみたいな格好をしてデートに行ったら、女の子に怒られてセレクトショップ巡りをしてきました』

　うん、こりゃ喜ばれるだけだな。別のを考えよう、そうしよう。

　というか今日やったことがわりと普通のデートっぽいんじゃないかと思うのは気のせいだろうか。もっとマシな服装で来ていれば、もう少しすぐに帰れた気がする……。

　さて。服屋を後にしてすぐに、俺は急に催してトイレに行った。

　近くのベンチで待ち合わせということだったのだが、戻ってきても橘が居なかった、という時だった。

　どうせその辺にいるのだろう。

　こっちから探しに行ってすれ違っては一大事だ。スマホも携帯もない俺では、まともな連絡手段もないしな。

　というわけで、俺はそのベンチでぐったりとしていたのだ。

　近くに大き目なゲームコーナーがあって、ガンガンとけたたましい場所だった。

　もうかれこれ四時だ。

　俺ら、自炊の材料を買いに来たんじゃなかったのか？　いやそれどころか昼飯すら食えていない。そのことに気づくと空腹感がどっと襲ってきた。加えて、あちこちを連れ回された疲労感も込みだ。

　どうもデートというのは心身をごっそりとすり減らす重労働らしい。

　得がたい教訓だった。これが次に活いかされる教訓なのかどうかは、甚だ疑問だが。

　まあそうは言っても、かなり楽しかったけど……。

　最近気づいたことがある。女の子と話したり、そいつが隣で嬉しそうにしたりっていうのは何だか……胸の中が底の方からうきうきするものだ。

　しかし同時に、それを頑なに認めたがらない自分も居て……って。はぁ……。

　クラスでぼっちになる奴には必ず、内面的な理由が一つ二つあるものだ。

　俺の場合はおそらく、精神が大体中二の夏くらいから進歩してないことだろうと思う。今だって、『女なんて興味ねーし、べんきょーしようずｗｗｗ』くらいのノリなのだから。

　俺がマジメで大人？

　それは重荷だ。明らかに、俺は橘が思うような男じゃない。

　あいつや他の人に、実際にどう思われているかは知らんけどさ。

　……と。

　一人で勝手に憂ゆう鬱うつになっていたところで、意外な奴が声をかけてきた。

　あまりに意外過ぎて正直びっくりしたのだが……よく考えれば、休日に出歩いていれば当然起こり得ることだ。俺があまりに不覚だった。

「おー、一条君じゃん」

　とてもわざとらしい声色だった。どこか嫌味っぽくもあった。

　そして目の前に立っていたのも、多分本当に嫌味な奴らだった。

　クラスの……あれ…………誰だっけ？

　ほら、昼休みにちょいちょい俺にチクチク言ってくる一派だったと思う。

　同級生の男が三人……中央に立っていた奴が、ニヤけながら寄ってきた。確かこいつは、大おお村むらだったか小こ村むらだったか言ったかな。

「っていうか、ここでも一人なんだ（笑）。こんなところで何してんの？」

「……。一人で座ってる」俺は肩をすくめて答える。

　すると大村（仮）君は「あ？」と、謎に喧けん嘩か腰ごしである。

　っておい、サイドの二人はひじょ～に面倒くさそうにしてるぞ。

　どうでもいいから早く行こうぜ、って感じで。

　ひょっとして、俺にちょっかいかけたいのお前だけなんじゃなかろーな大村？

　どんなグループにも、そこ特有の人間関係があるのだろう。

　でも、うげぇ、それって面倒くさそう。一人で良かったよほんとに。

「こっちも疲れてんだよ。何か用か？　もしかして、入れてくれんのか？」

　と、俺も俺で大人気なく、苛いら立だってそう返してしまった。

　本当に疲れていた。早くどっかに行って欲しかった。こんな超絶劣化ジャイアンの相手をしているほどの心の余裕もなかった。

「一条君ってさあ、橘さん達と同じグループなんでしょ？　遠足で。どうしてなん？」

「……成り行き、かな。偶然だろ偶然」

「替えてよー、うちの女子と」

　あれだ。女の子をカードゲームみたいに扱うものじゃありません。

　つーかその申し出、童貞臭さが半端ないな。お互い様だけど。

　お前のものは俺のものーとか言ってるジャイアンですら、そんなことしねーよ。彼は君ぐらいの歳にはとっくに童貞卒業してるだろうよ、全く！

「あー。ゴメンな、管轄外だ。直接取り合え」

　などと、俺は怒っても仕方ないので生返事をしていた。

　いずれ飽きてくれるだろう、そんな風に思いながら。

　しっかし話せば話すほど、サイドの二人が哀れになる。

　わりとマジで嫌そうにうへぇ、って顔してるしな。

　残念加減で言えば俺とタメをはられている気がするので癪しやくですらある。

　だが……俺は一人で座っていてすっかり忘れていた。

　今日に限っては連れがいたという事実を。

　そして大村たちの背後から、これまたわざとらしい声色で橘の声がしたのだ。

「あ、中なか村むらじゃーん。元気ー？」

　って、中村かい!?

　けど俺も惜しかったな。大村じゃなくて中村か、もうほぼほぼ正解だろ。中村なんて、八十パーくらい大村だろ。

　……名前を覚えてやれないのは、俺の悪癖だ。ぼっちたる所以ゆえんな気がする。

　橘はというと、これがかなり機嫌が悪そうだった。顔が笑っているのに目だけで殺しに来てる。やっぱりお前、怒った顔怖いよ。

　彼女はこっちにどすどすと歩いてくると、俺の手を強く引っ摑んだ。

「純……行こ？」

「って、おい…………」

「早く。マジメな話」

　おい、落ち着け。そんな見せつけるような真似、やめろ。

　表情でそう言いたかったのだが、そっからしばらく目を合わせてくれなかったものだ。




　張り詰めたテンションを引きずった俺たち二人は、服を選ぶのには何時間も掛けたくせに、今日来た当の目的の方は手早く終わらせてしまった。

　いつも勉強している時ほど、変なちょっかいかけられたり無駄話ばかりだったりで時間が過ぎていくというのに。一体何がどうしたっていうんだ。

　さて、ともあれ、そんなわけで。

　俺たちはただ黙って帰り路みちを歩いていた。

　……夕日が沈んだばかりの、仄ほの暗ぐらい道。

　……薄く伸びきった雲に、うっすらと赤みがさした空の下で。

　いつもなら降りないような駅で降りて、今までなら決して話すこともないような少女と、普段ならまず歩かない道をただ歩いていたのだ。

　買った食材は橘邸まで運ぶ算段だった。

　俺は詰まったビニール袋を片手に持ちながら、彼女の二、三歩後ろを行く。

　もとより今日の俺は荷物持ちということで来ている。なのであれだ、橘には少しも持たせたりはしていないぞ。その辺は、あの元気でサイコな叔母さんにみっちり教育されたから問題ない。

　いくら俺だって空気は読める。むしろ普段から喋しやべらず観察ばっかりなので、自分でも嫌なくらい読め過ぎるくらいだ。それでも自分の席に張り付いて勉強ばかりしているのは、全部分かっていて読んでいないだけなのである。

　だから今も例外でなく空気は読めてしまうのだが……その空気が少しだけ重いのは、おそらく気のせいじゃない。

　ついさっき服選びしながら馬鹿笑いしていた橘はどこへやら。

　中村君とのことがあってから、今までずっと押し黙っているではないか。

　彼女の長い金髪が、数歩前で揺れていた。その歩調の方も微妙にどすどすと、ヒールの音を立てている。

　別に、俺が怒らせたわけじゃないけどさ。

　俺が怒るのならまだ分かるのだが、なぜこいつが悩まなければならない？

　こっちもこっちで複雑である。今まで嫌われたことは何度かあったけど、悩ませたことなんて多分ない。家族でもない奴が自分のことで悩んでくれるっていうのは、何だかもどかしいやら、申し訳ないやら。変な話、ちょっと嬉うれしいやら。胸の中がもやもやとムズついて、どんな顔をすればいいのか分からないのだった。

　そして、どんな言葉をかけてやればいいのかも分からなかった。

　でも本当に、なんて言えばいい？

　俺は全然気にしてないぞ。

　別にさ、怒るほどのことじゃないって。

　あんな小ちっちゃい奴らの言うことなんて、どうでもいいだろ。

　どうにでも言えただろうが、何一つ口をついて出てこない。

　俺はいつでもそうだった。だからこそぼっちだった。

　言葉に困ってるわけでもないのに。それでも大事な用がない限り、自分から他人に話を振ることはまずない。相手が話してこない限りは沈黙だけが流れていく。妹相手ですらその調子なんだ、いわんや他人をやって所だろうか。

　つーか、そんなんだから俺は他人の名前一つ満足に覚えてやれないんじゃないのか。

　話しかけないってことは、そりゃ呼びかける必要もないわけだよ。

　それで結局、俺は黙って歩いていた。

　だがこうして黙っている限り、心臓のあたりがどんどん切なくなってくる。

　楽しかったことの後でこの静かな夕方の帰り路は、ちょっとエモ過ぎんよ……。

　やがて日は沈み切り、街灯の光を強く感じるような暗さになった。

　見上げてみると、これが本当に見慣れない地区だったので改めて驚く。辺りは大きめな邸宅が立ち並ぶ、立派な住宅街だった。

　……と。

「ねぇ……」

　橘が立ち止まり、俺も足を止めて「ん？」と返す。

「あのさ。あたし、やっぱり納得してないから。キミにウザがられても、なんとかするつもりだから。クラスでの、キミの扱い。今日の中村のことだけじゃない……よね？」

　とにかく荷物が重くて左手の指がちぎれそうだった。

　俺は答えず歩こうとしたが、橘はそれにムッとした顔をしたので身体が釘くぎ付づけになる。

「……別に、どうしてお前が気にするんだよ？」

「はぁ？　大事な人が悪く言われるの、誰でも嫌に決まってんじゃん」

　あんまり突然だったので、流石にこれにはドキリとした。

　大事……？　俺が？

　こうしてよく話し始めてから大して経ってないんだぞ、まだ……。

　解釈の仕方は色々あるだろう。

　中には〝大事〟の範囲がとんでもなく広い奴もいる。こういうリア充がそういうタイプだというのは特に不思議じゃない。男の噂がしばしばつきまとうような女なら尚なお更さらだ。

　だがそれを差し引いても……やはり俺はいつもみたいに目を合わせてられなくなって、こんな風にむすっと返してしまう。

「む……あれだ。嫌われる奴には必ず理由があるもんだぞ。お前が気づいてないだけで」

「確かに、そんなこと言う癖に自分のことを出そうとしないとこはマジで嫌い。こんなに見えない壁ばっかり作ってる人だとは、思わなかったけどねっ」

「さいですか……。随分はっきり言いおるな……」

「でも……キミがそんなでも、良い所、もうたくさん知ってるよ？　面倒見いいし、ツンツンしてる割には全然怒らないし、たまにあざとくデレるし、それに…………あたしと初めて会った時のこと、覚えてないの？」

「何……？」

　初めて会った時。図書室で初めて話した時って意味か？

　正直、特別何かがあった記憶はない。初めて話したって意味じゃ特別だろうが、最近と比べて印象深いかと言えばそうでもない。

「ふーん、覚えてないんだ。ま、キミには大した事じゃなかったのかも知れないけどさ」

「なんのことだよ。普通に気になるっての」

　橘は「ふーんだ！」と、わざとらしくぷいっと顔を背けてしまう。

　でも……そういう顔するってことは、もう機嫌は直したんだな？

「はぁ……もう行こうぜ。あとどれくらいだ？　指が痛くてさ」

「あ、えっと……ここッス…………」

「ん……？」

　ここって、ここ……？

　俺の眼前にあったのは、これまた中々の豪邸だった。そりゃ屋敷ってほどじゃないけど、上階には立派なテラスがあり、玄関先の庭は青々としている。車庫も横に長いし、三台分くらいといったところか。

　マジか……。こいつ、一体どんな身分だよ。

　遊び倒していると思いきや門限とか普通に厳しいやつか、これ？

「あ、えっと……なんかお洒落しやれな家っすね…………」

「やー！　なんかハズいなー、もう！」

　おお、こいつ、珍しく顔を赤らめてやがる。いっつもコケにされている分はからかってやろうと思ったが……今日はいかんせん疲れた。根暗にはきっつい一日だった。休日なのに、軽く二週間分も体力を使った気がするよ。

　それでも、そんなに嫌じゃなかったけど……。

「玄関まで運ぶか？　かなり重いぞ」

「いいよ……。なんか恥ずかしいし。今日はありがとね」

「俺からすれば、今日はごめんなさいだ。のっけからやらかしてさ」

　俺は袋を手渡して、そのまま行こうとした。

　流石にもうお開きだろってところで……袖そでをちょんと引っ張られた。

「な、何だよ……？」と、振り返ってみる。

　しかし橘はというと、いくらか恥じらったような面持ちで、

「あのね、今日は童貞のくせにマジで楽しかったっていうか、色々意外だったっていうか、その……ありがと。また一緒にどっか行こーよ。百回くらい」

「お前はこれから俺の休日全部潰つぶす気かっ！　まあ、楽しかったけどさ……」

　帰ろうと思った所で、袖を引っ張られたり小突かれたり。何だか、いつもの図書室での去り際と一緒だ。

　ついそれがおかしくて、少し頰が緩んでしまう。

　橘はまだ袖を離さなかった。それがどういう意味かも、もう俺は知っている。

「……まだ何かあんのか？」

「えっと……えっと…………」

「別に明後日あさつて学校で会うだろうよ。その時でいいだろ」

「やっ、今じゃなきゃダメなの。ほら、これ……」

　そう言ってバッグから取り出したのは小さな紙の袋だった。

　突き出してきたので思わず受け取ったのだが、橘はその袋をじっと見つめてくる。どうやら開けろということらしい。それで中に入っていたものってのが、

「へ？　ネックレス？」

「そ、キミがトイレ行ってた間にね。今日選んだコーデ、ちょっと首元が寂しいからさ。モノトーンで揃えたし、カットソーとか真っ白だし」

　黒い紐ひもの先には、小さい金の指輪のようなものが括くくり付けられていた。

「ちょいとチャラ過ぎやしないか？　少しばかり恥ずかしいな……」

「いいの、キミにはそれくらいで。慣れるもんだよ、きっと」

「つーか、金。いくらした？」

「ふふっ、いいの！」

　そして橘は重いビニール袋を肩にぐいっとかけて、門の方に身体を向けると、

「毎日勉強教えてくれてるお礼！　じゃ、明後日ね！」

「お、おう……」

　しっかし持て余しそうなお礼だよ、全く。俺がこれをいつ着けてくって言うんだ？

　その日はそれでお開きだった。悪くない気分で家に帰った。

　まあたまにはこういうのもいいかなって……そんな風に思えた。

　大事な人、か。

　俺は一体どれだけそのままでいられるだろうか……？







　第三章




　遠足当日、生あい憎にくの快晴である。

　交通機関の関係で早く着いてしまったので、まだバスが出るまでには時間がある。

　無論、俺は後ろの方の席で独り座っていた。

　というより、こういう時に隣に座ってくる奴が今まで誰もいなかった。

　これが小さい頃は傷ついたものだが、今は慣れたものだ。遅くに到着して誰かの隣に座ろうとすると変な空気に～ってリスクを考えれば、これでも見ようによってはまだマシである。時にぼっちはポジティブでなきゃ、やってられない。

　ところで、炊事遠足というのは本当によう分からんイベントだと思う。

　よくよく確認してみると、まずスケジュールからして雑そのもの。

　自炊の後は丸っきり自由時間らしいよ。

　だが文字面に騙だまされてはいけない。

　自由と言っても、ぼっちには二種類の自由があるから油断禁物だ。自由参加なら最初から行かなくてもいいのでハッピーなのだが、自由行動となると拘束時間の間は絶対帰れないことになるのでほぼほぼ拷問である。一体どうしろってんだ。

　じゃけん仮病使ってドロンしましょうね～と思い至ったそこのアナタは私の仲間です。

　同業者同士、これからも仲良くしましょう。

　まあそりゃ勿もち論ろんサボりたい所なんだけどな……俺の場合、事はそう単純じゃなかった。

　我が保護者たるアリカ叔母おばさんが断固として許さないし、簡単な演技は見破られるだろう。いやそれどころか、彼女は俺が学校から持ち帰るプリントを逐一チェックしていて行事日程も全て把握済みなのだ。

『純じゆんくん。火の焚たき方、覚えてるわよね……？』

『アッハイ』

　はぁ……。

　叔母さんは昔から俺をリア充っぽい何かにしたかったらしく、小学校の頃から予行演習とかいって兄妹きようだい共々色んな場所に連れ回されたものだ。しかし何というか、そこで徹底的にズレているのがあの人で……キャンプのあれこれも結構マニアックなレベルまで叩たたき込まれた。オタクかってくらいに。俺が残念な奴なのは、おそらく俺以上に残念な家族の影響だろう。そうに違いない。

　つーか、火くらい誰でも熾おこせるっての……。

　バスの窓から外をぼんやり眺めていた。

　やがて人が集まり始め、明るいざわつきを感じられるようになった。

　どうも男子は野球のグローブやらサッカーボールやらを持ってきてるらしく、バスの外で見せびらかし合っている。自由時間はそれで遊ぼうってことだろうか。

　ふわぁ…………と大きなあくび。

　季節は春と夏の狭はざ間まといったところだろうか。眠いよ、真面目に。

　こういう場でこういう態度を取ると、時に〝斜に構えている〟だのと陰口を叩かれることがある。だがこんなんでも頑張ってはいるのだ。空気みたいに目立たないよう。せめて皆が楽しんでいる空気だけは、邪魔しないよう。

「一いち条じよう君……隣、いい？」

　突然そう呼びかけられて、俺は後ろをビクッと振り返る。

　座席の前には幼いそばかす顔の少年が立っていた。

　覚えてるぞ、ほら…………小こ松まつ君。そうだろ！

　俺は名前を忘れてなかったことで機嫌を良くして、隣を指差した。

「ほら、座れよ」

「し、失礼します……」

　とはいえここで会話が弾むようならお互い最初からぼっちじゃない。

　ぼっち仲間といえど友達になったわけではなくて……俺たちは、クラスの奴らがバスに入り切った後もずっとだんまりだった。

　また、発車してからもそうだった。

　バスの中はがやがやと、昼休みのいつもの喧けん騒そうを更に小さな缶に閉じ込めたように音が反響する。平生よりも騒ぎの音量が大きく感じられ、その分だけ俺たちの沈黙がありありと気まずくなるような気がした。

　だがまあこれなら、いつも通りの勉強タイムだろ……と。俺が鞄かばんに手を突っ込んで単語帳を取り出したところで、

「一条君はさ……いっつも勉強してる、よね？」

「え、ああ……」

　何だよ、今日は話すのか。俺は少し戸惑った。

　そして、話し始めた当の小松君も戸惑っているらしかった。多少ドギマギしながら何か言おうとしているが、次の言葉が中々口をついて出てこない。

　はは……別に無理に気なんて遣わなくていーのにな。

　まあ、こんな弱っちい男子にまでキョドるような俺でもなかった。

　この程度のことなら、話を繫つなげてやるのはそう難しくないのである。

「ぼっちなら、時間は腐るほどあるだろ。だから有効に使うんだ」

「え……？」

「そうすれば、ぼっちであることは強みになる。そう思わないか？」

　小松君は何やら申し訳なさそうに下を向いた。

　どうやらぼっちにも色々と種類があるらしく、有り様が人それぞれ過ぎて面白くもある。俺の場合はといえば思考が残念だったり、消極的だったり、のほほんとし過ぎたりが原因だ。

　彼の場合は、単に自信がないのだろうか？　知らんけどさ。

「ぼくはいっつも寝てる……いや、寝たふりしてる。何すればいいのか分かんなくって」

「じゃあ勉強は小松君にもおあつらえ向きだな。マジでおすすめだぞ。細かいことは考えなくて済むようになる」

「勉強、才能ないし……」

「マズっても金は取られないっての。それに、やってみなきゃ分からん」

「はは……そ、そうだよね。今度の昼休み、やってみよう……かな？」

　そんな俺たちの話は途切れ途切れだった。

　黙っている間は単語帳に集中していたのだが、小松君はこんな言葉でこの会話を締めくくる。

「ね、ねえ？　その……一緒にさ、頑張ろうね、遠足」

「おいおい、これって頑張るもんなのか？」

「何言ってんのさっ。班のこととか、乗り切らなきゃ……じゃん？」

「もし何かあったら俺の後ろで身体を小さくしてろ。最近色々あって、どういうわけか神経が鍛えられてる気がするっていうかさ。何なんだろうな。はははっ……」

　どいつもこいつもワイワイしてんのに、俺らはどんだけ後ろ向きなんだよ。

　これがクラス替え直後の行事ってことは、そりゃ学校側としては初対面同士を慣らす目的があるわけで、まさか教師たちもこんな後ろ向きな奴らがいるとは夢にも思っていないだろう。

　……で、気まずいバス旅の末に連れてこられたのがどっかの山。

　白く燦さん々さんとした日差しが、雲に遮られることなく照りつける午前だった。

　結局バスで九十分もかかったので身体はくたくただ。空からだけでなく、近くを流れる川からも日の光が反射してくるので本当に眩まぶしい。

「ようし……お前らァ！　これから自炊を始めてもらうぞー！」

　来て早々だった。

　我がクラスの担任である白しら石いし教諭が、大気を引き裂かんばかりのセルフ拡声器な声で学年全体にそう宣言したのだ。しっかしこの人はよく分からん。厳しいという印象ばかりが先行しているが、腹を割って話してみた奴はまだ居ないらしい。個人面談とかどんな感じなんだろう。

　だがやはりと言うか、そこは学校行事特有の明るい雰囲気である。

　米軍海兵隊の教官とかでも通用しそうなこの女教師ですら、今日ばかりはこの学年に蔓まん延えんしたざわつきを静めることは出来ないらしい。彼女が話している間でも話し声がちらほら聞こえてきた。

　そして話が終わって班で散り散りになった後でも、誰もが大なり小なりその表情に笑顔を含ませていた。

　青空の下の透明な空気の中で、気分が軽くホップしている気がする。

　世はまさに大ピクニック時代！　ドン!!　って感じで。

　……まあ、その、確かにそういうシチュエーションだったんだが…………。

　いや、だからこそ……なのだろうか。

　俺は……先ほど石のブロックで組み立てたばかりのかまどに火バサミを突っ込んで、中の火をひたすら育てていた。

　無心になって、むーんとした表情で。

　黙々と、粛々と、目の前の火に集中していた。

　こういう時、単純作業が割り当てられるのは本当にありがたい。

　なぜなら今は訳あって心を真っ白にしなければならなかったからだ。

　それだけ辺りの空気が微妙過ぎてバックレたかった。まあ微妙と言っても、なぜか俺にだけ独自に微妙な空気という意味で…………小松君はというと、俺の後ろで突っ立ってさっきから苦笑いでごまかしていた。助けろよ。

「へぇ～、意外だね。一条クン、こういうアウトドアなの得意なんだ～！」

　ほら……謎の緊張感をもたらしている張本人が何か言ってるぞ。

　火を調整している時に、橘たちばなが露骨にしゃがみこんで来おった。

　早速ガリ勉にちょっかいをかけ始める。ちょっと露骨だ。

　今日はみんなが学校指定のジャージ。つまり誰もが同じ格好なわけだが、この明るいブロンドは見逃しようがない。

　ははん、だが、お前が絡んで来るのは予想していたぞ。

　そりゃ今日は同じ班ということで話すことになる展開は当然だし、むしろこれだけならいつも通りとも言える。

　しかし今日だけは……少し状況が違ったのだ。

「……ふーん…………」

　低い声を漏らしてかまどの向かい側にしゃがんだのは、やはり同じ班の奴。

　この橘といっつも教室でつるんでいる……ほら、氷ひよう堂どう弥生やよいとかいう女子だ。

　あれだぞ、来る前に名簿を見て班の奴の名前を全部覚えてきたんだ。今日を乗り切るためにな。あの中なか村むらとのことの反省がしっかりと活いきている。

　氷堂は毛先にパーマのかかったショートボブがお洒落しやれに決まっていて、クールな感じの涼しげな目元が特徴的だった。グレーの髪色が、橘の金色とは対になっているようで並べるとお似合いだ。橘も相当細身だが、彼女の方はさらにそれに輪をかけているらしい。小柄ながらもシュッとした体形に似つかわしく、冷たい目元はゾッとするほど惹ひかれる。

「どーよ弥生、もうすぐ火使えそうだよ？」

「むー……確かにちょっと意外。この人、全然キャンプって顔じゃないのに」

　などと、言っていることの割にはむすっとした怖い目で見てくるので決して前は向けない。

　そう、今日の橘は言うなればマドハンド仕様。

　こっちが黙って放置している限りは延々と仲間を呼び続ける。

『ギャルＡは　なかまを　よんだ！』

『ギャルＢが　あたらしく　あらわれた』って感じで。

　あ、ちなみにぼっち勇者の特技は『ようすをみる』しかないのでまるで打つ手無しなんだこれが。ほんとうにどうしよう。

　そうだな、これなんてどうだろう…………。

『ぼっちＡは　なかまを　よんだ！』

『そもそも　そんなもの　いなかった！』

　おいこれバグだろバグ。ぼっちＡのＡは Alone のＡだってか、やかましいわ。

　などと心の中で一人漫才を繰り広げるくらいにはメンタルが参っていた。

　こうなれば目の前の火に集中したいというのも、当然の心境というもの。

　だというのにこの氷堂とかいうお嬢さんは、対処に困る無慈悲な追い打ちをかけてきたものだ。

「むーん…………」

　彼女はジトーッとした冷たい目で言った。曰いわく──

「一条、休日とか何してんの？　ガリ勉なのに山にでも籠こもってんの？」

　……。…………。

　え、なに今のぼそっとしたコメント!?

　皮肉なの？　冗談なの？　マジで分かんない！

　どう返答するのが適当なのか本気で理解が追いつかないので、俺は軽いパニックを起こしてキョドってしまった。

「え、ああ……」

　そんな俺の様子を見てか、横でしゃがみこんでいた橘は肘ひじでちょんと小突いてくる。

　だが金髪女、どうも満面の笑みかと思いきや目はちっとも笑っていない。〝ほら、早く弥生に何か言えよ童貞。このままだと変な空気になんだろ〟って。

　……最近、こういう言葉を介さないやり取りでも橘の言いたいことが大体分かってしまうのは何なんだろう。全く。

「えーと、休日は山でめっちゃ勉強してる……かな？」

「ふぅ～ん、野生のガリ勉ってやつ？　笑えるわー。この山にもいんの？」

　え、ウケてしまったよ。顔も声も全く笑っていないけどな。

　橘がまた肘で突っついてきて〝言えたじゃん〟などと伝えてきたので、どうやら今のでギリ合格だったらしい。どんな判断基準なんじゃ。

　でもお前の友達、ぼっちが相手にするには重すぎないか？

　あまりにも間合いの取り方が独自過ぎるでしょう……。

　橘がアッパー系のギャルだとすれば、この飄ひよう々ひようとしたお嬢さんはダウナー系。どっちにしても対処に困ることに変わりは無いので是非とも火に集中させて欲しいです、はい。

「あははっ、マジでいそういそう！　こういうガリ勉、この山にね」

「ははっ、ねーよ」

　勝手にけらけらと盛り上がる二人。

「ふん……現代っ子が。お前らもリア充なら火の使い方くらい覚えろ。どーせ夏になったらＢＢＱとかすんだろーが。間違いなく、その時に俺は居ないんだからな」

「何それ……暗に呼んで欲しいって言ってんの？　どうするよ、かれん？」

「呼びたい」

　いや即答はやめろ即答は。

　そしてその呼んで欲しいアピールしてたみたいなのも恥ずかしいだろーが！　だがここで、話は思わぬ方向に飛び火……どころか炎上寸前までいった。

「なーんだ」と橘が、わざとらしく高い声を出す。「一条クン、暗い人かと思ってたし♪」

「だねー。ジミーかと思ってたら、フツーに話せんじゃん」

「そうそう！　えへへ……あたしの目に狂いはなかったっしょ？」

　と、ここで氷堂は俺と橘を交互に見た。

　何に興味を引かれたのか、「ふぅ～ん？」と怪しげにニヤつく。

「かれんと一条、ずいぶん距離が近いんだね。買い出しで何かあった？　一条もぼっちのくせに、全然緊張してない感じだし」

　背中がヒヤリとして、とっさに橘と目を見合わせる。愚かなことに、ムキになって声を上ずらせてしまった。

「ね、ねーよ！　材料買って……すぐに解散したっての」

「顔、真っ赤……」

「や……。やめてよ弥生、一条クン困ってんじゃん……」

「今日になってメガネ外したのも、偶然？　そこそこカッコいいじゃん」

「おい。それ以上言ったら、火熾おこしやめるからな……」

「はいはい、わぁーったよ。でもさ、真面目な話、どうしていっつも一人なわけ？　昼休みとか、誰かと話してるとこ見たことないし」

「……別に。やりたいようにやってるだけだ」

　俺は、適当に合わせてはいるが。

　当たり前なことに、居心地の悪さを感じたりもするのだ。明らかなカテゴリーエラーを前にした場違い感。そんな俺にも容赦なく反応が求められるってこと。んで、油断すれば橘とのことがバレそうなことも、まあ色々あるだろうが何より、

『あたし、やっぱり納得してないから。キミにウザがられても、なんとかするつもりだから。クラスでの、キミの扱い』

　ふん……。俺をクラスに引きずり込んでどうしようってんだよ。しかも、お前の友達連中と仲良くしてどうしろってんだよ、未来が見えんわ。橘がいくら世話を焼こうが、ぼっちは内面からしてぼっちだ。合わんものは合わん。

　でも気にかけてくれるのに悪いだろと思う自分もいて、これだけ女の子に構われてハズいと思ったりもして。

　この女と会ってからというもの、男心はちょいちょいフクザツだ。

　とそんな時、このタイミングで近くにやってきたギャルＣはＢよりはまだ普通だったのは救いだった。

「かれん、どう？　料理は下準備終わったから、かまど待ちだよ」

「あ、見てよ桃もも子こー！　めっちゃいい感じだよ」

　エプロンの紐ひもを縛りながら出てきたのは、天てん樹じゆ院いん桃子。

　うちのクラスの学級委員長で、青みがかったロングの黒髪に赤い縁のメガネが良く似合っている。背は三人の中でも一回り高く、胸部や臀でん部ぶの盛り上がりが目に見えて大きいっつーか何っつーか……あれだ。ひじょーに大人びた身体つきをしていると思われる。

　成績も良く弓道部ではエースと、いわゆる完かん璧ぺき超人的な立ち位置の人だったはずだ。

　あくまでちょっと前に目にした印象だが、橘は一番仲良く絡むのがさっきの氷堂さんで、二番目がこの天樹院さんといったところだ。二人きりでいるか、この優等生も交ざるというパターンが多い気がする。

「一条君。もう火、使えそう？」

「あ、はい……もうすぐ、かな…………」

「よかった」

　普通のコメントに対して普通に生返事する俺。

　そうそう、今日を乗り切るにはこういう中身の無い会話でいいんだ。

　あんたはギャルの群れの中じゃ良心だなあ。

　この立派なお方が、例えば昼休みとかで他のはっちゃけた二人を冷静に捌さばく姿が見える気がする。いっそギャルＣとか設定してしまったのも失礼に感じるくらいだよ……。
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「でもさ。私たち、かまど作るのかなり早いみたいだね」

「え……？」

　後ろを振り返ってみると、どうやら他のグループは難儀しているらしい。

　すぐ火が消えてしまったり、新聞紙の燃やし方が下手で紙吹雪が飛んでたりと、ちと阿あ鼻び叫きよう喚かんチックな有り様だった。今まで集中していて気付かなかった。

　白石先生がその辺を歩いて回っているが、教師として助け船を出すという方針ではないようだ。クラスなんだから協力してなんとかしろってか。

「なーんだガリ勉、やれば出来る子じゃん♪」

　橘さん、ガリ勉ａｇｅに必死である。白々しいわ。

　というかほんとにやめろ、ちょっと顔のあたりが熱くなるから。

　ただまあ、薪まきの並べ方だとか新聞紙の丸め方だとかは、やらなきゃ分からんことも多いしな……。俺はたまたま毎年叔母おばに連れ回されてキャンプに行っているだけあって慣れたものだけど、どうやらそんな奴ばかりって訳でもないようだ。

　とまあ、俺らの班はぬくぬく昼を終えられそうだった。

　橘が良からぬ企みをしていることを除けば、ぼっちなりにはこの女子たちにも慣れてきたところだったし。それに自由時間ともなれば班は解散なので、何だよ案外素直に終わりそうじゃんか。

　……俺はここにきて、安心してしまっていた。

　忘れていたのだ。

　だが俺だって、流石にマドハンドがアークデーモンまで呼び出すとは夢にも思わない。

　油断していると。背後から声がしたのだ。

「へぇ……かれんの班、めっちゃ焚たけてるね」

　……この超クールな声は知っている。

　昼休みにこの三人と馴なれ合うことの多い、サッカー部の男子のナントカって奴だろう。

　女子達の注目がそちらに向いたが、俺は振り向きたくなかった。目も合わせたくない。だからもう完成し切ったかまどを、火バサミでいじっていた。

　人見知りが祟たたってか、クラスで一言も言葉を発さない日すらあるんだ。ただのクラスメートってだけでも気まずいのに、……。

「……てか、結局このジミー達と組んだのな」

　今のは、俺らと組まずこのクソザコ陰キャ勢と組んだのかという意味だろうか。

　というか橘はどんなイカサマを使ったんだろう。普通ならこいつと組んでいたはずだが、何か揉もめでもしたのか？

「ま、ゆーてウチらもジミーだし…………？」

　おっと……。

　橘はその男子に、笑いながらも何か棘とげを覚えるような言い方で返した。

　そして一瞬だけだったが、その場にえも言われぬ微妙な緊張感が流れる。

「ふーん？　みんな驚いてるよ、かれん達がよりによってってさ」

「よりによってってどういう意味さー！　誰と組んでも、ウチらの勝手じゃん……？」

「ま、俺はいいんだけどさ。一条君……だっけ？」

　おいおい、よりによって俺かよ……背後の足音が一歩進んだ。

「……いっつも勉強してる人」

　そして、公然と陰口を叩たたかれている日陰者。

　自分がクラスでどう見えているのかは、よく知っている。

　中村勢にあーだこーだ言われていたのは橘にも聞こえていた。彼女に聞こえて他の連中に聞こえていないはずがない。

　今日ほど、自分の立ち位置を気にした日もないだろう。それもこれも、この女の反応にヒヤヒヤしているからだ。

「ふーんだ。あたし、好きで組んだだけだし。キミも勉強やばいんだし、一条クンに教えてもらえばー？」

　口を尖とがらせつつ、再び俺の隣に収まってくる金髪女。軽くムッとしながら。

　知ってるか？　複雑なんだぞ……？　目立たない事に慣れている奴が、要らんフォローをされるってのは。

　普段から仲良くしているだけに、橘も中村の時のようにあからさまにキレるというわけではないようだが──俺はその瞬間だけで悩んだ──自分みたいなよそ者のせいでこいつらの空気が少しでもこじれるとか、冗談じゃなくゴメンだからな？

　そんな責任は負えなかった。

　これ以上、俺なんぞの為に橘の気を煩わせたくもなかった。

　そして、中村の時と同じ轍てつは踏みたくなかった。

　ちっ、何だかめんどくせえな。自分から行くとかさ……。

　だが愚痴ってはいられない。

　俺はふらりと立ち上がって振り返り。軍手をはめた手を握りしめ、喉のどの中で詰まりそうな声をハッタリだけで絞り出したのだ。

　だが後になって思い返すと……この本当に些さ細さいな一言が、きっかけだった。

「何だよ……？　ジミーでも火くらいは熾おこせるぞ」

　その顔の整った少年は、どういうわけか驚き半分、後ろめたさ半分という顔をしていた。

　どうやら俺が一言でも喋しやべれるとすら考えてなかったようだ。

「お、おう……そっか。なんか悪いな……」

「俺らのところは終わったし……これから手伝ってやろーか？」

　ああそう言えばその後、もちろんそこにいた小松君も連れて行ったよ。女子の中に一人で置いていってもかわいそうだったしな……。

　とはいえ、このセルフ使いっ走りという判断は悪くなかった。何と言っても、あのギャル三人衆から少しの間だけでも距離を置けるではないか。自分の班では薪をくべ、他の班にも出張し……まあ楽しい楽しい学校行事だってのに、今日は火しか見ていない気がするのは自分でも笑ってしまうが。

　緑あふれる太陽の下、黙々と薪をくべるガリ勉。

　それでも人の顔を見ているより、かまどの火を眺めている方が心が休まる。

　……って、これでは何だか放火犯めいた言い草だな。

　とはいえ、俺をそういう心境にさせている奴が今日も変わらず元気だったのだから仕方がない。

　橘かれんと愉快な仲間たち。

　あそこにいる限り、いつまでも他の女子と小松君の前で橘に絡まれるビジョンしか見えないので想像しただけで顔がむっとしてしまう。

　あいつのことは深く考えるな……近頃は自分にそう言い聞かせていたが。

　そろそろ限界じゃなかろうか。そんな風に自分で思ってしまい、昼飯ができるまでの少しの間だけでも逃げ出したかったのだ。

　でも何なのだろう。

　結局、こっちの班も似たようなものだったよ……。

「えー！　すげえよ一条君！　めっちゃ燃えてんじゃん!!」

「うっ……あんまりがっつくなよ、危ねーから」

「わーっ！　わーっ！　感動だわ！　すげえ！」

　俺がしゃがんでいる横で騒ぐ男は、さっきうちの班に来たイケメンの相棒。

　猿っぽい愛あい嬌きようのある顔をした、やたらテンションの高い奴だ。

　火を覗のぞき込んで小学生みたいに目を輝かせている割には、髪は学生離れして派手だった。

　具体的に言うとワックス漬けでボリューム満点な茶髪。あれだな、めっちゃカードゲーム上手そうな髪形だな。神のカードとか三枚持ってそう。

　でもいかんせん名前を思い出せない。別の班だし流石にノーマークだった。

　なので仮にこっちを騒がしい方とおく。

　そして先ほどうちの班にやって来たイケメンが、クールな方。

　騒がしい方と違って、彼は近くの木にもたれて腕を組んでいる。

　細い目の男だった。やはりワックス漬けで、ぼさぼさした黒髪だった。

　もういっそ立っているだけでクールなので世の中って不平等だ。髪のセットも騒がしい方より自然で、実によくキマっていやがる。

「ふーん……」

　と、そいつは愉快げな顔をしてみせる。

　彼は何か含んだように口を緩ませて、俺の方を見てきた。

「な、何だよ……？」

「いやさ、普段勉強ばっかりなのに面白いなーって」

「別に……これくらい誰でも出来るっての…………」

　たまたまガリ勉ジミーがなぜか火属性だったというだけだ。

　とまあ相手が女じゃない分だけまだ気楽でいたのだが、クールな方の男が振った話題はもう少し面倒な方面だったようだ。

「いやそうじゃなくて、さ。かれんが何で気に入ったんだろうなーって」

「……っ。突然、何の話だよ……？」

「班決めの前に、組みたい男子がいるってそれとなく言われたんだけど。もしかして一条君のことだったりして」

「ねーよ。そいつと組めなくて、しゃーなく俺らのとこに来たんじゃねーのか？」

　今のは自分で言ってて苦しかった。酷ひどいごまかしだ。

　だが相変わらず心の片側では「それはねーよ」と言っているし、別の所では「しっかり現実と向き合えよ」とも言っている。

　最近勉強を教えているのだってそうだ。

　もうすぐ終わるだろと思いつつ、もしやずっとこのまま一緒なんじゃないかという気もする。

　いずれにせよ先日のデート以来、俺は必死に何かから逃げている気がした。

　しかしその時。ひゅうと風が吹いて。

　後ろで空気になっていたはずの小松君が……その一言をぼそりとぶっこんできたものだ。

「そういえば一条君、さっき橘さんと仲良さそうにしてたよね……」

　うっ……今日はそこまでだったろうか？

　あれか。あの女がこっそり俺を小突いていたのが、さっき後ろで立っていたぼっち少年には見えていたというのだろうか……？

「……別に、そんなんじゃねーし」

「でも橘さん、すごく楽しそうだったよ。いっつもあんなに話してたっけ？」

「小松君なら知ってるだろ、同じくぼっちだ」

　クールな方は更に笑みを広げた。嬉うれしそうですらあった。

「へぇ……良いこと聞いちゃった。かれんが一条君を、ねえ」

「何だよ、変な笑い方すんなよ……。ほんとに何もねーから」

「じゃあ逆に聞くけど、一条君はかれんに興味ないの？」

「興味以前の問題だ！　おっしゃる通り勉強しかしてないんだぞ。接点なんて、ほぼほぼ無いようなものっていうか、その…………」

「でもあいつが自分からがっつくなんて、珍しいな」

　まるで俺の話なんて聞いちゃいねーなこいつ。

　でも、珍しい？　気に入った奴は食い尽くすともっぱらの噂だ。

　ただ相手は橘をファーストネームで呼ぶくらいには仲が良さげだ。

　その辺で流布している噂よりかはよほど知っているのだろう……が。

　俺はいつも通りだった。深くは追及しなかった。

　ここでそれ以上聞くと、まるで本当にあの金髪女に興味持っているみたいでシャクだ。他人にそう思われたくないってだけじゃない。自分でそれを認めたくなかった。

「ま、いいや。かまどのことサンキューな」

「お、おう……」

　その後ずっと、そのクールな方は「ふーん」と嬉しそうに含み笑いをしていた。

　ちなみに騒がしい方が火を見ながら「すげー！」しか言ってなかったのは、将来放火魔になりそうでわりと真面目に心配である。




　それでなんやかんやを終えて元の班に戻ると、天樹院さん謹製のパエリアが待っていた。

　これがパプリカやらズッキーニやらが入りカラフルな仕上がりとなっており、適度に塩味も利いていて非常にうまい。何でも器用にこなすスーパー委員長、ついでにエプロンも様になっていると来た。だがそれだけじゃあない。

　俺と小松君が帰ってきた直後、紙皿によそってくれた時なんか、

「二人共、ご苦労さまっ」

「あ、ありがとう……」

　ほんのりとした笑みで根暗にも受け答えがしやすいコメントをよこしてきた。

　おいおい完かん璧ぺきかよ。

　これならこっちも通り一遍な返事だけで済んでしまうので気が楽だ。

　大海のような優しさよりも水一杯分くらいの気遣いの方が時にぼっちには心地良かったりするという事実は、世間でもあまり知られていない。

　ともかく俺はそれを受け取った後、敷物の端っこで食べていた。

　あの女子たち三人が談笑しているのを背に、クラスの他の班の様子を眺めながら。

　ちょいと疲れたな。学校行事特有の身体の重さというか……。

　小松君とさえ距離がぽっかり空いているのは、今は彼と話すことすら疲労を溜ためそうだったからだ。知っている人と話すのでさえ脳みそをいじめているのに、今日に限っては、ほぼほぼ初対面っていう絡みが多すぎたしな。

　こういう時、心労が丸ごと背中にのしかかってくるのが根暗の辛つらいところだ。

　まあ委員長のパエリアで、割りに合っていると考えるとするか。

　……俺はぼんやりと前を眺め続けた。

　青空の下の、透明な空気。湿った土の匂い。

　クラスの連中の笑い声だとか大騒ぎだとかが、耳の上っ面をはねて過ぎていく。

　いい雰囲気だった。そんなに嫌いじゃなかった。自分がその中に居ない限りは。

　はぁ……。昼飯が終わったらどうしようか。

　班と言っても一緒に昼飯を作るだけの関係で、これが終われば自由時間だ。

　正直全くプランが無いのだが……ここはベンチでも見つけて一人で勉強でもしようか。幸い単語帳だけは持ってきてるし。

　何より、ちょっといつも通りの自分に戻りたい気がした……のだが。

　ここに、そんなぼっちの機微をまるで察しない女が一人。

　優しさでもなければ気遣いでもなく、まるで自然災害のような奴がいた。

　いきなり柔やわい手で肩を揉もまれて、俺がビクッとして後方を振り返ると、

「えへへ、さっきは色々ご苦労さま♪　ちょっと……疲れてる？」

　うん、あれだ、お前の存在そのものが疲労の主な原因なんだけどな！

　橘かれんは俺の肩をもみもみしながら満面の笑みだった。

　嬉しそうなのは良いんだが、肩とか普段は絶対触れられない場所なので本当にびっくりしたよ……。それと長い金髪が上から首筋に当たってくるのは非常に勘弁して欲しいっていうか……俺もついそっぽを向いてしまった。

「何すんだよっ。心臓に悪いっての」

「あいつら、そんな悪い奴じゃなかったっしょ？」

「別に、普通だったけど……」

　でもこういうノリ、二人でいる時だけじゃなかったのか？

　それとも、気持ちひそひそ声なのはこいつなりに気を遣ってくれてるのだろうか？

　でも、さっきマジで見られてたことが判明したばかりなんだからな。

　ほら、また小松君もちらちら見てんじゃねーか。心なしか後ろの女子二人からも視線を感じるので最も早はや金縛りも同然である。遠足よ早く終われ。

　と、橘は俺の肩から手を離すや隣にしゃがみこんできた。

　どうやらいつになくご機嫌モードのようで、歯を見せてにっこりしている。

「やっぱ面倒見良いよね、キミ。あの状況で手伝いにいっちゃうとかさ」

「そんなんじゃない。火を熾おこしたらやることがなかったしな」

「ガリ勉が傑すぐるたちと仲良しになればさ、あたしも自然に絡みにいけるね？　教室とかでも」

　どうも橘に聞く所によると、さっきのクールな方が荻おぎ野の傑、騒がしい方が飯いい塚づか翔しよう太たというらしい。このクラス唯一のサッカー部コンビだとか。

　……何か、今日は新しい名前ばかりだな。

　明日には全部忘れてる自信があるよ、ほんとに。

「でさ……もしそうなれば、キミを悪く言ってた男子も見返せるじゃん？」

「お前、まだそんなこと気にしてたのかよ……。いい加減忘れろ」

　橘は握りこぶしを作ると、俺の二の腕にぐっと押し付けて。

〝やーだね〟……まるでそう言っているみたいに「にしし」と笑う。

　だが俺は、中村とその一味が特別悪いとは思っていないのだ。

　あいつらは他の奴より酷くもなければ上等でもない。問題があるのは俺だって同じだ。俺が空気も読まず勉強ばかりしているのは事実だし、それで不快に思う奴がいても当然なわけで。

　その程度の軽い衝突、よもやこのクラスが初めてだったわけではない。

　でもどういうわけか、この女は俺に変に肩入れしてくるのだった。

　じゃあ、何がそうさせるんだ？　それがずっと気になっているが、未いまだに答えらしいものは見つからなかった。

　単に勉強で世話を焼いているからだろうか？　本当にそれだけで？

　だがそれ以外、俺が何かしただろうか……？

　場合によっては、橘たちが俺を嫌う可能性だって十分にあったはずだ。

　はぁ……。

　何だかこの女といると、恥ずかしくなったりエモくなったり深読みしたりと忙しい。

　と、そうやってだらだらした時間を過ごしていると……。

「よっ、仲良しのお二人さん」

　そろりとこちらに寄ってきたのは、先ほどのサッカー部コンビ。

　荻野……あのクールな方の男子がこっちにサッカーボールを投げてきたので、俺が半ば慌ててすくい取る。

「……ナイスキャッチ」

「おーい一条君、サッカーしようぜ！　あと小松君も！」

　騒がしい方の飯塚は無邪気な目をしていた。むしろサッカーと言うより野球少年っぽい。セリフ的にも、むしろそこは野球に誘えよという感じである。

　だが、俺と小松君は困惑からお互いの顔を見合わせる。

　何で俺らなんだ？　そう言おうとしたのを察したのか、荻野は肩をすくめた。

「他の奴らは野球しててさ。それに、こっちはもう二人いれば丁度いいし。さっきのお礼……みたいな？」

「お礼で一緒にサッカー？　ははっ、何だよそれ……」

　横にいた橘が背中をポンと叩たたいてきて、〝行けばいいじゃんよ！〟と歯を見せて笑う。

　まぁ……こうして女子と話しているよりは気楽だけどさ…………。

　断るほど嫌でもなかった。どうせやることもなかったし。

　この公園にはデカい砂利の空き地があり、周りを見るとキャッチボールをする者、同じくボールを蹴けり合っている者……様々だった。だが学校にもグラウンドがあるのだからやっていることは普段とさして変わらない。

　本当に例外的だったのは、俺たちぼっちコンビが自由時間に普通にスポーツをすることになったことだろう。

　二対二のゲーム。

　無論向こうは二人共サッカー部員なので、バラけてペアを組む。

　俺と荻野、小松君と飯塚という陣容だった。まあサッカーと言っても、コーンを狭いスペースに置いてゴールと見立てただけのことだったのだが。

　とゲームを始める前、隣を歩いていた荻野がぼそりと、

「一条君はかれんにいいとこ、見せないとな」

〝はぁ？〟という顔をしてしまう。ただのサッカーだろ……と。

　よく見ればグラウンドの端っこで、橘と他の二人が突っ立ってこちらを見ているではないか。あの金髪女のニンマリ顔がここからでも見える。

「……変な勘違いすんな。さっさとやんぞ」

「ムキになんなよ、さっき仲良さげだったくせに。今度どんな接点あるのか、教えろよな」

「おい、サッカーすんだろ。それ以上言ったらマジで戻るかんなっ」

「はいはい（笑）」

　俺は何も考えず走った。

　腹ごなしのつもりで、面倒事は全部忘れるつもりで何十分も走り続けた。

　とはいえ、俺も小松君も下手くそだ。

　自分じゃまともに前に運べないので、ボールを持たされるとまずワンタッチのパスではたくほかない。いい場所で受ければシュートするが、まあ入らない。

　そのはずだったけど……。

「ガリ勉ー！　一条クーン！　がんばー!!」

　……っ！

　うっせーよ、名指しにすんじゃねえ。他の男子を応援しろよな……！

　だが、橘のあの声を聞くと……心の中で悪態をつきながらも身体がふわりと軽くなった気がした。

　いつになく集中していた。らしくなく熱くなっていた。

　どうでもいい、こんなこと。いつもの冷静な自分がそう諭してくれるのだが、この細く弱い両脚は止まらず砂利の上を走り続けていた。

　アッと言わせたい。そのためにはゴールしかない。

　自分の中の一部分が、そんな認めがたい叫び声を上げていたりして。

　……だから小松君がおどおどと飯塚にパスした瞬間を、この慣れないコンタクトレンズの目でも見逃さなかった。

「うっ……。ひえっ……」

　彼がおっかなびっくりに放ったパスは蹴りが弱かったのだろう、球足が遅い。

　俺はとっさにパスコースに走りこみ、それをカットする。これでゴール前はがら空きだ！　走れば、もう少しで……いや。

　飯塚が後ろからハッとした顔で走りこんできて、身体が触れそうな位置まで迫っている。彼の手が俺の身体に軽くかかり、走る方向がサイドの方に逸それていった。

「ぐっ……」と、おちゃらけていたサッカー部員が必死な声を漏らしたかと思えば。

「きゃー、きゃー！」と、橘の声が大きくなる。

　俺は……。奪われてたまるか。

　足でボールを止め、シュートコースを的確に塞ふさがれる形で飯塚と正対した。

　下手くそがドリブルで抜くことはできないだろう。シュートするには角度がなさすぎる。俺はゴール欲よりもパスを優先し、走りこんできた荻野がそれに合わせてゴールを奪うと、

「荻野くーん!!」と。

　彼を称たたえるように歓声が上がった。

　何、歓声だと？　橘以外の女子が大勢。いや、いくらか男子の声すら交じっている。

　気がつけば、橘の周りに小さなギャラリーができていた。知っている顔もいくつかある所を見れば、クラスの面々だろうか？

　それを認めるや、俺の身体が途端に焦りを覚えた。

　俺はこの面々と、こんな遊びを？　こんな目立つ形で？

　ギャラリーの端の端っこには中村もいる。俺と目が合うや、吐き捨てるように目を逸らして後ろに引き下がっていった。

　まずい……。呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、荻野がぽんと肩を叩いてくる。

「やるじゃん、見直したよ。めっちゃ良いアシストだった」

「別に……。結局、お前のゴールだ」

「ふーん。でも、かれんは一条君を応援してるみたいだけど？」

　ギャラリーの中心で、彼女は……ご満悦って様子だ。声を上げずとも、あいつだけは明確に伝えてくれていた。〝えへへ。ガリ勉、ちょーカッコいいし……〟と。

「顔、超赤くなってるよ」

「うっせえ……！　さっさと続けて、終わらせんぞ……」

　体育の時はどうしてる？　ほぼ例外なくやる気なしだ。サッカーなんて特にそうで、ちょっと走るだけで足がヘトヘトなのに。なら今だって、同じようにすればいい。

　なのに……。

　プレーが切れる度に橘のことが気になった。それが何だか、悔しかった。

　ゴールを奪えなかった。たったそれだけのことで、唇を嚙かみたくなった。

　焦りと、ごっちゃになった悔しさで、身体が軽い。ゴールを、良いプレーを、と。胸の中の鼓動が叫びちらした。そして飯塚のシュートが自陣のゴールの間めがけて転がっていった時。俺は考える前に、弾かれたように走り出していた。

　クソが、間に合え！　間に合え！

　もう間に合わないと判断すると足を出して……砂利の上に派手に身体を投げ出してザザァーッと。スライディングでクリアを試みたが、ボールは足先数センチをかすめてコーンの間に吸い込まれていったのだった。

　はぁ……。

　何を必死に頑張っちゃってるんだよ、俺は。ばかばかしい……。

　汚い砂の上に寝っ転がりながら、仄ほの暗ぐらいほど真っ青な空をただ見つめていた。







　第四章




　俺だって男だし、やはり勝負事に負けるのは死ぬほど嫌いだ。

　ただそれは、自分が勝負していると認めた時に限る。

　具体的には、テストの点では一位以外は全部クソだと思っているが、体育の時間で自分にパスが回ってこないのは何とも思わないといったような意味だ。

　だというのに……。

　昨日の遠足。ゴールを荻おぎ野のに明け渡したこと。あの飯いい塚づかが放ったシュートをゴールの寸前でクリアできなかった悔しさ。横から響いてきていた、橘たちばなの『がんばー！』という快活な声も含めて。

　それで胸の底から湧き上がってきた謎の……全身が急せかされた感じ。

　らしくなく、俺は次の日まで引きずっていた。

　大体の悩みは寝れば忘れるので本当にらしくなかった。小学校の頃にいじめられて泣きべそで帰ってきた時ですら一晩でどうでも良くなったのに。

　なのに昨日のことが頭から離れない。胸のいちばん奥で、酷ひどいもやもやが広がって晴れる気配もない。これはよほどのことだ。

　あれは単なる食後の遊びだった。勝負でも何でもないのに……どうして？

　だが、本当にどうでも良いならば尚なおのこと頭から処理せねばなるまい。いいか一いち条じよう君よ、テストはもう近いんだ。このような事で悩んでいられない。

　というわけで、俺は近くの大人に相談してみた。

　ほらほら、どっかのスカイウォーカー君だってちょっと変な夢を見たくらいでジェダイ・マスターのお偉いさんと面談したりしてたしな。災いの芽は早期に摘み取るに限る。

　だが、そこで……うちのマスター・アリカの丸メガネがきらりと光った。

「恋ね、それは。それが恋なのよ、純じゆんくん！」

　土曜日の朝飯時だった。相変わらず食卓には豪勢な品目が並んでいる。

　叔母おばさんはどうも最近原稿の調子がすこぶる良いらしく、それで今日はテンションが高めのようだ。今日もこの人の鼻息は荒い。

　……いや近くの大人って時点で色々と察しが付くけどさ。

　いい人だとは思っているが、周りにこのド変人しか頼れる大人がいない環境ならばそりゃ多少は残念な子供に仕上がって当然というものだ。

　でも、何……恋だって…………？

　俺はその一瞬だけでは飲み込めず、気の抜けた声を出してしまった。

「は、はあ……これまたけったいな。恋、ですか…………」

「そうよ。その人はね、きっと恋をしているの」

　その人。

　勿もち論ろんと言うか、俺の話という体で相談はしていない。

　あくまで友達に起こった話ということで、その人であった。だが友達なんて最初からいないので食卓に上る話は噓っぱちだらけである。

「でも……その段階だと、まだまだステージ１ねぇ」

「それ、何だか重病みたいな言い方っすね……」

「ステージ２になると本番ね。その子がちょっと気になるくらいじゃ済まないから。気づいたら目で追ってるの。でも油断大敵よ、ステージ３ともなるとその人のことばっかり考えてポエムとか書いちゃうから要注意！　がっつき過ぎは嫌われるから」

「はぁ……では友人に教えときます。早期発見なんで治るでしょうし」

「あら、絶対に治しちゃダメよっ。必要な病なの」

　叔母さんの眼は血走っていた。

　俺の相談に大いに興味を惹ひかれたようで、心なしか早口だ。

「好きな女の子の前ではね、良い所を見せたくなっちゃうものなの！　いいこと？　男の子も女の子も人類皆、ラブコメの主人公なのよ。それはもう性格は人それぞれだけどぉ～、変わらないモノっていうのも、あるものだわね」

　この人に聞けば必ず色恋めいた答えが返ってくる。

　まともな答えを期待していた俺が愚かだったよ。

　だが……恋だと？　俺が、あのズケズケした女に？

　冗談じゃない。俺に限っては絶対にありえない。

　もし万が一、仮にそうだったとして……叔母さんの言葉を借りればステージ１。まだまだ早期発見と言える。臓器を差し出してでも切除せねばならん。まあ万が一どころか億に一つもその可能性はないけどな。

「でも純くん、何で今更そんな事聞くのかしら？　あなたは仮にも男の子の端くれなんだから、いくらでも経験あるわよね？　ね？　ね？」

「い、いえ……。それは…………ないです」

「もうっ、ダメじゃない。あれよ、そこは無理にでも恋しなさい！　高二は特権なのっ。黙っているとあっという間に手から滑り落ちていっちゃうんだからね、もう！　ふんふん！」

　朝飯が全然進みませんよ、こんなの。相談するのは間違いだったか。

　そうして……朝のこういうやり取りは、妹が横から冷たい目で見てくるまでがテンプレである。

「あのさぁ～」

　と、ジト目混じりのニヤけ顔な欅けやき。

　その目を見ればすぐに分かる。俺のしょーもない噓を察して、それとな～くカマかけてくるやつだ。実に危険な妹である。俺は瞬時に臨戦態勢になった。

「友達っていうかそれ、明らかに自分の話だよね？　昨日の帰りに砂だらけだったことと全部繫つながる気がするんですけどー？」

　オウフ。

　カマかけるどころかド直球だなおい。とんだ火の玉ストレートだよこれ。

「お前なあ……あれはちょっと派手に転んだだけだ！　そう言っただろ……」

「はぁ…………」

「何だよそのクッソわざとらしいため息！　マジでそんなんじゃないからな」

「兄貴に彼女かー。これで私も一人かー。あー、さみしーなー」

「その棒読み加減は、暗に俺なんかじゃ望んでも彼女なんて出来んだろーなーって言ってるんじゃなかろうな……？」

「んひひ。何だ、分かってんじゃん（笑）」

　ははーん、マジで憎たらしい奴である。

　しかし今の会話の後で、叔母さんが手に顎あごを当てて何か考えるような素振りを見せた。そして俺の方をちらちら見ながら、

「純くん……この間のは、結局デートだったのね？」

「いいえ違います」

　もう知りません。変なこと聞いてすいませんでした。後は自分でなんとかします。

　俺はそっぽを向いて、飯を口いっぱいに突っ込む。

　早く食べて二階に上がろう、でなきゃ尋問は終わらないし。

　あ、ちなみに前のデートもどきで帰宅した時はそろーりと自分の部屋に戻ったので買った服はまだ見られてないんだこれが。あのバカげた額のお小遣いも貯金を崩してちゃんと返したし、絶対に抜かりないと俺は断言する。

「お洗濯物取りに純くんの部屋に行ったらねぇ……なんか見慣れない服があったのよ♪」

「ぐふぅ……！」

　さっと水を飲み込んで、喉のどに詰まった飯を胃に押し込んだ。

　抜かったわ……いつもの服とごっちゃにしてしまったよ。あの日は疲れ過ぎて隠し方も雑だったのが災いしたか。

「ふふっ……随分お洒落しやれな服だったわねっ。一体誰が選んだのかしら？　いやー、どんな子なのかしらー!?」

「む……そりゃどういうことよ、兄貴？」

「黙秘権を行使する……！　ええい、話はこれで終わりだ！　ごちそうさまでした！」

　この人に聞いたのが間違いだった。まともな大人は周りにおらんのか。

　俺はぼっちとガリ勉の二足のわらじなので、両方のルールに従わねばならん。

　ぼっち的には恋愛なんてチャンスがあれば好きにしろよって所だが、ガリ勉界はジェダイやアイドルと同じで恋愛禁止。結果が全てのスポーティー世界なので、遊び過ぎはご用心なのである。下らんことで点数を落としてからでは遅い。

　というわけで次の週、いつになく勉強に力がこもった。

　こうなれば何もかもヤケだ。ここ一、二週間のことを振り返るだけで、心がふわふわ空の方まで浮き上がっていきそうな気がしたからだ。

　中間試験一ヶ月前。

　俺は自分のことに集中すべきだ。

　今までそうしてきたように、これからもそうであるように。

　橘のことは……そうだな、あいつと一緒にいる時だけ気にしていればいい話だろ。あいつが俺なんかを必要としてくれる、その時だけで……。

　俺の席には常に殴り書きのノートがおっ広げられ、既にボロボロだった教科書や問題集は更に折り目や手て垢あかで荒すさんだ。集中すればするほど悩みも吹っ飛んだ。ゾーンに入るあまり、中なか村むらたちの嘲あざけりすら聞こえなくなったほどだ。

　思えば最近、あまりにぼっちならざる生活を送ってきたように思う。

　クラスの女王様に勉強を教えたり、デートしたり、そのことで悩んだり。

　だがここに来てやっと、元の自分を取り戻した気がした。

　これなら行ける。一位を勝ち取れる……だがもし仮に順位表でトップに立てれば、橘はなんて言ってくれるだろうか？

　……って。

　俺は唇を強く嚙かみしめた。血の味を覚えるほど、力強く。今のは自分史上で一番クソな心の声だった。その一瞬だけで外に叩たたき出した。後にも先にも、他人の顔色を窺うかがうために勉強をしたことはない。いつだって自分のためだ。

　だから今のはマジで反省しろよ、クソザコ陰キャ童貞野郎……。

　……と。

　そんなしょーもない悩み方をしていた時。

　良いタイミングで、良い邪魔が入った。二限が終わった直後だった。

「一条君」

　見上げると、もはや見慣れた幼いそばかす顔。小こ松まつ君だ。

　外の雨音がザーザーと教室の中にも響いていた。心なしか、クラスの雰囲気も休み時間なのにどんよりと重いのが感じとれる。

「あのね、ここ、教えてほしいんだけど……いいかな？」

　そう言ってノートを見せてくる小松君。

　ふむ……。ぼっちなら勉強するのがおすすめだと教えたのは俺だ。別に良いだろう。

「どれ、見せてみ」

　日常的に誰かさんに教えているからか、受け答えも淀よどみない。結局、彼は感謝して席に戻っていった。

　はっはーん。しっかし彼もガリ勉の道を歩み始めおったな。

　結果を出す喜びを覚えれば、あのぼっち少年もこの道から抜け出せなくなるに違いない。これからの成長が楽しみだ。俺のライバルになるくらい伸びてくれれば張り合いがある。

　でもこのクラス、最近になってガリ勉が増え過ぎじゃないですかねえ。

　二、三週間の内に橘と小松君だって……？

　このペースならもう一人か二人増えても驚くに値しないな、うん。いずれ教室が勤勉な学生で埋め尽くされるんじゃなかろうか。

　というわけで、この教室をガリ勉のキャンプ地とする！

　名付けてジミーズ・ブートキャンプ。もう名前からして絶対ハードだろ……。それどころか『こんなクラスは嫌だ大賞』なんてあったら銀賞ぐらいは取れそうだな。でも教室がガリ勉だらけになって中村氏の顔が真っ赤になるとか、ちょっと見てみたい気もするゾ。怖いもの見たさだ。

　しかし起こったことがこれだけなら、それまでの事だったんだが。

　どういうわけか知らないがその日は──それこそ帰り路みちにつくその瞬間まで──いつもと違って変だったのだ。

　この日から、何かが変わり始めた。

　ともかく、兆候が現れたのは昼休みのことだった。

　集中力を保っていた時に背中をちょんと突かれたのだ。

　誰だよ……というか、ははん、突然こんな事するのはあいつくらいだな？

　てっきりそう思って振り返ったのだが、意外な奴がそこに立っていた。

「よ。お疲れ」

「あ、うっす……」

　あのサッカー部の少年、荻野傑すぐるがそこに居た。

　キマった髪形のイケメンが、口だけをかすかに緩ませている。突然のジャンル違い野郎の登場に、俺は一瞬ビクリとしてしまった。

「ここ、いい？」

　と彼は隣の席を指したので、俺は肩をすくめる。

「別に俺の席じゃねーし……知らんよ」

「そ。なら座る」

　でも、わりとマジで何しに来た？

　ちなみに、他のリア充連中は窓側の方で相変わらずガヤガヤやっている。「きゃはは」という橘の笑い声もこっちに聞こえてきた。この荻野という奴だって、いつもなら確かあそこに居たはずだが。

　俺たちの間で微妙な沈黙が二秒くらい流れる。

　これ、俺は勉強に戻っていいやつなのか？　そう思ったところで、ぼそりと。

「一条君って、いっつも勉強してんな」

　めっちゃ突然だな……。

　というかバスの中で小松君が話しかけてきた時も同じ切り出し方だった。やはりと言うか、俺ってばそんなイメージしか無いのな。

「まあ……試験が近いし」

「この前、四位だったじゃん」

「そう、四位だ。つまり一位じゃない。しかも俺より上の三人は毎日部活をやっているかも知れない。なら帰宅部は負けちゃ……いかんだろ？」

「へえ……」

　と、荻野は感心したように声を漏らすと、

「で、彼女でもいんの……？」

「どうしてこの流れでそうなるんだよ!?」

　この前の氷ひよう堂どうといい荻野といい、間合いのとり方がちょっと独自である。どうも一口にリア充とは言っても実は色んな奴がいるみたいだ。

「いや、かれんに絡まれてた癖に勉強ばっかりだからさ。他に彼女でもいんのかなーって」

　う……さては本音はそっちだな。最初からそう言え。

　でもどう説明すればいいだろう……いやそもそも、放課後にあいつの勉強を面倒見ていることは口外していいのだろうか。俺も俺で当事者の一人である癖にあの女の事情を何も知らんもんだから、一体何と言っていいやら。

　ただ俺個人としても、放課後のあれを他人に知られたいとは思わなかった。自分でも理由が分からないのだが、隠しておきたい気がしたのだ。

　だから何となくはぐらかすことにしたのだが……。

「俺は最初から勉強最優先だ。なんで恋愛第一が前提なんだよお前は……」

「へえ？」

「何だよ、ニヤけやがって……」

「じゃあ彼女いないんだ。じゃあそれって、あいつとくっつくかもってことでいいの？」

「色々飛躍しすぎだろ。その『はい』か『いいえ』かみたいなのやめろ。世の中にはその中間みたいなのが沢山あんだよ」

「えぇ……じゃあ、一条君はあっちなの？」

「ちげーよ！　それは一体、何と何の中間を取った!?　つーか、お前らリア充の頭には色恋しか無いんかよ。まったく……」

　などという軽いウザ絡みをされたのである。

　必死に勉強していたのにもうめちゃくちゃだよ。

　だがそれはあんまりにも突然の事だった。

　話の内容なぞいっそのことどうでも良くて、休み時間に誰かに話しかけられるというのが大事件だった。しかも今日はそれが二人と来たものだ。

　こんな有り様では、もうじきぼっち閉店である。一体どうしてくれるんだ。

　とはいえ真面目な話、今日のは何なんだろう？




「きっと傑はキミに興味があるんだよっ。小松君も」

　それが橘による一説だった。

　いつもの放課後の図書室で。話の成り行きから、あろうことか隣に座っていたこいつに聞いてしまったのだ。

　そしてこの話をしてからというもの、雨音と勉強でブルーだった感じのこいつの顔がめっきりと明るくなり始めた。

　そんなきれいな笑顔を間近にしてドキリと心臓が波打ったが……もちろんこの女はそんな事情を気にせず、人差し指を立ててクルクルさせながら話し続ける。

「何かに頑張ってる人って、やっぱりかっこよく見えるもんだよ？　ガリ勉はさあ……いっつもガリ勉じゃん♪」

　私語モードとなって集中力が切れたらしく、橘は「はふぅ～」と机に突っ伏して顔だけこっちに向けてきた。ニヤニヤと。

「ふむ、頑張ってる人ねえ」

「昼休みとかさ、仲良くしてやればいいじゃん。今なら漏れなくあたしもついてくるから～」

「それはマジでやめろ。後生だから」

「はあ、何でよー!?」

　彼女はぷくーっと頰を膨らませた。軽くおこである。

　ちょっとあざといので反応に困る。こいつの友達連中みたいに『それかわいいな』とか口が裂けても言えないのが却かえって俺を苦しめている気がするよ。

　というかなあ、お前はいい加減ぼっちの扱い方を覚えろな。

　こちとらラブコメ精神科医（笑）にステージ１診断されたばっかりなんだ。まあ俺は絶対に認めないけどな。花粉症患者かよ。

「あれだ。勉強時間が溶けんだよ、お前が来ると」

「ふ～ん？」

「何だよふーんって！　言っとくがマジだかんな！　テスト近いんだし控えとけ」

「えー、じゃあテスト終わったら行っていーの？」

「言葉の綾あやだ言葉の綾。いつ来ようが、お前が俺の所に来たら色々不自然だ」

「ぶー！」

　ま、テストが終われば夏休みなので逃げ切りだけどさ……。

　だが……どうもこいつは、教室でも今みたいなノリで絡みたいらしい。

　この間の遠足の事だけで荻野に突っ込まれる事態になっているのに、それをクラス全体に晒さらすのは流石に頭痛が痛いどころじゃない。いやもう既に色んな奴に見られているかも分からんのだ。このままでは俺のぼっち生活の危険が危ない。

　いや、勘違いするな。

　橘が必要としているのは教えることだけだ。それについて回ってくる、こいつの義理堅さや優しさに甘えるべきじゃない。勉強を続けよう……。

　しばらくすると雨音は強くなり、空っぽの図書室はほんのりと暗くなり始めた。夏を目前としたぐずつきって感じの暗がりだ。

　こんなに近くに橘かれんがいる。白い横顔がすぐそこにある。

　良い匂いがありありと感じられる距離で。

　吐息や明るい色の髪の毛も、時々肌に当たってくる。

　静かな部屋で、至近距離で、二人っきり。

　油断すれば目が合ってしまう。その度にこいつは微笑むのだ。

「えへへ。毎日教えてもらってるね。毎日毎日、二人っきりで……楽しい」

　その上、こうしてむず痒がゆくなるようなことを言ってきて……いや、近すぎる。

　遠足の前に勉強していた時、こんなに距離が近かっただろうか？　目線の合わせ方もちょっと違う。前はもっと勉強に集中していたはずなのに今は……ちらちらとこちらを見てくるのだ。

　……と。

　橘がふと肩を寄せて、こちらに触れてきた。

　突然のことで俺が身体を引っ込めると、彼女はその分だけまた寄ってくる。

　体温が伝わって、目が合って……これは…………。

「二人っきり……♪」

「それはもう聞いた！　どうした、突然……？」

「遠足、あんなに楽しかったもん。そろそろ進展が欲しいの。し、ん、て、ん！」

　何の進展だ、とは俺は聞かなかった。いや、聞くに聞けなかったと言った所か。それだけ橘の表情は切なげに紅潮しているように見えた。

　俺の胸が……音を鳴らしている。

　やめろ。俺はただのガリ勉のはずだ。勉強を教えるだけの。

　勘違いのはずなんだ。こいつが仲良くしてくれるのは単に性格がいいからだ。何も俺が特別なわけではない。進展って何だ、そんなの最初からない。

　しかし俺がただ困惑しているだけなのが愉快なのか、橘は顔をニヤリとして更に密着してくる。

「俺はただ……橘が教えて欲しいっていうから」

「ふーん？　勉強したいだけなら、桃もも子こにも聞けたのに？」

「天てん樹じゆ院いんさんには部活があるだろうがっ。それは大きな違いだ」

　ガリ勉、必死すぎー。橘が目でそう言っている。

　おかしい……見つめ合っていると、橘の言いたいことが分かってしまうのだ。

　橘は挑発的なニヤけ顔から、やがて柔和な笑みに変えた。

　触れ合った腕と腕がやがてズレて、彼女の頭が俺の胸板までずれてくる。温ぬくもりが伝わってくる。

「やっぱキミってさ、いい人だよね……」

「はぁ!?　どうしたお前……今日はちょっと、おかしいぞ」

「いい人だって、気付いちゃったの……。毎日しつこくしてもイヤな顔しないし、いじったら面白いし、なのに怒んないし。遠足でも頑張ってて、カッコよかったし？」

「やめろ……。もう勉強しないなら、これでお開きだっ」

「いい匂いするし、可愛いし、優しいし。だからさ、甘えたくなっちゃう……はぁ…………これ。こうやってくっつくの、好きかも……」

　寄りかかった橘は、手を伸ばし……俺の頰に触れて。橘の身体、温かい……。

　俺が背もたれに食い込むほど身体をのけぞらせているのが面白いのか、挑発的な顔でもぞもぞと動いて、こちらの左胸に耳を当ててくる。

「ドキッとしてる……あたしも…………」

　ここで、ガチャッと。

　図書室の入り口の方でドアの音がした。

　さすがに金髪女も観念したか、元のように座り直した。本棚の辺りでしばらく足音がしたので、俺たちは何事もなかったかのように勉強を続ける。

　このやり取りは何だったのだろう？　俺は、橘にとって……？

　だが、その日はこれだけで終わらなかった。

　帰り際、俺が要らん一言を発してしまったせいで延長戦が始まってしまったのだ。

　図書室にも閉室時間というものがあり、遅くなる前に出なければならない。が、それで椅子を立って行こうとした時。袖そでが後ろからくいっと引っ張られる。

　ドクッと、心臓が早鐘を打った。

　何だか、これが俺たちの間でお決まりの挨あい拶さつみたいになっている。橘は最後に言い残したことがある時、いつも袖をつまむから。

　やばい……。

　それって結局、決まりごとみたいなものができているってことだ。俺たち二人だけの、秘密の決まりごと。いくら否定しようが、確実に仲が深まっているみたいで気が張り詰める。

「さっきはちょーし乗っちゃったね……ごめん。嬉うれしかったの、色々」

「嬉しい？　どうした、いきなり」

「キミにまた友達ができたこと。あったりまえじゃん、こんなにいい人だもん。えへへ、あたしが最初に見つけたの……」

　うう……。

　ここまでされたら、気になるに決まってんだろ。もう俺のせいじゃねーだろ。こんな女、近くにいれば誰だって勘違いしてしまう。少し気を抜けば、すっかりはまり込んでしまいそうになるんだ。

　ふん……俺のぼっち歴が長いことが唯一の救いって所か。

　まだ、大丈夫だ。辛うじて、まだ……勘違いだけはしない。しかし問題が一つだけあった。

　……また友達ができた？　またって何だ……？

　それではまるで、俺に元から友達がいたみたいな言い方だ。まあ小松君や荻野だって、今日の事を以もつて友達と言えるのかはひじょーにびみょーなところなのだが。だから俺は考えが追いつかず……素直にも、そんな疑問をぼろっと口に出してしまったのだ。

「また……って…………？」

　何秒かの間が俺たちの間に流れる。しーんと。今の気の抜けた一言で、こいつを怒らせでもしたのだろうか。

　橘はなぜだか、厳しげに目を細めた。

「むーん……」

「な、何だよ……？」

「アタシ、キミノ、トモダチ」

「え、ああ……そうだったんだ。そりゃ初耳だ…………」

「童貞のばーか……」

　童貞。会った時は何度もそう言われたものだが、今は少し違ってきた。

　近頃は、キミかガリ勉としか呼んでこない橘がその言葉を使うのは、おちょくって遊んでいる時か怒っている時だけになった。遠慮でもしているのだろうか。別に気にせんのに。

　つまり今はちょっとどころではなく、おこである。

　いやでも別に、俺だってこいつの事を軽んじていたとかじゃないぞ。

　ただ……友達って何だ？　一体どっからどこまでが友達なんだ？

　記憶が確かなら、俺たちはそんな宣言をしたことはない。遊びに出かけたことすらない。この前のは業務用の理由があったのでぼっちのシマではノーカンだ。そもそもまともに話し始めてから一ヶ月も経っていないのに。

　むしろ、俺なんぞが橘の友人を名乗って良かったのだろうか？

　何だか迷惑な気がしてならない、というのが正直なところだ。

　しかしそういう根暗にありがちな遠慮は全く伝わらなかったらしく、金髪女は俺の袖を握る力をぐしゃりと強くした。

「でも今のはさ……マジで傷ついた」

「はぁ!?　別にお前のことが嫌いとかじゃないからな。そうじゃなくてさ、俺なんかがって意味でだなあ……」

「あたし、傷ついたの……」

「だーから悪かったって。普通に友達だから、とりあえず離せよ」

「やーだっ！　ほんとに、今のはないわ…………」

　橘はぷいっと横を向いたが、その癖に俺を離そうとしない。

　かといって何か言ってくるわけでもないので、時計の音だけがカチカチと聞こえてくる。誰もいない図書室で、そうして二人でずっと突っ立っていた。

　けど、一体どうしろっていうんだ？

　こんなのもう根負けだ……。俺は肩を落として、

「はぁ…………。で、俺は何すりゃいいんだ？　許してもらうためにさ」

　自分でも不思議だった。妹以外の、他人のご機嫌取りをしようだなんて。

　橘はまだ黙りこくっていたが、その後むすっとした目をこちらに向けてくる。

　片方の頰を膨らませた後に、ぼそりとつぶやくには──

「…………詫わびデート」

「詫び石よこせみたいに言うなよ！　俺がメンテばかりのクソ運営だってか!?」

「残念要素だらけのクソ童貞……」

「はぁ……分かったよ。じゃあ、今週ってことで良いか？」

　やっと満足してくれたのか、袖を離してくれる橘。

「やーだ。今すぐ行こ……？」

「へいへい……」

「よーし、じゃあ……許す！」

　というわけで……今日はひょっこり延長戦が始まったのである。

　外では雨がすっかり上がっていた。

　分厚い雲の間からオレンジ色の光が一瞬だけ差し込んで来ては、また隠れたりするような夕方。駅へと続く歩道を二人で歩いていた。

　駅に近いとはいえ、そこまで賑にぎやかな通りというわけでもない。むしろ辺りの雰囲気は寂れて陰いん鬱うつな感じがする。学校から駅へと続く道は古びたアパートやマンションが立ち並び、時々コンビニがあるくらいだった。

　だが橘はというと、さっき怒っていたのが噓みたいに表情は晴れやかだ。歩きながら鼻歌を歌っていやがる。いつものご機嫌モードが戻ってきたらしい。何なら遠足の時よりも明るい顔をしているから不思議なものだ。

　……いや、本当に不思議だった。

　いつも流石にそこまではご機嫌じゃないだろ、お前。

「えへへ……あたし、童貞と制服デートしてる♪」

「やめろ、わざわざ口に出して言うな……」

「照れんなってー！　ほら、こっちこっち」

　と、器用に飛び跳ねて水たまりをひょいとまたいでいく金髪女。小学生かよ。

「おい、待てよ。はしゃぎ過ぎだっての」

　すごく変な感じがした。

　学校から出ればいつも一人で歩いていたから、この時間帯に誰かと一緒にいる事自体が新鮮だった。

　それも、橘かれんと。

　アリカ叔母おばさんに言わせれば、俺が『恋愛病：ステージ１』を患っているその対象とだ。そんな奴が俺の近くでこんなに嬉しそうにしていると、もちろんそわそわしてしまうもので。

　俺はニヤけそうになってしまうのが嫌で、あいつから視線を外した。

　ステージ２になると、好きな人を知らず知らずの内に目で追ってしまうそうだ。なんと恐ろしい。だが教室でも俺の席は廊下側の一番前で、あいつのは窓側の後ろ。まだその心配はなかった。

　でも今に限っては、後ろ姿が見える位置にいる……。

　最低限これだけは言える。俺は多少なりともあの女を意識していた。

　こうして頑張って見ないようにしている事自体が、多分、その揺るがぬ証拠だ。

　そうやって、とぼとぼと歩いていると。ぷにっ……と。

　橘の人差し指が、俺の右頰ににゅっと突き刺さっていた。

「疲れてそうな顔、してたからさ」

　金髪女の笑顔が間近にある。だがいつものおちょくる時のニタニタ顔とは少し違う、優しげな笑みだった。

　でも……気でも遣ってくれているのだろうか？

「あ、ああ……済まんな。つーか、もう指離せよ」

　と言うと、いつものバカにしたような笑みにパッと戻して、

「やーだね。ほれ、ぐりぐりぐり～」

「～～～っ！　お前なあ！」

「きゃはははは。ほら、ここまでおーいで！」

「小学生かよ、ばか……」

　放課後にデートと言っても、もう日の沈みきった夕方だ。

　なので自然に、一緒に晩飯を食おうかという流れになる。テンション高めな橘に、俺は引っ張られるがままだった。

　結局、電車を使って中央駅の辺りまで来てしまう。

　そしてたどり着いた場所は、駅前のデパート内にあるカフェ。

　店内の様子がこれまた清潔な感じで、木で縁取られた白壁には可愛げのある雑貨や絵が所々に立てかけられている。いかにも女性ウケのしそうな雰囲気だった。実際、居た客も仕事帰りのＯＬとか買い物終わりのご婦人方とか、まあそんな印象だ。

　そんな店の端っこの席で、俺たちは向かい合っていた。

　この前の服屋といい、またまたお洒落しやれなチョイスだよなあ。でも俺はこいつと違って、場違い感が半端ないぞこれは。

　こっちも油断していると不自然に背筋が伸びてしまうよ……。

「かぁ～。今日も勉強疲れた～！」

　橘はだらんとテーブルに突っ伏した。

　人が緊張気味だと言うのに仕事帰りのおっさんめいただらけぶりである。

　彼女の前に運ばれてきたのは、いちごとクリームの載ったパンケーキだ。

　どうやら専門店らしく、メニューを見るとブルーベリーの載ったパンケーキとか、野菜の載ったパンケーキとか、そんなんばっかりだ。ご飯なんだかおやつなんだか分からなくなる。

　ちなみに俺が選んだのは、横にクリームが添えられただけの簡素なやつだ。

　お小遣いを渡されればもっぱら栄養食品しか買わない俺にとって、一食につき千円前後というのは中々に衝撃的だった。この一番安いのでも八百円する。

　だがそんな俺の皿を見た橘は、何やら不満そうに口を尖とがらせる。

「キミって、食べない方ほうなんだね。昼も全然だしさ……」

「む、見てたのかよ……」

「あんなんじゃ栄養足りなくなっちゃうよ？　昼とかさ、ちょっと分けてあげようか？」

「気にすんな。過不足ない方が健康に良いしな」

　すると、パンケーキにナイフを入れている時に肩を指で突っつかれる。

　前を見ると、ぷくっと頰を膨らませた金髪女の顔が近づいていたので俺も身体が固まってしまった。危ないっての。

「ねー、そこはもうちょっとドキドキしてよー。女の子が手作りで弁当作ってくるって言ってんのにさー！」

「そ、それはだな……ほら、あれだ。毎日昼飯なんか世話になってたら金銭問題だぞ。まさかタダでってわけにはいかないだろうよ」

「むー！　そんな冷めたコメント求めてねーし！」

「つーかお前、飯作れんのかよ？　パエリアだって天樹院さんに任せてたし」

「ね、ねえ？　キミの好み的にはどうなの……？」

「好み？　食べ物のってことか？」

「そうじゃなくてさ……その…………いいや、何でもない……」

　勉強っていうつまらない糸だけが、俺たち二人を弱く繫つないでいるだけのはずだった。そう思っていた。けど今は……本当に普通だ。

　何だよ、お前。俺に何を求めているんだ？

　そんなに可愛くすんの、やめろ。顔も、態度も……。

　まだ身体に、さっきくっつかれた温ぬくもりが残っている。橘は歯を見せてにっこりしていた。こいつを見てきた中では、今日が一番機嫌が良い日かも知れない。さっきまでぷんすか怒っていたくせに、一体どうしたっていうんだ？

　こいつは食べ終わった後もデザートとか言ってパフェを頼んだのだが、どうやら今すぐには平らげる気がないらしい。店に入ってから二時間近く経っているのに。

　と、彼女はテーブルの上に頭をこつんと置いた。

　まだ半分以上もパフェが残っているのに、またしてもだらけモードである。

「はぁ……テストやばい～」

　だがそこで……ん、と俺は顔をしかめた。

　結構な時間をこいつとの勉強に割いている気がするが、それでもやばいって？

　普通に上達しているとは思っているのだが、まだ足りんものか。

「お前は親に脅されでもしたのか？　テストで一位取らなきゃスマホ止めるって」

　……全く軽い気持ちで、そんな言葉が漏れてしまった。

「ええとですねー。実は、橘さんにはおっきい夢があるのです…………」

　橘はテーブルに頰をくっつけながら、気だるげにそう言う。

　何なら言った後に「ふわぁ……」とあくびを漏らしたくらいには無防備で、気軽そうな様子だった。

「ん……昔からあたし、ママが作った会社に入りたくてさ。でもバカは採らねーよバカって言われて。ちょーむかついたけど……特別扱いしろなんて、言えないじゃん？」

「そうだったのか……」

　などと俺は、気の抜けた返事をしてしまったのだが。

　でもこれは、俺が絶対に聞くまいと思っていたことだった。

　仲良くなるために助けているわけじゃないんだから、無駄な詮せん索さくはよせ。そんな小ちっちゃいプライドで守っていた原則はこうもあっさり崩された。というか今日、もう友達だったってことが発覚したばかりだ。元々が、俺が無意識で作っていた脆ぜい弱じやくな壁だった。

　一緒にいれば当然この女のことを知っていって。

　嫌いでもないから想像以上にすぐ仲良くなっていって。

　でもそれが全然嫌じゃない自分がいて。

　……俺は、いつも通りのむすっとした顔をするしかなかった。笑って良いのかも、よく分からなかったからだ。

「そ、そっか。……じゃあさ、絶対しくじるなよ。せいぜい頑張れ」

　精一杯絞り出した答えがそれだった。

　ただ、そんなんでも橘は満足したらしい。相変わらずテーブルの上でだらけながら、それでもニタッとした笑顔のままでいた。

「えへへ……。やっぱいい人……」

「それやめろっ！　ほんと、さっきのは何だったんだ？　すげえ、なんつーか……今でもムズムズしてんだからな……！」

「ムズムズ、じゃないよ？　ドキドキっていうの、そーいうの」

　テーブルに突っ伏しながら、とろけた顔でニヤつく橘。

「あたしもしてる、ドキドキ……」

「つーかお前も暇だよなっ。友達たくさんいるのに、俺なんかと毎日毎日……」

「や……。〝なんか〟なんて、もう言わないで……。あたしがこんなにベタベタしてるんだから、もっと自信持ってよ？　嫌ならこんなことしないよ？」

「ベタベタ……」

「えへへ、ベタベタ……。こんなに仲良くなりたいって思ったの、初めてだし……」

「ふん、ちょっと恩を売っただけだが？」

「ちょっとなんかじゃないし。マジで百倍にして返すから、覚悟してよ」

「……つーか早く食えよ、もう八時だぞ」

　こいつは……本当に表情をころころ変える。

　数秒前まではへらへらしていた癖に、今度は必死にせがむような顔に変えて、

「やーだ、まだ居たいの。お願い……」

　……やめろよ、そんな甘えた目を見せるな…………。

　一秒でも合わせていられなかった。

　少女のとろんとした目は……一瞬見つめ合うだけで、心臓が手でギュッと絞られる感じがした。

「……俺は、別に急いでないけど。お前の門限がって思っただけでさ……」

「いーよ、その辺はユルユルだし。だからさ……もうちょっと居よ？」

「お、おう……」

　結局、店を出る頃には九時頃にまでなっていた。

　だがそれですぐ帰ろうとなったわけではなく、それからまたしばらく駅のベンチでとりとめのないことを話していた。橘の友達の誰それが彼氏と喧けん嘩かしたーだとか、それで俺はどう思うかーとか。電車をずっと待っているわけでもなく、乗ろうと思えばすぐ乗れたのに。後になって思い返すと本当にどうでも良い会話だったから不思議なものだ。

　でも重ね重ね、今日の俺は少しだけ変かも分からんね……。

　隣で橘がこんなに嬉うれしそうにしてるのが、どうして俺までこんなに嬉しいんだ？

　前に一緒に出歩いた時はあんなに疲れたのに、今はその疲れすら何だかちょっと心地よかった。もう少し一緒に居てもいい、まだもう少しだけなら疲れてもいい。そんな感じで。

　だが時間はあっという間に進んだ。

　そろそろ話すこともなくなって、帰ろうって空気になった時。例によって袖そでがちょんと引っ張られる。

「ねえ……？　この後さ……どうする？」

「おいおい、流石に帰るだろ。あんまり遅くまでいると補導されちまうぞ……？」

「そっか、そだよね……」

　……。…………。

　しんとした、変に切ない空気が流れる。

　橘はちらちらと俺と目を合わせては、また後ろめたそうに視線を外した。

　あのなあ……。

　その微妙にしょんぼりした顔、ほんとにやめろ。胸の中がチクッとすんだよ。でも、大体こいつの伝えたいことは分かった。

　帰った後に叔母おばさんに何と言われるだろうか。でも、これだって曲がりなりにもあの人の教えだ。厄介なことに俺は、こういう時の答えだけは知っていた。

「はぁ……。送ってくか？」

　橘は一瞬驚いたように目をぱちぱちさせると、やがて優しげな微笑みで返してきた。

〝分かってんじゃん〟って、感心したように口を緩める。

「すごいね。やっぱりキミ、言わなくても色々分かっちゃうんだぁ……」

「別に……」

「でもこれ、照れる……かも。あたしもキミの言いたいことが分かっちゃう時、よくあるからさ……あたしら、ちょっと相性良すぎじゃん？」

「おい、わざわざ言うなよ……！　さっさと帰るぞ！」

「あ、待って……！」

　やばい。可愛い。

　最も早はやそうとしか言えなくなるほど、思考力も語ご彙い力も破壊されていた。

　橘かれんと──俺の童貞的偏見によれば──まるで付き合っているかのような一日を過ごしてしまった。もう近くにいるだけで、こいつのことを意識してしまう。

　またこうして夜道を二人で歩いて……何か話さなきゃだめだろうか？

　街灯が照らす夜道の上で、ただ沈黙だけが重くのしかかっていた。

　そして橘の歩調は、先日同じ道を歩いた時よりもずっと遅かった。他方で俺の身体はと言えば、この慣れない緊張感から抜け出そうと早歩きを望んでいる。そのギャップのせいで、俺が常に一歩ほど前に出る形になった。

　もうあいつの顔を見れそうにない。

　ムズムズでない、この止まらぬドキドキが止まらない。

「待って、速い……」

「ごめん……」

　と、後ろを振り返ってしまう。

　暗い中での彼女の顔は、まるで甘えているような上目遣いで……ふと。

　手がにゅっと。

　握られた。

「お、おい、お前！」

　俺が慌てふためくと、橘は更に握る力を強くしてくる。

「そんなに速く歩いたら家に着いちゃうじゃん、ばか……」

「そ、そのために帰ってるんだろ……」

「やだ、今日は帰りたくない！　もっと一緒にいたいの！　お願い……」

　橘は右手で握った俺の手を、更に左手でかぶせてくる。

　直じかに触ったのは初めてだ。柔らかく、潤いのある温かい手……。

　誰も居ない住宅街の夜道で、時間がパッと止まったように、虫の鳴き声が遠のいていった。聞こえるのは彼女の声と、心音だけ。

「つっても、しょうがないだろ。もう橘の家に向かってるわけだし……」

「そっか、そだよね……」

　橘は残念そうにうつむく。

「でもさ、ゆっくりがいい。もっとドキドキしたい……」

「お、俺は……何も話せそうにないっつーか。ましてドキドキさせるだなんて……」

「大丈夫……一緒に歩いて？　時々、あたしの方を向いて？」

「どうかしてる、こんなこと……」

「うん、あたしも今日はちょっとおかしいかも……。顔が熱いの……」

　手をつないで歩き続けた。

　肩の辺りがガチガチだ。つなぐ手も冷や汗をかいている。

　そして言われた通りに向いてやると、恥じらったような微笑みを見せてくれるのだ。

「ずっとこうしてたい……」

　ずっとこうしてたら、おかしくなるだろうが。

　嫌な気分でもないが、もう気が気でない。全身がざわついている。

「ねえ、もっと強く握って？　そう、そんな感じ……」

　言われた通りにすると、橘も同じように握り返してくる。

　胸の中が、辛く甘く、疼うずいている。心臓が握にぎり潰つぶされそうだ。なあ、俺はいつまで握っていればいい？

「ほら、キミのおかげでドキドキしてる……」

　ガリ勉で、ぼっちで、でもこいつのトモダチで、毎日二人で会っていて……。

　やばい……俺もドキドキしてる。もっとドキドキ、して欲しくなる……。

　橘の頰が見える。

　艶つやのある白い肌を、俺は…………だめだ。俺にはできない。って、どうかしてる！　俺がこいつの頰に、キスしようだなんて……！

　歩きながら悶もん々もんとし続けた。さすがにそこまでしたら嫌がるに決まってる。でも本当に問題なのはそこじゃない。俺が……他でもないこの俺が、一瞬でもそんなことを望んでしまったってことだ。熱に浮かされていただけでも……。

　その日が終わるまで、永遠にも似たような時間を過ごした。







　第五章




　教室の席といった時、おそらく一番人気なのが窓側の後方だろう。授業に疲れれば外ばっかり見ていられるこの一帯は、主人公とヒロインが並べば絵になる永遠のラブコメ工場だ。我が偉大なる叔母の著作にもそう書かれている。

　だが実は、ぼっち的には廊下側の方が理想的だったりする。

　近くに壁があるというのはそれだけで謎の安心感を与えてくれるし、教室の出入りも簡単だ。しかも俺のは一番前の席なので、よそ見しない限りは誰も視界に入らない。教室には四十人近く詰め込んでいるのに、まるで一人でいるような気分になる。

　つまり、この席を離れたいと思ったことは一度もなかった。

　それに昨日の、橘たちばなとのこと。今日になってから目も合わせられない。あんなのは引きずるなっていうのも無理な話だ。それでも前列の席ならそんな心配をする必要はなかった。わざわざ後ろを向かなければ、橘と接点を持つ可能性は皆無だからだ。

　……。…………しかし。

　くじ運はどうしようもない。

　というわけで金曜日の最後のコマはロングホームルーム。くじ引きは迅速に行われ、新たな席が判明したのだ。

「え……これやば…………。ちょー嬉しい……」

　一つ前の位置に机を置いた金髪女がこっちを振り返りながら言った。

　いつもながらの快活な笑みで、俺と目を合わせてくる。

「めっちゃ仲良くするから。前後なら、自然っしょ？」

　などと、顔を近づけて、ささやくように言ってくる。

　橘はあっけらかんとして、昨日の話なんてする素振りも見せない。

　そりゃあ手をつないできたのは橘の方だ。俺は後ろめたいこと考えただけで、実際にはしていない。キスを思いとどまれたのが不幸中の幸いだろう。俺が恥ずかしがってくよくよしているのも、実際は独り相撲でしかない。それでも、昨日の事を思い出すと……。

「……別に、いっつもそんな仲良くねーし…………」

「ふ～ん。じゃ……これからもっと仲良しになろうか？　でもこれ以上だと……みんなに引かれちゃうよ……？　あたしはそれでもいいけど」

「う、お前なあ……」

「ふふ……ガリ勉、キョドり過ぎ」

　でも……ほんとやめろよな…………。

　お前、ちょっと嬉しそうな雰囲気出しすぎだ。そういうの、俺じゃなくても簡単に気づくものなんだからな……。

「はぁ…………あたし、ちょっと運良すぎじゃん？」

　橘の笑った顔を見て、何も言えず身体を固めるしかなかった。

　前の方ではまだ席を置き終えていない生徒が詰まっていて、教室は机と椅子をがちゃがちゃさせる音で満たされていた。

　でも、前がこいつだって？

　横でも後ろでもなく、よりによって一つ前に？

　隣接するにしても、前でさえなければそれほど関係なかった。

　勉強していると普通は前しか向かないので、後ろや横を気にすることはない。なのでその前に橘となると……皮肉なことに、普段通りでいることで却かえって視界に入ってしまうだろう。控えめに言おう、これでは今までのデラックスぼっち生活には致命的な致命傷が与えられかねん。速急に対策を練らねばならないのは確定的に明らかである。

　俺は現実を直視するのが嫌になって単語帳に手を伸ばした……って。

　はぁ……落ち着け、ここは状況整理といこう。

　俺の新しい席は廊下側から二列目の、最後尾。

　場所だけ切り取ってみればそれほど最悪という程でもない。今まで通り教室の出入りはスムーズに出来るし、休み時間に他人から席を脅かされる危険も少ない。

　そして、他に隣接しているのは……。

　左隣に、あの遠足の時にうまいパエリアを作った学級委員長が「よいしょ」と机を置いてきた。天てん樹じゆ院いんさんだ。その赤縁メガネからほとばしる清せい楚そなマジメオーラたるや、常人の三倍のマジメ力はありそうで恐れ多い。それでいて人当たりがよく人気があるというのだから、隣にいて何だか人間的に負けた気分になる。

「あら……かれんじゃない」

「あ、桃もも子こだ。やった～」

　橘はこれまたニヤついて、天樹院さんの方に手を伸ばした。

　ふむ……だが、これはどうなんだろう。

　この女子自体は大人しい子に見えるが、橘の注意をこっちから逸そらしてくれるかも知れない。俺よりはずっと仲が良いだろうしな、うん。

　なんというメイン盾。これで勝つる……のだろうか？　正直疑問だが、もうこんなの全部都合良く捉とらえないと頭がおかしくなって死ぬぞこれ。

「お、一いち条じよう君じゃーん！」

　む？……と振り返ると。

　お前かよって感じの奴がそこにいた。

　飯いい塚づか……髪形が派手な方のあのサッカー部員が、どうやら右隣ということらしい。

「へへ……まあ、よろしくな」

「お、おう……」

　俺の背中をポンと小突いてくる飯塚。

　並びの悪い歯を少年っぽく見せながら、明るく笑っている。お前らリア充ってほんとボディタッチしたがるよな。ちなみに飯塚の前が小こ松まつ君。この席よりはマシそうだ。

　しまった囲まれた……。完全にリア充団に包囲された…………。

　場違いな思いをするのは何度もあったが、これ程なのは人生でも初めてである。

　でもこれ、俺は昼休みとかどうなるんだろう？　勉強とか、できんの？

　ここまで同カテゴリーが一箇所に集中すると、わざわざ窓側に集まろうとはならない。今までトイレに逃げてぼっち飯という禁じ手を取ったことは一度もないが、これはマジで要検討だな……。

　かくして、このクラス最初の席替えは散々な結果に終わってしまった。

　一瞬にして俺は居場所を失い、おまけに、

「あ……一条クン、後ろなんだ。よろしくねー♪」

　橘は、今度は周りに聞こえるような声量で白々しく言ってくる。

　さて、前にいるのはこのよう分からん金髪女と来たもんだ。今までと同じとはいかないだろう。まったく、この女は安定の大災害っぷりである。

　でも俺だって……嫌かというとまた違う。

　何だか背骨が浮ついたような感覚を覚えたので、自分でも恥ずかしくなって首の後ろを搔かいた。別に……嬉うれしくなんてねーし。最近友達になった奴と前後になっただけだし？

　俺も俺で意識し過ぎだっての。

　あれだ。毎日一緒に放課後を過ごしているだけだ。

　手をつないで、ドキドキしただけだ。

　ずっとこうしてたいって、言われただけだ。

　きっとこいつは、過去にも色んな男に同じようなことをしていたに違いない。そう考えれば多少は気が楽になろうというもの。俺は特別じゃない。変な気を起こすな。

　だが、この席替えというのはそれ以上の意味があった。

　この座席そのものが、厄介なランダムイベント爆弾だということが判明したのだ。まあ主な原因はあの派手な隣人によるんだけどな。キングボンビーかよ。古今東西の貧乏神も真っ青なくらい、そのイベントとやらは連鎖していった。

　さて、意外でも何でもないが橘は人を集める体質らしい。

　こいつ、座っているだけで他の奴が群がってくるからやはり違う世界の人間なんだなあと痛感する。リア充なら窓側にでも行けよって思うのだが橘にその気は無いようで、むしろそれとなく俺を話に巻き込んでこようとするから胃が痛い。

　席替え後、何日か後の昼休みなどは……。

「ちっす、かれんー。ももこー」

　ローテンション気味にとぼとぼこちらへやって来たのは氷ひよう堂どう弥生やよい。

　あの遠足の時で同じ班だった、橘の親友ポジみたいな女子だ。

　彼女は橘の左隣が空いているのを見つけるやそこに腰をかけた。そのすぐ後ろが元から天樹院さんの席なので、こうして仲良し三人組が俺の左側にＬ字のブロックを作ってダベり始める。席替え以降はこれが基本パターンだった。

「テスト無理ー、マジ死ぬ。ももこ氏ヘルプ。超ヘルプ」

　などという脱力した片言で、お洒落しやれなグレーの髪の女がメガネ委員長の机に突っ伏す。

「もう、このままじゃまた追試になっちゃうわよ……？」

「む……そうなったら相棒と乗り切るし。な、かれんー？」

　そう言われた時の、橘の「にしし」というニヤけ声が前から聞こえた。

　聞こえたというのは、俺は問題集に釘くぎ付づけで下を向いていたのでこういう表現なわけだが、今前を向けば絶対目が合う気がするので死んでも動けん。というか何度か顔を上げたが、十に八か七くらいの割合できっちり目が合う。石化モノだ。

「えー……でもあたし、今回は順位表に載るし♪」

「はあー？　かれんの癖に五十位以内？　それは流石に片腹痛てーよ、今からその金髪黒染めすんぞおらー」

「きゃー、ももこ助けてー。この追試ぼっちがー！」

「うふふっ……触られると追試が移っちゃうかもね」

　と、前でわちゃわちゃし始める女子勢。

　やってること自体は普通だが……俺の席はこのＬ字ギャルブロックの凹んだ部分にあるわけで、至近距離で半ば包囲されているわけである。尋常ならざる疎外感だ。これがリア充であれば天国とでも思えたのだろうが、うんともすんとも反応できない俺からすれば地獄以外の何物でもない。

　無論、このままでは勉強になどはなりはしない。

　ギャル三人衆の横でも集中モードに入る策が大至急必要だ。こいつらがキャッキャウフフし続けている横で、俺は脳みそをフル回転させてみた。

　よーし、ここは幾年もガリ勉ぼっちを続けてきた俺の真価を見せてやろう。

　さて、これならどうだ……。

　ミスターガリ勉による、脳内スーパーイリュージョンショー!!

　では、今から心の中でこのコーラを一気飲みして、ゲップをせずに歴代ローマ皇帝を全部暗唱したいと思いまーす！　せーのっ、アウグストゥス、ティベリウス、カリグラ、クラウディウス、ネロ──

「かれんってさー、最近付き合い悪くね？」

　……ヴぉえ!!　脳内でゲップしちゃったよ。

　だが今のは、それだけ破壊力のある一言だった。

「えへへ……そう、かな…………？」

　と、濁すように答える橘。

　これは失念していた……。

　勿もち論ろんと言うか、この金髪女はここ数週間の放課後をずっと俺と過ごしているわけで、となると他の用事に時間を割いていないことになる。つまり俺も丸っきり関係者なのだ。橘のことだから、普段は仲の良い奴らとカラオケにでも行っていたのだろう。それがめっきり途絶えるのだから、突っ込まれて当然である。

　あれ、物もの凄すごく居づらいぞ……。

　今まで『自分の席から離れぬこと山の如し』とかいう大ぼっち原則に拘こだわり続けてきた俺ですら、これは流石に居づらい。

「男か？　新しい男なの？　おうおう、かれんちゃんよー」

「やー、やめてよ……。他の人に聞かれちゃうじゃん」

「ほうほう。そんな今更なことでも、聞かれて困る人がこの教室にいると……」

「まあまあ、弥生。かれんも困ってるみたいよ」

　氷堂は面白がったような声色で聞いているが、追及を緩めない構えだ。

　そりゃもう橘はすぐには答えられず……言い知れないビミョーな空気が辺り一帯を支配した。会話に加わっていないはずの俺が巻き込まれているのはどうしてだ。

　はぁ……。

　でもこれ、どう考えても俺は居るべきじゃないよな。こいつもやり辛づらかろう。

　だが空気を読んでしれっとその場を後にしようとすると……ガシッと。橘は笑顔を氷堂の方に向けつつも、去り際だった俺の手首だけ摑つかんでいた。

　え、何してんのお前……？

「何……？」

「ねーねー聞いてよ一条クン。弥生がいじめてくるのー」

　華きや奢しやな背中から伝わってくる……〝おい、逃げんなよ童貞。あたしら友達だよなあ？〟って。ちょっと不良めいていて怖い。

「あはは……」

　当然、俺は頰が引きつっていた。

　他二人の注目がまたたく間に俺に集まる。クソ、教室から出るまでもう少しだったのに。でもこれどうしろってんだ。居ないほうが、ひょっとしてお前にとっても良いかと思ったのに。

「えーと、ほら、バランスだろバランス。恋愛もいいけど友達も大事にしな……きゃな…………って」

　言っている途中で言葉が変に途切れたのは、橘の手首を握る力が強くなったからだ。一体何が気に食わなかった。

　だが他の二人は今の意見には納得してくれたらしい。

「ほらー、野生のガリ勉もイイこと言ってんじゃんよ」

「確かに……最近、かれんを放課後に見ないよね」

　うんうん、と共感ムードの氷堂と天樹院。

　というか野生のガリ勉ってネタ、まだ覚えてたのかよ。

「いっつも何かあったら教えてくれてたけど、どうなの？　男とつるむのは勝手だけどさ。そうならそうって言ってくれても、いいじゃんよ……」

　氷堂が口を尖とがらせると、教室の喧けん騒そうが次第に止んでくる。

　まずい、クラスの中心選手のやり取りだ。時にこいつらはよく聞かれている。教室中の注目が集まっている気がする。

　これは……微妙どころでなく気まずい。

　教室のドアはこの席から近いはずなのに、遠く見えるよ……。

　とんだ巻き添えだ。だが橘は縋すがるみたいに、俺を摑む力を強くしてきた。

　おかしい。注目されるべきは橘のはずなのに、こいつに腕を摑まれていることで、まるで俺も見られているような感じで気味が悪い。

　彼氏と外で遊んでる。そうとでも言えば、普通に納得してくれるだろうよ。結局の所、こいつは橘かれん。そんなのいつものことのはず……じゃないのか？　確かに真実じゃないだろうが、この程度の噓、何も恥じることはない。

　だが、俺は。

　どうやら想像以上に、この女子のことを知らなかったらしい。

　橘は後ろめたそうに目を泳がせながら……言った。

「勉強……してんの…………」

　いやいや、何をそんな馬鹿正直に……。

　お前が勉強をしている、だと？　誰もそんな回答では満足すまい。普段からこいつと出歩いていた友人なら尚なお更さらだろう。実際、氷堂はただでさえ冷たげに見えるような顔立ちに、更に不満の色を濃くした。

「は？　かれんが勉強？　変なウソ、止めてよ」

「噓じゃないし……！　弥生と違って、あたしはガリ勉なの。……悪い？」

「むーん……まだ何か距離感じるんですけど」

「そんなことない！　あたしはただ……」

「友達だし信じたいけどさ、ウチら何日遊んでないのよって話だし。一日も遊べないほど勉強してるって本気で言ってんの……？　マジメちゃん？」

「……っ」

　橘は俺の方に一瞬振り返り、とろんとした目を見せてくる。

　クラス一明るくて可愛いギャルは、かつてみんなのものだった。クラスの中にも外にも友達がたくさんいて、男女問わず誰とでも仲良くなる女の子が、突然姿を消したのだ。こうなることは必然だった。

　うかつだった。こいつのこと、何も考えてやれなかった。よくよく考えれば、彼女は友達と遊んでいた大切な時間を犠牲にしてまで俺と勉強する事を選んでいるのだ。それがいかに危険なことだったか、気付いてやれなかった。

　今は握られた腕に伝わってくる。まだこいつ、懲りずに俺を頼っている……。

　腕に巻き付いた彼女の指に、俺は自分の手をそっと当てた。

「あ……」と、儚はかなげな声を漏らす橘。

　ぼっちじゃ大した助けにならんぞ。もう頼るのはこれっきりにしとけ。

　それと氷堂、こう言えば満足か？

「橘が〝マジメちゃん〟なのは本当のことだ。俺が……教えてるからなっ」

　にわかに、がやがやとざわめきだす教室。

　ふん、知るかよ。そりゃあ、ちょっと恥ずかしいけどさ。隠しておくっていう方が無理な話だったと割り切るしかない。

　橘にどう受け止められるか、問題はそれだけだ。

「は……あんたが？　ちょっと唐突過ぎない？　突然しゃしゃり出てきてさ」

「突然？　本当にそう思うか？　班決めの時、橘が俺と小松君の所に来たのを不自然に思わなかったのかよ？」

「それは、そうだけどさ…………かれん？」

「ほんとだよ……？　毎日図書室でさ、お世話になってんの。あたしの新しい……友達。どうしても純じゆんと一緒の班が良かったの……ダメ？」

　おい、そこまで説明しろとは言ってないぞ……！

　氷堂は目をぱちくりさせ、パーマ気味の灰色の髪をいじった。まだ信じられない、といった様子だ。それは教室の奴ら全員に言えることでもあった。

「そういうことだ。こいつには勉強するだけの理由がある。だから、さ」

　クラス中の注目が集まっている。こんなのは初めてだった。

　教室では少しも喋しやべらないぼっちに。昼休みなのに勉強なんかしている、いけ好かない野郎に。

「だから……もう〝マジメちゃん〟だなんて、言ってやるな。橘は何も変わっちゃいない。きっとテストが終われば、またお前らのもとに戻る。だから許してやって欲しいっつーか。あんま上手うまく言えねえけど…………なんか、済まない」

　氷堂弥生は俺の足元に目をやったかと思えば、やがて目線を上げてこちらと目を合わせてくる。まるで何かを見定めるようだ。

「ふーん……？」

「な、何だよ？」

「名前呼び……。てか一条って、純っていうんだ…………似合わね♪」

　うう、変な所に突っ込んでくるんじゃねーよ！　誤解を生むだろうが……。

　手を顎あごに当てながら、ニヤリとする氷堂。明らかに面白がっている表情だ。リア充の大好物たるゴシップネタを提供してしまった報いだ。

「ふむふむ……でも結局男、か。やっぱさ、これならしゃーないかなー」

「お、おい！　そんな話をしたわけじゃ……」

「や……。茶化さないでよ、弥生……」

「ふふっ。一条がかれんの彼氏かあ、明日には広まってんだろーなー」

　明日？　後に起こった事を総合するに、それでは済まなかった。

　昼休みの次は体育。となると着替えがあるので、更衣室に入ることになる。

　むっさい中でくっちゃべりながら着替えるってのが、この部屋だ。そしてぼっちにありがちなことに、俺はいつも端っこのロッカーを使う。目立たないための行動パターンが、刷り込まれているからだ。

　だが昼休みの事の後では、目立つなと言う方が無理な話らしい。

　ぽん、と。背中が小突かれる。

「一条君……やっぱかれんと怪しいじゃん（笑）」

　ニヤニヤしたイケメンの荻おぎ野のがそこに立っていた。横にはうるさい飯塚も。いやそれだけじゃない。クラスの男連中が少しずつ、二人の後ろに集まってくる。

　俺は……段々と更衣室の端に追いやられて、

「で、ヤッたの？」

「ヤッてねえ!!」

　～～～っ!!　顔面の血が沸き上がるっての、もう死にそう。

「えー。じゃあキスは？」

「してねえよ……。そんなんじゃねーっての……」

　とここで、群衆の横から顔を出してくる小松君。

「でもさ。遠足でサッカーしてた時、ずっと一条君のこと応援してたよね……橘さん」

　あなた、その遠足の時も似たような奇襲を仕掛けてきましたよねえ。いちいち的確な横よこ槍やりを入れおってからに。同業者のくせに油断ならんっての。

「一条君も、めっちゃ必死だったじゃん。俺、覚えてるわ！　ヒーローインタビュー、ヒーローインタビュー!!」

　ああ、飯塚までうるさい声で迫ってきやがる。

　俺はぼっちだ。やめろ、お前ら……。

　さっきのは単に橘をフォローしようとしただけで、こんなの望んでいないんだ。頭がパンクしちまいそうだ。

　この後、質問攻めにあったのは言うまでもない。これほどクラスの連中と話したのは、学校に入ってから一度もない。一言も発さずに帰る日もあったのに……今は、授業が終わってもいないのに声がかすれそうだ。今日になって初めて話した奴も、大して仲良くなかった奴らも、今だけは……。

　だが、このランダムイベント爆弾の連鎖はまだまだ終わらない。

　やっと質問がはけて、誰も彼もが着替え終わった時。

　すっかり静かになった更衣室を出ようとして、今度は尻しりをぽんと小突かれる。けど今のは……橘の触り方とは丸っきり違う。単に小突いたというよりは、敵意から叩たたいたようでもある。俺ははっとして振り返ると、

「おい、一条……」

　色々ありすぎた。俺はすっかりこいつのことを忘れていた。

　中なか村むら──下の名前は忘れたが──がそこに立っていた。尻の叩き方と同じで、表情も怒りっぽくゆがんでいる。眉み間けんのあたりに不服そうなシワができていた。

「調子乗んなよ……。勉強だけしてりゃーいいんだよ、お前は」

　こいつの顔を、これほどまでに認識するのは初めてだったかも知れない。中村は流行はやりっぽくワックスで固めた髪で、細い身体で……別に、見た目だけなら普通の男子生徒に見えた。昼休みでの振る舞いを知らなければ、オタクとも思わなかっただろう。

「ふむ。お前は……俺がずっと勉強してるのが、不満なんじゃなかったのか？」

「……っ。中身はまだぼっちのくせに……」

　奇妙なことに、それに関しては完全に同意見だ。

　けど俺は、こいつの振る舞い方をよく知っていた。

　前のクラスでもこういう事はあった。俺のような、明らかなクラスの日陰者。最低でもそいつよりはマシでいたいという奴らはそれほど珍しくない。

　しかし俺がその席を外れれば……次にこの椅子に座るのは誰だろうか？　俺の代わりに誰かがここに座るとすれば良い気はしない。嫌な椅子取りゲームだな、おい。

「ふん、好きに言ってろ。俺にとってはどうでもいい」

　俺はそのまま更衣室を後にした。

　この落ち目の男にかける言葉は、まだ持たなかったがゆえに。




　そう、俺たちのことはバレてしまった。

　だというのに、その日の放課後、橘の機嫌は前の放課後デート以上に良かったから不思議なものだ。俺たちはまたしても学校の外に出ていた。

　この前のは、詫わびデート。だが今回のは、お礼デートと来たもんだ。

　って、何のお礼だよ。それは、橘のゴキゲン具合が説明してくれた。

「えへへへへ～。きゃー」

　と、頭を肩に載っけてくるので金髪が首筋に当たってくる。豊かで、艶つやのある金髪。別に気持ちいいとか、思ってない。

　場所は駅の地下のベンチ。この辺の客層は様々だ。買い物袋を大量にぶら下げた年配の御婦人、はたまた俺らのような学生までもちらほらと見える。

　つまり俺たちと同じ学校の高校生、だ。この辺りで学校はそれほど多くない。

「さっき、かばってくれたね……。ちょー嬉うれしかった。えへへ、お礼デート♪」

「別に、お礼なんて……。俺にも責任があると思っただけだ」
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「ごめんね。バレたくないって、思ってたんでしょ？」

「いずれバレてた。実際に覗のぞかれるよりはマシだ……って」

　橘はより身体を密に寄せてくる。

　顔で言葉以上の事を伝えてくるの、真面目にやめろ。〝ねえ。今、キュンってきてるの。キミもドキドキしてるね……？〟って。

　俺も俺で変だ。渋々な顔をしておきながら、胸は確かに喜んでいるのだから。

　気づかないふりでそっぽを向こうとすると、指を顎に当ててきてくいっと引き止められる。どうもこういうのはご不満らしく、口を可愛らしくすぼめている。

「や……。こっち見ててっ」

「おい、やめろ……。公衆の面前でだな」

「ふーん？　二人っきりならいいの？　明るい所じゃなくて、暗い所で。誰もいない場所で、二人でこうやってさ……」

　そうして、俺の手をにぎにぎと遊んできて、

「ねえ、あたしらの仲……怪しまれてる。なのに楽しいの。変……？」

　脚をベンチの下でばたつかせたかと思えば、こちらのふくらはぎに微かすかに当ててくる。素足の感触が、制服越しに。こいつ、スカートが気持ち短くなっていないか？　ただでさえ、相当短かったスカートが。ふん、生活指導で怒られとけよな……。

「バレたけどさ。多分、みんなが思ってる十倍くらい仲良い、よね」

「やめろ、言うな……」

「えへへ、さすがにあたしでも恥ずいかも。こんなの見られたら、ラブラブだって思われちゃう……。あたしら、やり過ぎてる……」

「おい、分かってるなら離れろよなっ。俺もそろそろ限界だっての」

「やーだ、これ好き。くっついてるの好き…………好き」

　お前はおちょくる側の人間だったろ、そんな切ない顔……マジでやめろ。

　こっちは勝手に気まずくなっているっていうのに。手をつないで帰ったこと、キスしようなんて少しでも思ってしまったこと、未いまだに後ろめたく思っていたりする。同時に……おっかなびっくりながら、この状況を楽しんでしまっていた。橘に受け入れられている。そのことを意識してしまうと、握り合う手の感触が甘く感じる。

　そして、橘の方はそんなこと気にもしていないらしい。この前のデートは互いに手の握り方がぎこちなく、硬かったが、今は……。

「キミも喜んでるじゃん……。手つなぐの、上手うまくなってるし」

「そんな、これは違う……」

「きっちり握ってくれるの、ほんと好き。キミといると……はぁ…………やば。前よりドキドキがキテるかも……」

　想像以上にしっかり握っている自分に驚き、離そうと緩めた。

　しかしそれも思う壺つぼだったようで、切なく紅潮していた橘の表情が、いつものニヤニヤに戻ってくる。その上でつないでいた手を離し、今度は頰を軽く引っ張ってくるのだ。

「ほら……赤くなってるし。もう……鼻息荒いよ♪」

　もう……だめ。ギブ。ギブアップ……。

「ねえ、またデートしたい……。週四？　週三？」

「しゅ、週二……」

「だーめ。週三」

　さらさらした金髪が肩に擦り付けられ、色白な顔もすぐそこにあって……。

　いつものお調子な現実逃避思考すら浮かんでこない。こんな公衆の面前で、誰にでも見られていそうな場所で、どうして俺なんかを捕まえてだなお前。

　胸が、ドキドキして爆発しそうだ。

「ふん。お前、勉強始めてからは一人で帰ってるんだよな？」

「うん……。ちょっと寂しいかも」

「む……その、なんだ」

　どうかしてる。こんなことに思い至るなんて。

「あれだ、女の子が夜道で一人はまずいだろっ。勉強した日は、俺が送ってやるっつーか、何っつーか……」

　橘が喜ぶのは分かっていた。

　みるみるうちに、嬉しそうに閉じた口を弓なりに曲げて笑顔になっていく。今にも泣きそうなくらい、瞳ひとみが不安定に揺れている。

「ばか……。それもう、ほとんど週五じゃん……」

「さ、さすがに嫌だったか……？」

「ばかぁ……。嫌の反対っ。やば。嬉しすぎて、もう……」

　今度は、息を乱すのは橘の番だった。

　ふん、これで仕返しはできたか。イジられっぱなしでは、シャクだったからな。

　だが、この手のことで張り合うのは逆効果だったらしい。橘を喜ばせ過ぎるのは禁物だ。

　結局ドキドキさせる以上にこっちに返ってくるから、手て酷ひどい報復になってしまうのだ。

「毎日これしたい。こうやってベタベタくっついてさ、ラブラブしたい……」

「ひえええっ。やめろ、ラブラブ言うなっ……！」

「えへへ、ラブラブ……」

　この間の遠足からというもの、急激過ぎる。

　自分はただの勉強相手だ。そんな仮説はものの数日でふっとばされてしまった。でももしそうなら、俺は何なんだ。勘違い。勘違いのはずなのに。

「ラブラブ……？」

「ラブラブじゃない！」

「違う、ラブラブなのっ。えへへ、認めるまで帰さないし……」

「ラブラブじゃない……」

「いや、ラブラブだろ」

　このやばい現場を見られてはいけない。それを分かっているなら、警戒を怠ってはいけないはずだった。しかしここは学校の最寄り駅の地下。何でも起こりうる。

　つまり、こういうことだ。

　最後に〝ラブラブだろ〟と言ったのは、俺でも橘でもなかった。

　それを示すように……パシャッという音。ベンチの目の前で、スマホを構える少女が一人。そしてその横にもう一人。これは、まずい……。

「かれんさー、さっきは疑ったりしてゴメンナサイだわ。もうほんとゴメン。だってこのラブラブなら、ねえ……？」

「きゃ……。弥生に、桃子も……」

　ガリ勉終了のお知らせ。

　現行犯で押さえられたどころではなく、物的証拠まで確保されてしまった。憎らしくも誇らしげに、スマホでベストショットを見せびらかしてくるグレーの髪のクラスメート。そして横にいる暗い髪の優等生は、見てられんとばかりに両手で顔を覆っている。開いた指越しに見える顔が真っ赤な所を見るに、よほど恥ずかしいらしく、

「もう……本気？　こんな所で、一条君ったらっ…………えっち」

「ご、誤解だっ!!」

　肝が冷えるどころか、流れる血も一瞬で凍りつくほどに急せかされた。

「ハメられたんだ！　何かの間違いなんだ……」

　俺は立ち上がって、身振り手振りで釈明を試みる……が。自分でやってて絶望的と分かる。言えば言うほど氷堂はニヤつき、天樹院さんはドン引き気味に後ずさっていく。

「あのさあ。実はさっきから尾つけてて、会話の内容とか、ほとんど聞いてるんですよねー。いい加減認めなよ……彼氏さん？」

「彼氏じゃない……。違う……」

「はいはい、犯人はみんなそう言うんですよー。話は署で聞きますからねー」

　そしてギャルにとっての〝署〟とは、駅ビルのフードコートらしい。橘と俺が隣に座り、俺の向かいに興味津々と言った感じの氷堂。その隣にやっと恥ずかしいのが和らいできた様子の天樹院が並ぶ。とはいえ、まだこちらと目を合わせられる程でもないようだが。

　橘の方は……全く釈明する気はないらしい。

　左手で赤くなった顔を覆っておきながら、右手はしっかりと俺の左手を握ってくる。

　情状酌量の余地が皆無な、ノーチャンスの事情聴取が始まった。

「で、一応聞いとくけど。付き合ってんの、一条？」

「……ない」

「……かれん？」

「…………黙秘しまーす」

　手のにぎにぎ度がやばい。こいつ、明らかに俺の手をおもちゃだと思ってやがる。心なしか、恥じらった表情にヘラヘラ成分が見られるぞ。吹き出しそうなくらいだ。

　氷堂は探偵ぶっているのか「ふーむ。ふーむ」と手を顎あごに当てて……結局こいつもニヤついていやがる。横に座る委員長はちらちらと俺の方に向いてくるが、目が合うとすぐに逸そらしてしまう。

「その、お二人は……。いつから、お付き合いしているのでしょう……か？」

　あんた敬語じゃなかったでしょう。

　天樹院さんは腫はれ物に触るようにこちらを覗き込んでくる。よほどさっきのやり取りがこたえているのだろうか。ほら言ったろ金髪女め……やり過ぎなんだよ、やっぱり。

「だから付き合ってないっ！　もし勉強し始めた時期ってことなら、大体遠足の一週間前くらいだ」

「付き合ってないのにあんなこと……。一条君って……やっぱり…………ちょっとやらしいよ。あれは、だめ……うう、思い出しただけで恥ずかしい……です」

「う、そう見えたのか……」

　コクリと、二回も首を縦に振る清せい楚そな委員長。

　やらしい、とクラスメートに言われる日が来るとは思わなんだ。想像以上に精神的ダメージが来るな……。

　だが確かに、やり過ぎていたのはそうだろう。でもそれを許していたのは俺なわけだから、こっちもこっちでちょっと感覚狂いすぎだ。

「むーん……」

　俺の態度が不満だったのか、氷堂の顔はむすっと冷たくなる。

「メガネを外したのは？」

「買い出しの時、橘に言われてだ……」

「いつから手、繫つないでたの？」

「えへへ。昨日、家に送ってもらってて、あたしから……」

「ふむふむ。で、さっき毎日送る約束を取り付けた、と。一条もやる気満々じゃん……」

「は……やる気？　俺はただ、暗い中で女一人歩かせるのは危ないと……」

「言われてあっさりコンタクトにしたくせに、くっつかれても拒まないくせに、今も手握ってるくせに、毎日送るだなんて言ったくせに……やる気、ないの？」

「に、握ってない……！」

「はぁ、こっから見えてんですけどー。はーん、なんかなあ……」

　ギャルＢは冷たい顔にジト目を浮かべた。そうして怪け訝げんそうに、しっかりと俺と目を合わせてくる。

　でも、付き合ってる？　口でそんなことを言った覚えはないし、何より……まだ会って時間も経っていない。付き合ってるって何だ？　分からない、単に分からないんだ。そんなこと、絶対にありえないと信じていたから。

　氷堂はそんな俺の様子をおおむね見取ってか、言い表した言葉がこれだった。

「はっきりしないなー。上手うまく言えないけど……ちょっと男らしくない。そういうのよくないと思うよ？　女子が一番嫌うやつねっ！　なーんか、思わせぶりでさっ」

　男らしくない……俺が？

　自分が他人にどう見えるかなんて、今まで考えたこともなかった。

　でも思わせぶりってなんだよ。それではまるで、橘の方から俺に何かを期待しているみたいじゃないか。

　そんなことあるのか？　いや、ありえるのか？

　俺はてっきり、この女に遊ばれているのかと思った。とはいえ今日までに起こったことは……手をつないで、あいつの言葉を借りれば〝ラブラブ〟して。俺には、橘かれんが噓つきには見えなくなりつつある。そうなると、遊ばれているというのでは辻つじ褄つまが合わないだろう。

「そんなことないっ！」

　と、橘が反論する。机をぽんと手で叩たたいて立ち上がった。

「そんなことないのっ。純はね、すっごく男らしいんだよ？　教え方も優しいし、自信すっごいあるし、手の握り方もね……きゅーってしてくれるし」

「かれん……」

「ほんっとツンデレで、可愛くて、紳士さんで。こんな人、会ったことないの……」

「……だってよ、一条？　これは決まりじゃないの？」

「決まり……？」

　俺は……誰にだって、見れば分かるだろ？　女の子を捕まえて遊べるような奴じゃない。まして選べるような立場でもない。もし橘が放っておけば、ただのガリ勉ぼっちでしかないのだ。

　だが同時に、このまま座してぼーっとしているわけにもいかないってことは分かる。

　答えを見つければ良いんだろ。ぼっちはぼっちなりに。根暗なりに。

「どうせ同じクラスだろ……。不満なら、いつでも言えばいい」

「むーん。まだ釈然としないけど……まあ今はいいや。でもかれんを傷つけたら、承知しないかんね！」

　というわけで席替えがあったその日に、ランダムイベントはここまで連鎖したわけだ。初日でこれと考えると、次の日になっても気が気でない。

　六月も終わりが近い、という時期だった。

　テストが目前だというのに、教室でも勉強しているのは俺と小松君だけだ。まあ公立の自称進学校だし、特に不思議でもない。

　それで相変わらずというか、Ｌ字ブロックのでこぼこガールズはその日の昼休みも賑にぎやかだった。例によって俺の前の橘が身体ごと横を向き、空いている左の席に座った氷堂が後ろの天樹院の机に脱力気味に突っ伏している。

「海とかどーよ？　水着とかそろそろ着たくない？」

「うっせーよＤカップ。かれんほど乳ねーんだよ当てつけかよこんちくしょー」

「やー！　ここで言うなし、弥生のばかぁ……」

「そりゃあ、彼氏さんの前だもんねー？」

　圧をかけてきている気がするが、気にしているとキリがない。

　つーか、三人して夏休みの予定でも考え中ってところだろうか。

　実にこの学校らしい。実際、こいつらだけじゃなしに教室全体がそんな雰囲気だった。誰がやったのかは知らないが、学級掲示板には近隣の祭りのポスターだとか、夏休みまで後何日だよーとか、そういうのばっかりが貼られている。

　確かにこういう空気、明らかに俺とは合っていないけどさ……。

　もっと違った学校に入っていれば、まだ場違い感を覚えずに済んだのだろうか？

「遊園地にいちおくまん票。んで、ももこ姉さんはどこ行きたい？」

「もうっ、気が早いわよ……。テスト近いんだし」

「ン、そんな現実突きつけて貰もらわなくて結構だよこの優等生がー」

「そう……。ならカフェ巡り、とか？」

　と、何となく顔を上げると……すぐそこにいた橘とパッと目が合う。

　その一瞬、彼女はニコッと優しげに微笑んできたので胸の中がヒヤリとした。〝ガリ勉、こんちは〟って。晴れの日で窓の外が明るいほど、こいつの長い金髪はよく映える。

　うっ……。やめろ、こっちは集中してんだよ……。

　マジでテストは近いのだし、俺も周りのことに気を回していられない。この前は無理に集中モードに入ろうとして散々な結果に終わったからな、うん。今回こそ結果を出さねばというプレッシャーを胸に、今日も基本問題の反復を……。

「見事に割れちまったねえ。じゃあココは第三者の意見として……ねー、一条？」

　突然名前を呼ばれたので、俺は身体ごとビクッとさせてしまう。

　左前を陣取っていた氷堂が、パーマのかかったグレーの髪をくりくりいじりながらジトーッとした目を向けてきた。

「あんたに決めてもらおっか。海、遊園地、カフェ……ウチら、てんでバラバラでさー」

　はぁ!?　何言ってんのこいつ？

　あんまり脈絡がなかったので、俺も「ふぇ？」って変な声が出てしまった。

「あ、賛成賛成ー！　ガリ勉の意見とか、超気になんじゃん？」

　ここぞとばかりに、雑な相あい槌づちを打つ橘。ちょっと目がキラキラしている。

「確かに……ちょっと気になるかも」

　おい……委員長まで涼しい顔で悪ノリに加担してんじゃねーよ。

　あんたはクールにメガネをくいっとさせながら止めなきゃ駄目なみんなのオカン・ポジションだろ。じゃなきゃ歯止め利かねーぞ他の二人は。

「何だよ突然……？」

「いーから。海、遊園地、カフェ……夏に行くならどれよ？　野生のガリ勉ならではの意見とか、あんじゃん？」

「あんじゃん、じゃねーよ……。野生のガリ勉的には勉強しろとしか言えないんだが。安い国公立大でも行って、親孝行しろ親孝行」

「うげえ……聞いたあたしがバカだったよ」

　全くもってその通りだ。もう聞くんじゃねーぞ、ジト目女め。

　とまあ、その後にやり取りが続いたというわけでもないのだが。

　だがその日だけでなく、別の日でも同じようなものだった。何かの拍子で俺まで会話に引きずり込まれてしまう。クラスでも橘とのことを怪しまれ、この女子たちに至っては気づかれてしまったわけで、話しやすくなってしまったのだろう。

　そしてそういうことが起こる度に、前の金髪女が勝ち誇ったようにニヤける……までが大体のテンプレである。ぼっち一時休業のお知らせ。この席になってからというもの小松君もめっきり教えを請いにやってこなくなったし、どうしろっていうんだ。

　つまり、勉強ばかりではいられなくなったということだ。

　そのペースがあまりにゆったりしていたので気づけなかった。だが確かに、他ならぬ橘の手によって、一人のガリ勉はクラスに引きずり込まれつつあったのだ。その事にやっと気づくまで、まだ自分がぼっちであると固く信じていた。

　いつだって安心し切って勉強していたので、全ては不意打ちだ。

　その出来事があってやっと、俺の鈍感な頭が違和感を覚え始めた。

「えと、一条君っ。少し……」

　左隣の天樹院だ。彼女の席の向こうでは、同じクラスの女子がもう一人、心配そうな顔で突っ立っている。

　ロングヘアーの委員長は遠慮がちに、何やらノートを一冊差し出してきた。

「これ、貴方あなたの意見も聞きたいの。私もちょっと自信がなくって」

「あ、ああ……」

「貴方のほうが、よく知ってると思ってね」

　どうやら、この優等生な女子は他のクラスメートに軽く勉強を教えていたようだ。それでちょっと自信がなかったので、たまたま隣だった俺を使ったのだろう。

「いい、でしょ……？」

　天樹院さんが上目遣い気味に言った。

　これは……時々、弱みを握られているのを忘れそうになる。でもやばいぞ、勉強を教えているだけならまだしもあの現場を見られたわけだし。もう頼まれたら聞くしかないじゃないか、どうしてくれるんだ。

　そしてこういうことは、一回では終わらなかった。

「ごめん一条君。また……お願いっ」

「いいよいいよ、見せてみろよ」

　加えて天樹院を頼ってくるのは女子だけでなく、むしろ男子もひっきりなしで。

　それで、やがて俺に直接聞きに来る奴も現れるようになった。しかも時期が時期だ。テスト一週間前ともなると、何人も捌さばかなきゃいけない日も出てきた。

　……そして、ハッとした。

　昼休みに聞こえていたはずの、あの嘲あざけりは聞こえなくなっていた。

　その代わりに、あの中村と目が合った時、奴はあからさまに俺から視線を逸そらすようになってしまったのだった。まるで、怯おびえた子犬のような面持ちで……。

　何かがおかしい。俺はそう感じ始めていた。

　その違和感の正体だけは、まだ説明がつかないのではあったが。

「一条君さ、どうせ今週の土曜とか空いてるっしょ？　ウチに集まろうって言っててさ！」

　そしてそれが極めつけだったように思う。

　クラスメートの対応に忙しい数日間を過ごして、接点を持った人間がにわかに多くなり始めた時だった。

　言ってきたのは、隣の席の飯塚。

　口角の吊つり上がった顔が特徴的な、お調子者のサッカー部員だ。

　第一印象はスポーツ少年で……実際昼休みはいつも外で遊んでいるが、稀まれに橘のグループにまで足を運んでくることもある。かと思えば一つ前の席の小松君に絡んで怖がられたりしている。これがまあ合わん奴だが、向こうに悪気はないらしい。

「ねーよ……テスト五日後なんだぞ。せめて来週誘え」

「はー？　ガリ勉かって！」

　と、オーバーリアクション気味にウザいツッコミを入れてくる飯塚。

　そうだよガリ勉だよ、隣なら知ってんだろ。何だかノリの軽い野郎なので、俺としても辟へき易えきしてしまう。趣味の合う合わないだけが相性じゃないってことだろう。

「あれだよね？　それは実は行きたいっていうフリなんでしょ？」

「フリってなんだフリって……。昨日、三角関数教えたろ。何にせよ俺が教えたからには、結果は残してもらうぞ？」

「ちぇ……マジメだなー、もう……」

　しかし、こういうしょーもない会話がすんなり終わらないのがこの席が地雷原たる所以ゆえんである。教室の外から橘が帰って来た。彼女は俺と飯塚が話していることが意外だったのか、大きい目をぱちぱちとさせる。

「飯塚に、純……？　どしたの？」

「あー。聞いてよ、橘さーん」

　飯塚の説明を聞きながら、金髪女の顔に笑みがニンマリと広がっていく。

　まずいぞ……嵐がやってくる。

　俺は危機を察知して身体を廊下の方へ向けた。この席からならバレずに抜け出せる確率はワンチャンスくらいはあるだろう。絶妙に扉が近いんだよな、ここからだと……。

「あー、それは完全にフリだよー！　この人、ツンデレなとこあるもん」

「誰がツンデレじゃ！　テキトー抜かすな！」

　存在感を消すのは昔から得意だったんだけどな……。

　どうも橘にだけは絶対気付かれてしまうのが不思議でならないよ。

　橘は〝えへへ……またキミに友達増えたね♪〟と顔だけで言ってくる。

　お前は俺の友人スタンプラリーでも始めたのか。多分、彼女は俺に飯塚と行かせたがっているのだろう。最近の言動からして、まるで俺をリア充道に引きずり込もうとしているようだからな。冗談じゃない。

「でも真面目に……テストあんだろ。本気で遊ぶつもりか……？」

「そ、そうだけど……」

　派手な髪形の飯塚は口をつぐんだ。

　彼にもやばいという自覚はあるんだろう。昨日聞いた所によると、こいつも万年追試だっていうからこのクラスは色々と地獄すぎる。そりゃ俺が色々と世話を焼くわけだ。

　よすよす、これでこいつも改心しただろう……と。

「勉強しに集まればいいじゃん。ついでに遊ぶくらい、どうってことないっしょ？」

「橘さん天才かよ。それは盲点だったわ」

　おいおいお前、それは絶対勉強しないパターンじゃ……。

　まずみんなで勉強会というのが良いイメージがない。モチベ高い奴は一人できっちり時間を作るものだしな。やる気のない同士で集まってもダベって時間を潰つぶすのがオチだ。

「テスト二日前に勉強会だあ？　どんな一夜漬け大会だよ」

「お、楽しそうな名前付けんじゃーん。でもそれなら尚なおのこと一条君が必要だわ」

　まーた橘の策略に引っかかったのか俺は。とんだ出来レースだよ。

　分かった分かった行くからもういいだろ……素直に諦あきらめてそう言えれば、まだマシな結末に終わっていた。しかしそこは橘さんの安定なハリケーンっぷりである。

「つーかさ、それ楽しそう。あたしも交ぜて欲しいっていうか……」

　橘が髪をいじりながらそう言うと、

「話は全て聞かせてもらったぞー、かれん！　ねーねー、勉強するならウチも交ぜてよー。あ、ももこ氏も参加ね。ガリ勉一人じゃパンクするっしょ？」

「う、うん……そうね」

　おう、もう……。

　いつものＬ字ガールズにまで飛び火した。これは最悪の流れだ。

　そしてそこからは、俺はもうどうすることも出来なかった。

「一夜漬け大会だってよ」「なにそれ楽しそう」「あ、俺も行く行く」

　最初はカースト高めな奴らがふっかけただけのお祭りは、気づけばクラスの半数が集まった。橘たちが着々と段取りを進め、なし崩し的に俺の参加は既定路線になっていた。

「お前……十人以上もどこに集めるわけ…………？」

「ウチ使えるよ♪」

　はぁ……。マジかよ。

　休日の予定を埋められちゃうとか、根暗的にはげんなりだっての。我らぼっちーズは週末にだらだらするためだけに日々を生きているみたいな所、大いにあるからな。

　俺は自分の席に腰を落とした。これには隣の席の天樹院も苦笑いである。

「あはは……何か、突然ね…………」

「全くだ。天樹院さんは、いっつもこんなのに耐えてるのか？」

「ふふっ……かれんとずっと一緒なら、慣れるものよ？」

　それは暗に俺に慣れろと言っているのだろうか。

　つーか一部のガリ勉がクラスメートを叩たたきあげるとか、どこの不死鳥の騎士団だよ。必要の部屋で守護霊の呪文でも練習すんのかって。

　あ、ちなみにアテクシ……公式サイト的な所で性格診断したら無事スリザ◯ンに組分けされましたよ、ハイ。橘はちょっとグリフ◯ンドールっぽいので俺たちは完全に真逆を行っていると思うのだ。

　だがそんな俺たち二人は……奇妙なことに、毎日放課後に会っている。

　斜陽の差し込む空っぽの部屋で。気だるげな、ほこりっぽい空間で。

　幸いなことに、まだこの事実は誰にも知られていない。

「えへへへへ～♪」

　そして最近はこんな調子だった。

　酔って酒の席でセクハラしてくるおじさんっぽいぞ。

　お前は他と違って勉強ガチ勢なのにそんなんでいーのかよ。そう聞いたのだが、

「だって……土曜が楽しみ過ぎてやる気でないんだもんー」

　そう言ってこいつは、俺が勉強をしている横でずっと机にだらだら突っ伏していた。

　勉強しないなら何しに来たんだよ。これだとただ放課後にぺちゃくちゃ話して、その後に家に送ってくだけじゃねーか。

　……と。

「えーい」

　指で俺の頰をぷにっとつまんでくる金髪女。

　怒って横を向くと……橘は机に頭を付けながら、いたずらっぽく笑っている。横から差し込む太陽に照らされながら、軽く顔を赤くしていた。

　完全に夏休みモードな。テストに夢がかかってるんじゃなかったのかよ？

「勉強するでもなく、俺の邪魔して……今日は何でここにいるんだ？」

「えー、一緒に遊びたいし……♪」

「お前なあ！」

　近頃……橘には意味もなく甘えられている気がする。

　でもこれじゃあ……口実もなくただ一緒に居て、何となくじゃれているだけだ。どう考えればいいんだよ、こんなの。

　日は着々と長くなっている。

　時が更けると暗くなっていたこの埃ほこり臭い部屋も、今は帰り際でもまだ明るい。白い壁に光が反射して淡い黄色を映し出すと、空気そのものが夕方色に染め上がった気がした。

　ゆったりと流れる、惚ほうけた時の中に二人で閉じ込められて。橘は突然口を開いた。

「ねえ……少し、ゲームしてみない……？」

「ゲーム？」

「あたしとキミがやる気になるための、ちょっとしたゲーム」

　ふん、ロクなことを考えてはいまい。俺が黙っていると、彼女は続ける。

「テストで負けたほうが、何でも言うことを一つ聞くの……♪」

　何でも……？　俺はそれを聞いて顔をしかめる。

「良いのか？　普通に勝つぞ。一教科でも俺に勝てたら、とかでもいいけど」

「ほう、自信満々ですなー。あたし、それならマジで勝つよ？」

「上等だ。負けると思えるくらいなら、少しは張り合いがあんだろ」

「えへへ……。ガリ勉はさ、あたしに何して欲しいの……？」

　そういった橘の眼は微かすかに潤んで、細められて……扇情的な感じがした。

　ぐぬぬ、不意打ちだ。汚いなさすがグリフ◯ンドールきたない。

　無論、俺は脊せき髄ずい反射で顔を逸らしたのだが。

「まあ、ジュースでもおごってもらうさ」

「や……そういうしょぼいの、ナシ…………」

「お前こそ、俺に何させようってんだ？　つまらんぞ、どうせ」

　金髪女は二の腕に拳こぶしをにゅっと押し付けてきて、

「そんなこと、ないよ……？」

　その顔は小悪魔的にニヤリとしていた。







　第六章




　最近の天気は珍しく俺に優しい。

　窓の向こうから家の中まで響いてくる雨のノイズ音が、ここ数日間は曇りだらけの俺の心を慰めてくれる気がしたのだ。まあ時期的に梅雨だし、そりゃ当然のように雨か曇りなんだけどさ。もしこれが季節外れの快晴であったならば、天気にすら悪態をついていたに違いない。

　近頃は色んなことが一度にありすぎた。

　あいつのことも、そうでないことも。

　そのせいで胸の中が甘く悩ましく、ただ混こん沌とんとしている。

　こんなんだから、帰宅した後も何をして良いものかさっぱりだ。

　いやお前は勉強してろよって話だろうが、どうにもやる気が起きない。この状態から復帰してノートを開こうと思う頃には寝る時間だったりするから、ガリ勉的にはアイデンティティー崩壊レベルで危ないのである。

　さりとてテストもあるし、どうにか机に向かわねば……と。

　いいこと思いついたゾ。よし、これならどうだろうか……。

　頑張れ頑張れできるできる絶対できる頑張れもっとやれるって、やれる気持ちの問題だ頑張れ頑張れそこだ！　そこで諦めるな絶対に頑張れ積極的にポジティブに頑張れ頑張れ──止めだ止めだ、効果なし。こんなんじゃウィンブルドンでベスト８は無理そうだ。

　……ここ数日は帰りが随分と遅くなった。

　単にクラスメートと仲良くなって、遅くまで遊んでいる。家族にはそう説明しているが、これじゃ真実の三割くらいしか言えてないんじゃないかと思う。

　真実では。

　ぐったり疲れて帰るハメになると知っているのに、性懲りもなくあいつに付き合っている。晩飯まで共にし、ほとんど中身のない会話をいつまでも続けた後に、わざわざ家まで送っていく毎日だった。

　断ればいいのに、どうしてそうしないんだ？

　一昨日おとといのことだが、本当に用事があって断った事があった。その時の橘たちばなの顔が頭から離れない。

『そっか、分かった。ごめんね……』

　そんな世界最後の日みたいにしゅんとされたら、もう二度と断れるわけないだろ……。

　笑えよ、と俺は思った。〝ガリ勉に用事なんてあるわけないじゃん〟って、いつもみたいにからかえよ。

　もうその事があってから何日も経つのに、未いまだに忘れられない……って。

　過ぎたことに悩みすぎだ、俺。こんなのキリないぞ。

　最近は油断しているとその日の昼にあったことで頭がいっぱいになるので、すぐにかき消す。だがどうせまた何か思い出すので、いたちごっこが延々と終わらない。

　なれば気分転換ということで、携帯用ゲーム機の電源を入れてソファーに寝っ転がる。

　だが、まるで風邪でも引いている時みたいに……すぐにそんな気分でもないと気づくや、スイッチを切ってテーブルに放り出してしまった。

　結局、何もせずに仰あお向むけになっているだけ。

　どうしちまったんだろう、俺は。

　徹頭徹尾ぼっちだった一年の頃は、もっと心がまっさらと穏やかだったのに。

　と、無駄に悩んでいた所で助け船が入った。

「ふんふん……。くんかくんか…………」

　全く気付かない俺もどうなのだろう。妹がソファーの下に潜伏していたのだ。

　我が身体の近くでしゃがみ込み、激しく鼻を鳴らしている。挙動不審だ。

「な、何だよ……？」

「むーん…………」

　相変わらず、欅けやきの目の隈くまは半端ない。

　元はそれなり以上に可愛らしく、線の細い顔立ちをしているのに。だがいかんせん根っこがズボラである。言葉遣いとかやたらぶっきらぼうな所とかも含めてまとめて直せば、多才なスーパー美少女に超進化しそうなものだ。

　だが今回の妹はキッと目を細めていたので、隈も併せて怖いくらいだった。

　こいつの機嫌を損ねる行いをした覚えは無いのだが……。

「兄貴のその友達とやらってさ…………女？」

「……探偵のお嬢ちゃん、証拠はあるのかい？」

「ほーら、やっぱりな！　ふんだ！」

　俺がクソ雑魚ざこ犯人っぽい返しをわざわざしてしまったせいで、更にこいつの表情は敵意で溢あふれた。

　やっぱ助け船でもなんでもねーわ、お前。

「モテないガリ勉ぼっちと思ってたら…………おい、爆発しろよ」

「まだ爆発案件とは限らねーだろうが。俺、ガリ勉だぞ。近頃はテストも近いし……単にクラスで勉強を教えていて、その中に女子が一人居ただけって可能性も否定できん」

「いや……それはないわ」

　欅は自信ありげにそう言ってメガネをくいっとさせると、

「犯人は金持ちで、かなり見た目に自信を持ってる。クラスの中心にいるようなリア充女かな？　八割方は明らかだね」

「お前はどこのベイカー街の住人だ。何番地だっつーの」

　ここに引きこもり名探偵ケヤキが爆誕した！　現場検証とか絶対嫌うタイプだな。

「はん。初歩的な推理だよ、ドクター一いち条じよう？」

「む……認めるわけじゃねーが、とりあえず聞こうじゃないか」

「兄貴から、高いブランドの香水が匂ってる。いいとこのボンボンでもなきゃ、まず高校生じゃ使わないようなやつ」

「う、マジか……。つーか、なぜ引きこもりのお前が知ってる？」

「株主優待で似たようなのが色々送られてくんの。ま、使ってないけどさ」

　妹は得意げに、「へへん」と笑ってみせる。

　我が妹ながら、ちょっと遊んでやるだけですぐ機嫌を直す単純な奴である。おやつをあげた時の猫みたいだ。そして得意げに続きをまくしたてた。

　そうだ。乗せてやってるんだ、別に怖くなんてないぞ。

「兄貴が自分に移った匂いに気付かないのは、それだけその匂いに慣れてるってこと。慣れるほど頻繁に一緒に居て、しかも匂いが移るほど近くにいるというのは親密さを示している。最近の帰りが遅いこととも合致すんね」

　やめろやめろそんなガチった推理、全部バレんだろーが。推理モノのドラマがマイブームか何かなのか、こいつは。

「兄貴が自分から行くはずがないので、向こうはかなり積極的。そして兄貴は嫌なら突っぱねるので、両思い。香水に加えてこの髪の色も併せると……相当派手な見た目。よほど自信がなきゃここまでしないよ、多分」

　欅はニヤけながら、俺の制服にひっついてた一本の長い髪を指でつまむ。

　俺が青ざめたのを見てか、一層こいつの笑みが広がった。

　冗談じゃない……俺の証拠処理は安定してガバガバじゃないか。

「積極的で派手な見た目……以上を総合すると、明るいリア充女だと推察される」

「……」

「はーん、髪がくっつく仲ですかー、そうですかー。それで服まで一緒に選んでもらったと」

　妹はこれまでになくドヤっていた。どんなマインドスキャンだ。

「…………」

「ちょっと……？　ね、何か言ってよっ！」

「………………今からちょっと爆発してくる」

　俺が部屋に逃げようとすると、妹は後ろから引っ張ってくる。

「待てー！　アリカ叔母おばさんに話してほしくなけりゃ全部白状すんの！」

「は、別に仲良くねーし!?　そんなので推理した気になってんじゃねーよ！」

「犯人はみんなそう言うの！　観念せい！」

　結局、ほとんど吐き出したんだけど。

　まあ、いっても妹の推理が全部が全部合っているとは限らんがね。

　両思いだと？　それは流石に飛躍しすぎだ、ホームズ。

　勉強を教えて仲良くなった……までが今言える事実であり、それ以上は全て解釈の域を出ない。事実と解釈は厳格に区別できねば学問はやっていけないゾ……と念押ししたのだが。

「はん、鈍感かよ」

　欅はジトーッとした目で見てきた。

　こいつがって言うより、最近は誰が相手でもこんな目で見られがちである。俺、何か変なこと言ってるものかなあ？

「じゃあ聞くけど。向こうがその気だと知れたら、どうすんの？」

「……知らん、俺には荷が重い…………」

「はぁ……あちらさんも変な奴つかまえたもんだね。ま、その人が家に来るなら教えて。私は会いたくないから部屋で閉じてますのでー」

「心配すんな、まず来ねーよ。お前が心配するような間柄じゃねー」

「…………どうだか」

　最後にそう言った欅は、少し不満そうに口を尖とがらせていた。

　とはいえ休日は未だにこいつと過ごしているわけで……それがこれから変わるとでも思っているのだろうか？　確かに最近になって少し物事はおかしくなったが、俺の根っこが変わったわけじゃない。

　むしろ、そういういつも通りな時間は貴重になっていた。

　心労が溜たまるばかりの日々の中では、最後の逃げ場のような気がしたからだ。

　でも鈍感？　欅よ、それは少し違うのだ。

　確かに、信じられないってのも大いにあるけどさ。

　それ以上に好かれてる自分みたいなのを、認めたくないのだろう。クラスで頼られてる自分。みんなに構われている自分。

　そういうのも一切合切まとめて、何か胃がよじれるものを感じた。

　らしくないだろ、とか。恥ずかしい、とか。荷が重い、とか。一言じゃ言い表せない特大の違和感のようなものが、俺を殺しにかかっていた。

　……。…………。

　今でも目に焼き付いている。

　つい一時間ほど前……つまり、今日の帰り道のこと。橘の家の前。すっかり遅い時間だ。

　俺たち二人が歩む夜道の終着点がここだった。

　今日は曇り空だったけど、晴れていれば星が照っているものだ。

『じゃ、また明日な』

　俺がそう言ってから彼女が握った手を離してくれるまでの間──一瞬であることは確かだが、手を離すだけの時間にしては随分と長い──三、四秒くらいだ。

　虫の鳴き声だけが響く。微かすかな夜風が、汗を乾かしてくれた。

　その僅わずかな一瞬で、俺たちは確かに何かを伝え合っていた。

　へらへらしている金髪女の笑顔も、この瞬間だけは決まって絶えてしまう。そして最近になって見せるようになったあの儚はかなげな顔で、何か訴えかけてくるのだ。

〝やーだ、行かないで。もうちょっと一緒にいたい……〟

〝ははっ。また明日、会えるだろーが〟

〝明日、学校来るよね……？〟

〝行くって、何を心配してんだよ〟

〝来てよね、マジメに……。ばいばい〟

〝ばいばい〟

　そして、手を離すその瞬間──

〝ガリ勉、XXXX……〟

　あれだ……表情だけじゃ分からないこともあるものだ。

　深読みは良くない。とんでもない間違いを犯してからでは遅い。

　だがそうやって考えるのも、それはそれで何かから必死に逃げている気がして、やはりそんな弱々しい自分も大嫌いで。

　そんな悩みを抱えておきながら、とりあえず優しい顔をしている自分も大嫌いで。

　全部知ってて向き合えない自分などは、もう一番大嫌いで。

　結局、どこに目を向けても八はつ方ぽう塞ふさがりだったのだが。




　翌日、午前最後の授業は体育。種目はソフトボールだった。

　無論キャッチボールの相手は、我が同盟相手の小こ松まつ殿だ。

　つーか色々あって同業者と言えるか怪しくなってきたのだが、俺だっていつ現役復帰するか分からないので懇意にしておくに越したことはない。

　しかも彼も彼で、あの空気を読めるか怪しい飯いい塚づかに後ろからウザ絡みされまくっているので心労マックスのはず。まあ、あのお調子者も悪気はなさそうだったけどな。それでも根暗には辛つらかろう。

　そうなのだ。

　根暗の悩み事は、周囲に一切悪意がなくても萎い縮しゆくしてしまうことだろう。

　誰かと一緒だと生きててごめんなさいって思うことがたまにある。俺なんかはハッタリでごまかしているが、橘と人前で歩いている時なんかは時々、穴にでも潜りたくなる。

　言わば、そんな俺たち二人は生まれながらにして青春世界の犠牲者である。

　残り二年続くこのクラスを乗り切っていくために、ぼっちといえども時には助け合わなければならない。根暗が疲労を全身に溜ため込むようなイベントは、まだまだ盛り沢山なのだ。

　分厚い雲間からちらほら青空が見える日だった。

　グラウンドの土が少しぬかるんでいた。地面に転がったボールは濡ぬれているので必然的に手も汚れだらけだ。

　土の臭いを強く感じながら、俺たちはボールを投げあっていた。

　とは言っても俺ら二人なんて特に話すこともなくて、何でだろうか、気のない本音のようなものがボロッと口をついて出てしまったのだ。

「はぁ……。悪い、やっぱ辛えわ」

「そりゃ、辛えでしょ」

　おいおい通じちゃったよ。

　だがこの小松君にも、何か思うところがあってこう返したようだ。

「だってさ。最近の一条君、いきなり人気になったから」

「あんなの利用されているだけだぞ。テスト前の間だけだ」

「それでもさ。みんながみんな一条一条って言ってる。頼られてる」

　俺はキャッチしたボールを、二十メートルほど遠くの小松君に投げ返す。

「聞けてよかった。やっぱ辛いんだなってさ。急に遠くの人みたいになっちゃったから、ちょっと寂しかったよ」

「……まだ、ぼっちだ」

「ほんとに？　たまに女子とも話してるしさ。教室の真ん中で、色んな人と冗談を言い合ったりして……ぼくには絶対ムリ。ぼっちだから」

「む……。俺もまだ心はぼっちだ……」

「はいはい（笑）。なんか、強情だなあ」

　何だかこの弱々しい少年といる時が一番心地いい気がしてならんよ。

　まだこいつのこと、何も知らない。彼も俺のことを決して聞いたりしない。お互いがお互いを少しだけ頼りにしているだけで、別に興味を持っているわけでもない。そうでなければ友達になっているわけだしな。

　誰かと知り合うって時、いつもこんな距離感だった。

　でも橘と出会って……それってひょっとしたら、少し寂しい生き方だって思えるようになった……かも知れない。どうだろう。あの女のことなど、望んでなくても既に色々と知ってしまったのだ。いずれは俺のことも知られてしまうだろう。

　頑張って壁を作ろうが、近くにいれば無意味なのだろうか？

　はぁ……。止めだ止めだ、悩むのは金髪女の近くにいる時だけで十分だろ。

「土曜日、小松君も来いよ。俺を助けると思ってさ」

「え？　ぼくが……!?」

「まあ行っても何も取られんしな。行って、ただ疲れるだけだ」

　やがて体育教師の声で練習時間が終わり、実戦のゲームに移ろうということになる。

　元々が別の組との合同授業なので、組に分かれての勝負だ。

　試合が始まると、俺はレフトを守った。

　守備と言っても突っ立っているだけだ。特段やる気があるわけでもなく、まあ運動の出来ない根暗が体育の授業に臨む時にありがちな、ただその時間をやんわり流していくという具合だ。

　女子は遠くでキャッキャウフフしながらテニスやってるしな、うん。

　距離的にも結構向こうだし、万に一つも橘は見ていないだろう……って。

　何であいつの目が気になるんだよ、童貞野郎。

　はぁ……。こいつがステージ２か。やだねー、思春期の男は。

　このクソみたいな精神病は、俺の体内で着々と肥大してやがる。

　臓器のどこを取り出せば切除できるんだ、これ？

　と、そんな惚とぼけたことを考えていたことで特大の面倒事が起きた。

　一瞬遅れた。俺の所にフライが飛んできたのを把握するまで、一瞬遅れたのだ。

　クソ、と俺は足を泥だらけにしながら走り出す。

　落下点まではすぐに追いついたが、見上げると日光が目に入ってしまった。

　空の中にボールを見失い……こつんと。額に衝撃を受ける。

「あひん」

　上下が逆転して、辺りの声が遠くなった。

　駆け寄ってくる足音、「一条ッ！」という何人かの叫び声、遠くで大笑いするほら……あいつ…………中なか村むらの声も。全部一気にごっちゃになった。

　そして厄介なことに、フェンスの裏でゲラゲラ笑っているのはあいつだけだった。みんなで笑ってくれればまだいいが、そうじゃない。あいつだけ、空気の読解すら放棄して笑っていたのだった。そのことで面倒が起きる気がした。

　頼むから、あの金髪女を無駄に刺激するような真似はしないでくれ……と。

　とはいえ、まあ、意識を失ったといっても。

　何分も経たずに起きたのだけど。

　必死に磨き上げてきた学年四位の頭脳（失笑）を守るため、クッソ硬い頭ず蓋がい骨こつが大いに仕事をしてくれたようだ。良かった良かった、叔母おばの豪華な朝食が効いたに違いない。

　だが、すぐ起きたのでなければ救急車を呼ばれていただろう。ともかく様子を見ようということで、四限の残り時間からずっと保健室のベッドで眠っていたのだ。

　昼休みの空気の中で、意識が薄くたゆたっていた。

　保健室のカーテンが揺れていた。柔らかな風が、腕に当たってきた。

　半開きの窓から、がやがやとボール遊びの声が遠く聞こえてくる。

　不思議だ、と俺は思った。この時間はいつも自分の席で勉強しているはずなのに。こんなに肩の力を抜いたのは初めてじゃなかろうか。

　力が抜けて、身体ごとベッドに吸い込まれそうだった。静かだ。

　そして起きているのか眠っているのかも分からないような感覚の中で。ふと、一人の少女の顔が浮かび上がってきた。

　少女は潤んだような目で、深刻そうにこちらを見つめていた。

　健康そうな白い肌に、長いまつげ。薄い唇に、なだらかな鼻の線。そしてその長い髪は、鮮やかなほどの金色で……。

「大……丈夫…………？」

　何だよ……お前か、橘。

　彼女はベッドの側に立ち、上からこちらの顔を覗のぞき込んでいた。俺はそれに気づくや目をぱちぱちとさせる。

　黙って真面目そうな顔してると別人に見えるな、こいつ……。

「普通に、大丈夫だけど……。つーか、ずっと起きてたしな」

「心配させんなし……ばか…………」

　橘は「ぐすん」と勢い良く鼻水をすすると、袖そでで目の辺りを拭ぬぐった。

「……マジ、ないわ」

「悪かったよ……」

　変な沈黙が流れる。

　おいおいやめろよ、しょんぼりした顔してないで何か言えよ。『ドジ！』でも『童貞！』でもいいから。いつもヘラヘラしているだけにこうも突然振る舞い方を変えられると、こっちも対処に困ることこの上ない。

　そして何を思ってか、こいつは指でガーゼの貼ってある患部を指でナデナデしてきた。

「や、やめっ」

「やっ……。こうすれば元気になると思って…………痛、かった？」

「痛いし、何ならもう既に元気だっ」

「ごめんなさい……」

「む……そんなに、痛くなかったけど…………」

　そしてまた酸っぱい沈黙が流れる。

　もうどうしろってんだよ。お前、最近おかしいって。

　だが確かに、ここにきて俺たちの空気感が少し変わりつつあった。

　橘も気遣いのつもりか、最初の頃のようにけらけら笑いながら罵ののしってくることはほとんどなくなった気がする。

　でもそんなの、お前に似合わねーよ。

　悪気がないのは知ってるんだし、気にすることないのに。

　……じゃあ、こっちが『ビッチ』って言ってやればいいのだろうか。

　う、これはちと言いにくいな……。

　相手がどう思うんだろうって、不安になる。嫌われてしまうかも、って。今までこんなの、気にしたことないのに。

　変だよ……俺も、俺たちも。

「ごめん、あたしから来たのにだんまりでさ……ははっ。でも頭打ったって聞いて、ちょっとショックで……」

　俺の気まずい感じが伝わったのか、彼女は作ったような笑顔を見せてくる。

　それを見ると胸の中が辛くて……しかも俺はどういうわけか、こいつをニッタニタの笑顔にさせる方法を良く心得ていた。

　まあ、ちょっと恥ずかしいけどさ……。

「別に……。そんなに心配してくれて嬉うれしいっつーか、なんっつーか…………ありがと、な」

　金髪女は目を大きくしてぱちぱちすると、やがて表情を明るくする。

　安心したように頰を緩ませたので、それを見ると俺はホッとした。

　喜ぶポイント分かりやす過ぎだろお前……。

「ガリ勉がデレた……」

「やめろっ、そんなんじゃねーって」

「ふふっ、何かあたしが元気貰もらっちゃった」

　と、ここで俺は自分の選択を後悔した。

　なぜなら橘は「やーっ！」と叫んで、俺の横たわるベッドへ派手にダイブしてきたからだ。俺はとっさに端の方に転がって難を逃れたのだが、

「えへへへへ～♪　ガリ勉が隣で寝てる」

　橘がすぐ隣で、髪の毛が顔に触れてくるような距離で横たわっている。

　いつもの香水も心地よく香ってきた。

　勿もち論ろん、いつものご機嫌モードのニンマリ顔だ。流石にここまでするとは思わなかった。俺はいつもながら顔を逸そらしたいのだが、この体勢ではそもそも向ける場所が前か上しかない。

　安心したやら、恥ずかしいやら……。

　でもこいつが嬉しそうなの、こっちまで嬉しくなるっていうか……。

　顔が熱っぽくなる。そして橘の顔も、少し赤くなっているように見える。

　俺たちは……言葉をかわす間も、何かを囁ささやき合っている気がした。

「む……お前、いっつもヘラヘラし過ぎだっての」

「幸せだもん……しゃーないっしょ？　ガリ勉がデレると、あたしマジで幸せになんの。キミはさ……あたしがどうすると、幸せになるの？」

「別に……」

「やー、もうちょっとデレててよ。ツンに移んの早い……」

　ほんと表情のレパートリー増え過ぎだ。ここぞで甘えんの、マジで反則。

　このタイミングでシャツとか引っ張ってくるのもレッドカード一発退場モノだよ、ほんとに。むしろ俺が退場したいのだが、そういう気を見せると服を握る力を強くしてくるので抜け目ない奴だ。

　あんまり目を合わせていられなくなって、俺は寝返りを打った。

　ふん、こうすれば貴様も表情で俺を殺すことはできまいよ。

「やー！　マジでこっち向けし！　このっ、このっ」

　と、背中を膝ひざで甘くぽんぽんとされる。

　これはこれで胸の中がムズムズするので、大人しく前を向くと、

「おかえり……♪」

「た、ただいま……」

　もう何だよこのやり取り、頭がパーになりそうだよ。

　だがこの日の金髪女は実に無慈悲だった。弾道ミサイル並みのバカ火力を惜しげもなく繰り出してくるので胸は苦しくなる一方だ。

「ねぇ……そろそろさ、お前はやめてよ。それ、ちょっと嫌い」

「む……そうか。分かった。じゃあこれからはちゃんと橘と呼ぶ」

「はー？　そんな言葉、求めてないんですけどー？　かれんでいいよ……純じゆん」

「下の名前、マジで止めろ。それ、誰が相手でもムリだ」

「やだ……絶対呼ぶ。絶対絶対呼ぶから」

「分かったよ……橘さん」

「あ、それずるいー！」

　よすよす、これなら二つの選択を強いることができる。

　こやつは俺を下の名前で呼ぶか、自分が下の名前で呼ばれるかの二つに一つしか選べないのだ。多分後者を選ぶだろうが、前者よりは百倍マシである。

「～～～っ！」

　ほうほう、効いてる効いてる。

　金髪女は唇を嚙かんで何やら訴えてきている。〝純のケチー！〟って。だがこればかりは可愛く頼んでも無駄だ。真面目な話、童貞と呼ばれ続けたほうがマシだからな。

　だがそうやって調子に乗っていると……俺たちは手て酷ひどい奇襲を受けた。

「お前ら。何をしている……？」

　ドスの利いた声にビクッとして顔だけで振り返ると……保健室の入り口に立っていたのは、なんと我らが担任の白しら石いし教諭だった。俺と橘はバサッとベッドから立ち上がって、点呼を受けた新兵のようにその場で背中をピンとさせる。

「どういうことかね、これは……？」

　長い黒髪の担任が低い声でそう言うと、室内の空気は凍りついた。

　まだクラス替えから日も浅いし、この教師とまともに話すのはこれが初めてだった。しかしなんたる威圧感か。この人は背が高く目つきがやたら鋭いので、一目でぎゃふんと言ってしまいそうで恐ろしい。

　そして最も厄介なことに、この人は男女の〝現場〟を押さえるスペシャリスト。最も見られてはいけない現場を見られてしまった。俺は誓って何もしていないがな。ちょっと成り行きからベッドに並んで横になっていただけだ。

　だが、それでは白石先生は納得しないだろう。

　いっそパンチ一発で済ませてくれれば手っ取り早いのだが、このご時世そうもいかない。むしろもっと面倒な仕打ちが待ってそうで辛つらいものだ。

「はて……そもそも橘がここに、だと…………？」

　……ゴクリとつばを飲むと、静寂がちくりと肌に突き刺さってくる。

　つーか目、怖ッ！　一体、何マン軍曹なんだ……!?

　ハードにいびって来そうだな、うん。『口からクソを垂れる前と後にサーと言え！』とか、『貴様らは人間ではない、両生動物のクソをかき集めた程度の値打ちしかない！』とか。

　チビりそうどころか、財布の中身が全部こぼれそうだ。

　あ、でも今日の持ち合わせは千円もないから買収は出来ねーんだどうしよう。あれっすか、臓器とかでいいっすか？　私の膵すい臓ぞうを食べてください。

　……などと言えるはずもなく、背の高い女教師はよろりと歩み寄ってくる。

　まずは入り口から近い方に立っていた橘の前に立った。

　金髪女は「いやあ……」と笑ってごまかそうとしているが、先生は冷たい鉄仮面フェイスを崩さないので雰囲気は重くなるばかりだ。

「随分と楽しそうだったな……？」

「えと……えっと…………一条クンが頭打ったって聞いて、お見舞いに来たっていうか……」

「ふむ……」

　うつむき加減に答える橘。

　そだよな、そんでもってお前がダイブしてきたんだよな。俺は単にここで養生していただけなので、残念だが責任を一緒に持ってやることは出来ん。一人で破滅せい。

　だが……ここで橘が発した一言で、先生はあらぬ方向に暴走した。

「それで……ちょっと遊んでました…………」

　ちょっと遊んでたって何だよ全然伝わんねーよ。

　というか『遊ぶ』という動詞自体ちと意味があやふやなので想像の余地が半端ない。本当は少しバカ話をしていただけなのだが、ちょっと良からぬ方向に考えられそうな言葉でもある。

　実際、我らが白石先生も、

「何……!?　遊んでいた、だと…………？」

　と、ぷるぷる震えながら顔を赤くしている。

「遊んでいたとはその……このようなっ、保健室という場で、二人っきりで何やら良からぬことをあんなことからこんなことまで…………」

　……ん？　これは様子がおかしいぞ……？

　何か空気が変わった。さっきまで感じていた軍曹級の威厳がパッと吹き飛んだ気がする。

　それにしてもこの教師、少し慌て過ぎじゃないのか？

　遊んでいた、で何を想像したのかは知らんけどさ。というか何を想像した。

　だが何にせよ、この人も大人の女性である。ちょっといかがわしいことを思い浮かべたにしては、あまりにも大げさな驚きように見えるのだが……。

　ちょっと残念な臭いがするゾ。同類なので見破れる、俺は詳しいんだ。

「おい、一条ッ……!!」

「はいぃ！」

「事の次第を説明しろ！」

　物もの凄すごい形相でこちらの目の前に立った恐怖の白石先生。

　つーか近い、近いって！　鼻息も荒く、目がガン開きだ。

　でも説明って……どうすればいいんだ？　ちょっと恥ずかしいんだが……。

「えぇ……。ちょっと話してただけですが……」

「いいや、橘は遊んでいたと言っていた！　何か後ろめたい行為をこのような場所でしていたのではないのか！　ただ話しているだけの状態を遊んでいたなどと言うはずがなかろう。話していたと言えばいい話だからな！」

「いやいやそんな！　事実無根です！」

「事実だと……？　事実を言えば、貴様らはそ、そそそっ……添い寝をしていたのだぞ！」

「まあ確かにそう見えたかも知れませんがそれは……」

「あわわっ！　やはりあれは添い寝だったのか、何とも不ふ埒らちな……！」

　いつものクールな感じはどこ行った。先生は「保健室で添い寝……だと……」と声を漏らして、目をぱちぱちさせた。

　橘は困った顔でへらへら笑っているだけで何の反論もしてくれない。いや確かに隣に寝ていたけどさ、物事には何でも文脈ってものがあるでしょうに……。

「ふ、ふふ、不純異性交遊だっ！　これからも貴様らを見張っているからな……」

　結局、先生は真っ赤な顔をしてドスドスと走って行ってしまった。

　まるで真面目くさった感じの子供を怒らせてしまったようだ。何なんだ、うちの担任。ちょっとポンコツ感のあるやり取りだったな。少し変な一面を見てしまったぞ。

　そして最後に、橘は恥ずかしげに後頭部を搔かくと、

「いや～、まいっちまうよね……」

「うっせーわ！」

　残念なことに処罰の反省文は俺にも降り掛かってきた。

　その日のホームルームの後、来週はテストだというのにＡ４用紙を四十枚も受け取ってしまった。廊下にコンドームを落とした輩やからと同じ枚数なので、そのレベルだということだろう。必死に弁解しようとしたのだが言い分は書面でしっかり示せということらしい。白石先生の眼は血走っていた。

「いいか一条、あくまで無罪だと主張するのなら事の次第を克明に示せ。遊んでいたとはどのように遊んでいたのか、どのくらいの距離で何を話していたのか、私が来てなかったらどうなっていたのかもだ」

「先生……すごく鼻息荒いです」

「荒くなどないッ！　これは重大だ、いいな！」

「はい……」

　この人、大人の女性なのに童貞感が半端ない。結婚とかしてんのかな……。

　俺は密ひそやかにそう思ったのだったが、ともかくもそんなわけで放課後は反省文を書こうということになったのだ。

　しかし橘は変わらずご機嫌だった。

　お前のせいでお互いＡ４四十枚なんだぞ、どうしてそう嬉うれしそうなんだ。俺はそう聞いたのだが、

「だってさ、意味分かんないじゃん（笑）。あたしら仲良すぎて怒られたのに、やっぱり反省文も二人で仲良く書いてんでしょ？」

「む、形の上ではそうなるかな……」

「それって怒られる度に仲良くなってるってことじゃん♪　だったらもっと怒られるようなこと、したくなるんですけど」

「やめろ……あれは流石にやり過ぎだ」

「やっ……あんなんでやり過ぎとか言わないで…………。困るから」

　何に困るんだ、まだエスカレートさせる気か。あんなんでも頭がフットーしそうだったのに、全く親にどんな教育をされたんだよ……。

　しかしそういう馬鹿みたいなやり取りがあったからか、はたまた単に頭を打った影響なのか。俺はと言えば、何か大事なことを見落としていた。

　何せ橘と前後の席になってからというもの、気が休まることがない。

　金髪女との関係もそうだが、それだけじゃない。クラスのこともそうだ。

　それにしてもここ数日は、色んな奴と話していた気がする。試験の前の週になってやっと教科書を見始めたような奴らが、この教室には多すぎる。んで何がビックリかって、本当に初歩的な部分から教えなきゃいけなかったことだ。こんなんじゃ今から教えた所で赤点を回避できるのかってレベルだが、それを口に出して言えば諦あきらめるだけだろう。

　そして、こやつらスーパー落第ブラザーズには一つ特徴があった。

　それは、勉強の話をしているのにちょいちょい話が逸それるということだ。

「へー、一条君ってワンオケとか聴くんだ。今度カラオケとか呼んでいい？」

「え、あ……うん」

　色んな奴らがいた。

　忙しい運動部、暗そうな文化部、ゲーセン通いが日課になっているようなユルい帰宅部とかも。派手な奴、地味な奴、遠慮がちな奴、逆にズケズケした奴も。無論そいつら全員とってわけではないが、結構な人数と知り合いになった気がする。十人ちょっとくらい。

「どうやって橘さん落としたの？」

「落としてねーよ……」

　色んな奴がい過ぎた。

　なのでクラスメートの名前を覚えるのには努力が必要だった。家に帰る毎に、名簿を確認しながらその日話した顔を思い浮かべなきゃ忘れてしまうほどだ。まあ今みたいに時代錯誤プラス場違いな口調を叩たたきつけられれば忘れるなという方が無理だがな、うん。

　つーかお前ら、今度今度と言い過ぎだっての。

　待っていてお誘いが来た例ためしがないから、そういう挨あい拶さつなんだと思ってまうわ。

　ただ遊びに行くかなど関係なく、昼休みに一人にならないってだけで異常事態だったのだが。

　テスト前とはいえ、俺の席の近辺は左隣の天てん樹じゆ院いんさんの分もあってか非常に賑にぎわった。この学校、やたら赤点には厳しいらしいからな。こいつらもここまで寸前で必死になるとは思わなかったけど。

　これでぼっちを名乗ろうものなら本物のぼっちに怒られそうな気がするよ。テストが終わるまでの命だろうけどな、多分。

「一条さ、橘と一緒に白石ちゃんに怒られてたけど、何かあったの……？」

　おじさん、君のような勘のいいガキは嫌いだよ。

　というか、ほらー、いずれ尻尾しつぽ摑つかまれるぞこれ。どういう経路で気取られるか分かったものじゃない。例えば反省文の文面を読まれれば大スキャンダルだろう。考えるだけで胃が痛いので徹底的に管理せねばなるまい。

　とまあ、勉強を教えるどころか話が逸れまくりだった所で。

　下らないことをたくさん話していたのだが、俺は突然のことで驚いた。

「一条さ……。気にすることないからな、あんなやつのこと」

　クラスメートの一人がそう言ったのだ。

　何か俺を心配でもしているような、真剣な口ぶりだった。

　でも……あんなやつ？　俺は聞き返したのだが、

「中村のことだよ！　昨日も馬鹿みたいにお前のこと笑いやがってさ。怪我したってのにあれはないだろ……。前も一条の悪口ばっかり言ってたし、何が気に入らないんだろうな」

　正直、俺は忘れていた。

　気にするなと言われても、最初から気にしていなかった。

「多分、みんなお前の味方だよ。世話になってるしさ」

「はぁ……そりゃどうも」

　だから、こういう腑ふ抜ぬけた返事をしてしまうのも無理なかった。

　だが確かに思い返してみれば、奴はあの時ゲラゲラ笑っていた。『ハッハッハッハッ……』って腹を抱えて、日頃の鬱うつ憤ぷんが晴れたみたいに。

　だがそもそも、どうして中村は昼休みに静かになった……？

　俺にはそれが想像もつかなかった。

　そしてふと奴の方を見た時……俺はハッとした。

　彼は自分の席で──かつては俺が使っていた廊下側最前列のぼっち席で──独り机に突っ伏していたのだ。周りの席は全て空いていた。奴だけが教室の端っこに取り残されている感じがした。

　いやいやお前、何人か友達いたろ。仲なか違たがいでもしたのか。

　だが彼のサイドに立っていることが多かった二人は、窓側に集まった別のグループに加わっていた。ともかくも、奴は一人でいた。事情は何も知らんが。

　そして俺は対照的に……もう一人ではいられなくなっていた。

　幸か不幸か、少なくとも中村が小馬鹿にしていたような一人の状態ではない。

　まあ席の位置やらテストやらの関係があってのことだが、ともかくこのせいで色んな奴と話す事になっていた。頼られて、恥ずかしいことに感謝までされて。

　だがこいつらとどれほど仲が良いかは別にしても、軽んじられている感じは少しもしなかった。

　まあ中村の方も、たまたま今日はそうだっただけだろう。

　あいつも明日になれば普段通りに三人集まってゲームでもしているに違いない……と思った所で。俺は次に起こったことで何が起こっているか気づいた。

　それは五限の数学の授業だった。

「……答えは１／４です」

　奴は単純に解答を誤った。だがこの程度のミスはよくある。

　俺もたまにやるし、普通ならさらっと流していたくらいのことだった。

　しかし、だった。

　クスクス……と。

　わざと手で押さえたような笑いが、徐々に教室中に広まった。誰が笑ったのかもよく分からない。しかし教室の前の方だったり横の方だったりから、嘲あざけるような笑いが聞こえてきたのだ。

　教師が「おい、笑うんじゃない！」と怒鳴ったほどだ。

　俺は心底困惑した。

　一体全体何がどうしたっていうんだ。あまり気持ちの良いものではなかった。笑うべきことでもなければ、笑えるほど面白くもなかった。

　もしかして、俺とのことがあってか？

　仮にそうだとすれば、どういうわけか胃がよじれる感覚を覚えた。無論、俺が悪いとは思わないが……多少なりとも原因を作ったのは確かなわけで。俺のせいでクラスにヒビが入っているというのが何ともやりきれない、微妙な気分になる。

　そして何より、こういう寄ってたかってというのも好きではなかった。

　胸の中が嫌にむしゃくしゃした。

　俺は……近頃は一人の女のことで腑抜け過ぎて、自分の足元が見えていなかったのだろう。また中途半端なことに、俺はその女ともクラスとも、少しも向き合えちゃいなかった。

　しばらくすると笑いが収まる。

　前の席の橘がこちらにちらりと振り向いて、心配そうに表情を曇らせながら、〝何かあったの？〟と目だけで聞いてきた。




　そして勿もち論ろん、放課後の話題はそれだった。

　図書室に入るや、やはり彼女は窓際の日が当たる机に行儀悪く座っていた。

　しかし普段と違うのは、俺と目が合えばいつも歯を見せてニッとするのだが、今日はそれがなかったことだろう。

　恐る恐る慎重そうに、上目遣いで聞いてきたものだ。

「あいつ、また何かしたの？　それとも、あたしが何かしたせい……？」

「心当たりとか、あんのかよ？」

「全然ない、けどさ……」

〝ムカつく〟……こいつは俺の前で、何度も中村についてそう言っていた。

　何かしたか？　知る限りでは……ふむ、確かにこいつが俺をクラスに引きずり込まなければ、こうはならなかったのかも知れない。おそらく俺は今でも教室の端っこで一人、つまらん誹そしりを受けながら勉強していただろう。俺が多少なりともクラスで立ち位置を得てしまったがために。

　だがそれだって、橘が悪いことをしたというわけでもあるまい。

　俺はそのせいで少し疲れたがな、うん。

　まあ隠しても仕方ない。俺は昨日あったことを話した。

　中村が性懲りもなく笑ってきたこと、それで何人かのクラスメートが俺に味方するなどと言ってきたことも。

「……フクザツ…………」

　その言葉通りというか、彼女は悲しそうにしょんぼりうつむいていた。

　ほんと似合わねえな、そういう顔……。

　放課後のこの時間、こんなムードになるのは初めてだ。

「橘は悪くねーだろ、何でそんなに後ろめたそうなんだ？」

「だってさっ。こんな事になってるのに、それでもまだあいつがムカつくっていうか。これっておかしいこと、かな……？」

　橘は言葉で言い切れない事がある時、こうして制服の腕の部分を引っ摑つかんでくる。

　今日はかなり強めだ。それだけで言いたいことが分かる気がした。

〝未いまだにキミが嫌われてるとか、ほんとないわ……〟

〝どうしてお前は、そこまで気にするんだ？〟

〝はぁ？　キミは大事な人だし、嫌に決まってるし〟

　それで俺は…………もし仮に、橘が例えばクラスでイジメなんぞを受けていたらと想像してみた。まあこの女に限ってはちっとも想像がつかんのだが、そこは無理やりだ。

　自分でも不思議だった。普段はまず感じないような嫌な感情が、煮立ったマグマのように腹の深くから湧き上がってきたからだ。

　起こってもいないことで怒るなんて、どうかしてるっての。

「まあ、おかしくはねーよ……多分」

「でしょ？　今日のはやり過ぎだったけど、ちょっとジゴージトクじゃん。でもやっぱりやり過ぎだし気分悪いっていうか……だからさ、フクザツなの。あたし、どうなって欲しいんだろ」

　彼女はまたしゅんとした顔を見せると、やるせなそうに袖そでを摑む手を緩めた。

　こいつは本当に純粋というか……思っていることが大体分かるというのも、きっとそういう所なんだろう。いつもなら見ていると微笑ましくなるのだが、複雑なのは俺だって一緒だ。

　もし橘が中村のことを許してやることができれば、またニタニタ笑ってくれるだろうか？

　クラスの奴らだってそうだ。これ以上、俺の為にしていることでこっちが気分を悪くするのはご免こうむる。

　周りには平和でいて欲しい。俺のことなんて気にせずに、穏やかでいて欲しいものだ。
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　しっかし、ジゴージトクか。まるでこっ酷ぴどい雷でも落ちてきそうな字面だな。まあ……物事がジゴージトクゆえに、俺にはちょっとしたアイディアがあった。しかしそのためには、俺の方から歩み寄ってやる必要があって……。

　はぁ、しゃーねーな。

　向き合うってのは多分、そういうことなんだろう。

「よし分かった。でも自業自得なら、尚なお更さらあいつを許してやれ」

「はぁ？　ちょっと意味わかんないんですけど……」

「俺だってクソみたいな所はあったが、橘は許してくれた。そうじゃないか？」

　ここで橘が優しげに微笑んだので、何だか安心した。

「初めてのデートにジャージで来たりとか……ね」

「曲がりなりにも橘が友達であることを疑ったりとか、な」

「で、でもっ。それとこれとは別っていうかさ……純はすぐ謝ってくれたし」

「じゃあ、あいつが俺に謝ればいいんだな。あと純はやめろ」

「えへへ…………純」

　悔しかったらかれんと呼べってか。

　お前はもう小悪魔じゃない、世の中のぼっち野郎共に精神的異常を引き起こす一人前の悪魔だ。ほんとにそれ、脊せき髄ずいに来るからやめて欲しい。言ってる奴が橘だっていうので効果が抜群過ぎる。

　……『キミはさ……あたしがどうすると、幸せになるの？』

　橘のむすっとした顔が小さな笑みに変わるだけで、こんなに胸がいっぱいになる。幸せ……になる。マジでどうかしてるって、こんなの。頭が熱くて、変になるんだ。

　だが、これで決まりだな。ケジメだ、俺なりには。

　さて……果たして、次の昼休みも中村は一人だった。

　元は俺の席だった神立地なあの場所で、寝ているのか起きているのか机に突っ伏していやがった。

　ふむ。教室には実に四十人近くもいる。

　つまり誰もが例外なくクソみたいな部分を持っている。

　とはいえ、それが発露する度にあんな扱いを受けなければいけないなら、ここにいる全員にとってどれだけ酷い学校生活になるだろうか。

　もしああいうやり方が自業自得なら、てめーでボロを出した時に許してもらえないのも自業自得だ。でも、許さないということまでお互い平等に交換しあうだなんてどんな青春ディストピアだっての。

　なので、これは哀れみでもなければ優しさでもない。

　そんな息苦しい教室が単に嫌なだけだ。

　別に橘のためでもなければ、まして中村のためでもない。

　だから俺はクラスの奴らが見ている前で立ち上がり、孤島のように切り離された中村の席までそろりと歩いていった。深呼吸だ。緊張するほどのことじゃないだろ、こんなの。

　……はん。俺がこいつを許すんだから、お前らも許してやれよな。

「おい」

　俺はそう言うと、丸めたノートで中村の背中を後ろから軽く小突く。

　中村は……中村蓮れん斗とという名の男子生徒は、細長い目で、ワックスで髪を流行はやりっぽくしている奴だ。そりゃあ顔は既に知っていたけど……こんな事を少しでも気にしたのはこれが初めてだった。

　そして、まだ俺にとってクラスとはそんなものだった。

　それが変われば、今よりは楽しくなるのだろうか？

「は……な、何だよ…………？」

「よう」

　奴は半身でこちらを向きながら怯おびえた顔をしていた。目元が震えてすらいた。だがそんなこと知るか。こっちの勝手な事情で、お前には今日付けでクラスに生還してもらおう。

　思えば…………橘と最初に話した時も同じくらい脈絡なんて無かったものだ。それを思い出すとおかしくて、少し頰が緩んだ。

　一条が中村に話しかけた……教室はにわかに静かになったが、俺は気にせず続ける。

「教科書、出せよ」

「は……？　何だよ、突然。意味分かんねーし」

「良いから、出せ。昨日お前がマズった、あの問題。あんな下らないことで笑われる方が意味分かんねーだろ。何とかすんぞ、これから」

　彼は辺りをキョロキョロした後に、疑うたぐるように目を細める。

「どういうつもりだよ……？」

「べっつに。言わなくても、大体分かってんだろ」

　これは中村にとってはチャンスだ。分かっているだろう。

　別に今すぐ謝れというのではない。ことさら和解しようというのでもない。

　元々がそんな深刻な問題じゃなかった、それをクラスに示してやればいいだけの話だ。

「何か暇そうだったから、さ。嫌なら帰るが……？」

　少しの間、沈黙が流れた。

　彼は何か困っているように目を泳がせ、言いづらそうに口を尖とがらせる。

　だが一人を嫌悪して、一人でいるというだけで軽けい蔑べつするような奴だ。

　中村に選択の余地はなかった。ひょっとすると意地になって来るかと思ったが、その辺は俺とはやはり違う人間のようだ。

「その、一条…………なんか悪かった」

「はぁ？　教科書出せって言ったんだが。いきなり謝られてもな」

「お、おう……」

　まあ、それだけだ。

　けどその日以降、こいつの席には元の友人二人が戻ってくるようになった。お互い変に突っかかることもなくなった。

　そうなのだが……その日の俺は面倒事が上手うまく収まって機嫌が良かったのか、こんな事を口走ってしまった。

「中村、お前……明日あしたの一夜漬け大会に来いよ。こんなんじゃ落第すんぞ」

「は、はあ!?」




　それでその一夜漬け大会とやらが、ちゃんとした勉強会だったかって？

　毎日、橘と放課後でやっているみたいに？

　冗談じゃない。こいつらにテスト前くらいは頑張ろうという気概は微み塵じんもなかった。

　橘邸の広く小奇麗な居間には二十人以上が集まり、それはもうカオスだった。

　土曜日の午後はピザを頼んでのホームパーティと化したのだが、趣味のバラバラなクラスの面々がいざ集まって何しようかとなると、できることと言えば……。

「……ん、ドロー４」

「ああああっ！」

　部屋ではウノ大会がおっ始まっていた。

　というかこの家デカっ！

　リビングの天井は高く、南側は一面ガラス張りとかなりモダンな作りだ。もしかすると骨ほね川かわ家、風かざ間ま家、はたまたマルフォイ家とすらいい勝負なのではなかろうか。

　ちなみに今やっているのはウノ大会予選で、俺たちは部屋中にグループで分かれて細かく散らばっている。どうもこれは橘とその一味が事前に企画していたらしく、ということは元々勉強する気は無かったということなのだろう。早く家に帰って勉強したいフォイ……。

「やっぱ一条……まだ恨んでんだろ、色々」

　そして問題の中村は、俺にドロー４を喰くらって、悔しそうに口を尖らせていた。

　しかし……こいつも教室ではもっとデカい声で喋しやべっていたものだが、まだ後ろめたいのかちとしょんぼり気味だ。俺はそれが気に入らなかった。別に仲良くなりたいわけじゃないが、面倒な感情はこの際キッパリ切ってもらいたいものである。

　と、他のグループがどっと笑い声をあげた。部屋は随分と賑にぎやかだった。

　俺はその喧けん騒そうに紛れて、冗談っぽく答える。

「さあな。たとえ恨んでるにしても、ウノ一回分くらいだ」

「ははっ、何だよそれ。意味分かんねーし」

「つまり、今のドロー４でチャラってことだ」

　中村はそれを聞いて、控えめに口を緩める。

　それで昨日のやり取りを見ていた近くのクラスメート達も、安心したように笑みを作ったのだった。しかし問題は、俺たちの予選グループには男しかいなかったことだろう。今のやり取りで辺りの雰囲気が多少和んだところで、話題は変な方向に行ったのだ。

「お前らってさ……誰、狙ってんの？」

　近くに居た男子の一人が突然そう言った。

　彼は女子陣の方を見て、何やらニヤリとしている。品定めでも始めようと言うのだろうか。

　うへぇ……。

　ありがちなんだろうが、この手の話題は専門外だ。俺のぼっちハートがそう叫びたがっている。

　ぼっちであるか怪しくなった今でも、中身はそうそう変わらん。見れば、隣の小松氏も苦笑いしているではないか。友達すら期待していないような奴が、狙うも何もないっての。

　だが、血の結束で固まった童貞ブラザーズは意気揚々と話し始めた。

　まるで今日ここに来たのは女子とお近づきになるためだとでも言うように。

「俺、実はさ……分かってる問題なのに、わざと委員長に聞きに行ったことあるわ。優しく教えてくれる感じがたまんねぇわー」

「氷ひよう堂どうさんとかも美人よなー。アンニュイでお洒落しやれな感じっていうかさ」

「つーかこのクラス、なにげに女子のレベル高くね!?　他にも……」

　女子の名前を次々に挙げ始める童貞Ｂ。よく口に出して恥ずかしくならんなこいつら。

「何と言ってもさ……橘さんとか」

　その名前が出ると、俺の身体はひとりでに固まる。

　同時に、遠くにいた橘としっかり目が合って……こちらに小さく手を振って、いつもの明るい笑顔を見せてきた。心臓が飛び出そうなほどバクバク言う。自分が喋っているわけじゃないのに、聞かれていやしないかと心配になる。

「えー、でもあの子は絶対彼氏いるって。ちょっと美人過ぎ」

「てかこの家デカっ！　あんな派手な見た目でお嬢様とか？　親とか居ないのかな？」

「一条君、勉強教えてんでしょ？　付き合ってるとかじゃなくて？」

「だから、ねーよ……」

「男のこととか、何か聞いてないの？」

「さあな。勉強教えてくれるってだけの奴には話さんだろ」

「でも男の噂しか聞かないけど……経験人数とかやばそう」

　ドキッとした。本当はどうなんだろうか、と。

　あんな純粋な奴が？　それとも、純粋だからこそ？

　でも、そんなのあいつの自由だ。俺が気にするべきことじゃないのに。どうしても気にしている自分に気づくと、何だか少し悔しかった。あいつが話題に挙がったことで尚なお更さら意識した。顔を上げれば、きっとまた橘と目が合ってしまう。

「で、一条はさ。橘と付き合ってないなら、誰がタイプよ？」

　う……この質問だって専門外だ。

　自分を好きになる異性なんて万に一つもいるはずないと日頃から思っているような奴が、考えることはまずない問題だ。最初から諦あきらめていた。それが長かったから、そもそも最初から望んでいたのかすら自分の中で怪しくなっていた。

　彼女……か。今でも変わり過ぎたくらいなのに、そんなのができたらこれからどうなるのだろう。

　でも、タイプ？　そんなの、好きになればそれがタイプとしか言えんよ。

　好きな女。長くて明るい金髪、花のようないい匂い……。

「あ、今誰か思い浮かべてるー！」

「う、うっせーし！　そんなもんいねーよ、ばーか！」

　金髪女の、あのニンマリ顔が脳裏から離れなかった。

　好きなんかじゃない、ただ最近はよく一緒にいるってだけで…………本当だ。

　そう言えば、今日はまだそんなに話してない。今日はまだ……はぁ。

「ま、一条は昨日いいトコ見せたしな。女子もそのうち近づいてくんじゃねーの」

「うっさい、ちょっと黙れっての……」

　と、そんな他愛もないどーでもいい話を続けていた。

　ここ最近は不思議な気持ちになることが多いが、今もまさにそうだ。

　まるでクラスに入れてもらえた、みたいな。まるで修学旅行の夜にでもやりそうな会話じゃないか。柄にもないが、受け入れてもらえたのは素直に嬉うれしかった。

　まあ、昨日のやり取りの意味を知っているのは男子だけなんだがな。

　女子陣は俺と中村との間で何があったかなんて知らんはずだし……あいつ以外は。

　……と。

　そうやって安心し切っているといっつも奇襲がある。よりによって中村の野郎がせっかく許してやったのに裏切りおったのだ。

　彼はニヤリとしていた。〝かかったな、ポッター〟とでも言いたげに。

「一条ってさ。この前、街で橘さんと一緒だったよな……」

　～～～っ！　お前!!

　その後ずっと詰問されたのは言うまでもない。

　けど、本当に柄にもなかった。学校では一言も発さず家に帰る日々が続いていたのに今は……まるで違っていた。橘と出会ってからだろうか、何かが変わり始めている気がした。

　地面に落ちた雨粒が、日差しで乾いていく匂い……そういう感じで。

　そして、あれは遠足の用事で仕方なかったのだと納得してもらえるまでには帰る時間になっていたものだ。

　一夜漬けどころか、夕方になればお開きムードになった。

　部屋はワルプルギスの夜がやって来たどっかの街のように酷ひどく散乱していた。みんなで片付けようという流れになりかけたのだが、橘は別に構わないと言う。

　なのだが……ではもう帰ろうと踵きびすを返すと、後ろから袖そでが引っ張られる。

　その感触に、俺はすっかり慣れていた。どういうわけだか安心すら覚えた。振り返れば、金髪女が嬉しそうに微笑んでいる。

〝ねぇ、片付け手伝ってよ？〟

〝構わんが、みんなにも手伝ってもらおうぜ。ゴミが多い〟

〝いいの、キミだけ残って。お願い……〟

　そんな心配そうな顔をされれば断れるわけがなかった。

　こっちも、つい表情がほころんでしまいそうだった。もう少しで顔に出そうだ。〝大丈夫、心配ない〟って。しかも俺も俺で……今日もこいつと話せるんだと分かって、胸がホッとした。

　でも、どうしてこんな気持ちに……？

「橘、トイレ借りていいか？　お前らは先に帰っててくれ」

　それからというもの、広くしんとした居間に二人だけで残された。

　二人っきりになった。

　また橘が元気そうにしている所を近くで見られる。そう考えただけで、ただ理由もなく心が軽くなった。身体が背中から宙に浮きそうな、そんな感覚に近い。

　同時にそんなことを考えている自分が恥ずかし過ぎて、目の前の少女と目もまともに合わせられないのだった。

「えへへ……分かってくれて、ありがと」

「別に今更っつーか……。じゃあ、片付けるぞ」

「うん……」

　俺は……俺たちは、どうしてだろう？　なぜだか気持ち急いでいた。

　早く片付けなんてつまらないことを終わらせて、二人で話したかった。

　みんなでワイワイやった直後だから余計にそう感じるのだろうか。

　でもそれを言うなら毎日二人で会ってばかりで、今日は特段話したいことなんて何もないはずなのに……やっぱりおかしいよ、最近。

　話そう話そうなんて思う時ほど、ロクなことにならない。

　話題はどうしよう、とか。話すことがあってもキョドったり、とか。変なこと言って嫌われないだろうか、とか。そんな心配ばかりが頭の中でとぐろを巻いてしまう。普段なら話そうとすら思わずに黙っているだけなのに。

　……と、ふと遠くでカードを拾い集めていた橘と目が合う。

　何も言わずとも、橘は優しげに微笑んできた。

　たったそれだけで心臓がほとんど止まりかける。

　今日の彼女は、部屋着なのかジーンズにシャツとかなりカジュアルな出いで立ちだ。

　それでもスタイルが良いからか、はたまた着こなし方が良いからなのか、自分が恥ずかしくなるほど大人っぽく見える。

　こいつ今日も……やっぱ可愛いな…………。

　気づけば顔が熱くなり、俺はとっさに下を向いた。

　近頃は言葉や目線だけで俺を悩ませていたあの女は、今度は雰囲気だけで殺しにかかってきているので窒息しそうだ。

　いかんいかん……精神を落ち着かせねば気取られる。

　よし見てろ、これならどうだ……。

　ここは長き修行で会得した上級職ガリ勉の超上級スキル、《今日の晩ごはんのことでも考える》を発動させる時だ。

　担任の先生に怒られてる時とか超有効だから、良い子のみんなは真似してくれよな！

　ほら、まだ家にはス○ム缶詰がたんまりあったはずだ。じゃあ今日のメインディッシュは『ス○ム、ス○ム、ス○ム、納豆、ス○ム、ス○ム』なんてどうだろう。あ、でも納豆切らしてるわ。じゃあその代わりにス○ム添えで……ってアホか！

　はぁ……。こんなんじゃ話しても醜態を晒さらすだけだな。我ながら情けないったらない。

　なので深いことは考えず、作業を続けた。

　そんなこんなですっかり辺りを片付けると、ソファーにどさっと腰を落とす。

　勝手な独り相撲で勝手に疲れた俺は、がっくりと肩を落としてしまった。

　クラスのいざこざも片付けたし、後はテストだけだ。

　今日は大人しく帰ろっかな…………と思った所で。

　右からでも左からでもなく、背後からの奇襲だった。

「やぁー！」

　長い金髪が目の前をひゅんと翻り……橘が真後ろからソファーに跳びかかって寝っ転がると、俺の膝ひざに顔を埋うずめてきたのだ。あまりに突然だったので俺はビクついた。

　彼女はくるりと仰あお向むけに寝返って、俺と目を合わせてくる。

「な、何してんの……？」

「ガリ勉に膝ひざ枕まくらされてるの……♪　キミは何してんの？」

　ニコリと歯を見せる橘。

　さらさらとした金髪が腕にあたってきて、くすぐったかった。

「……別に、俺は…………」

「あ、すぐに答えられなかったから罰ゲームだかんね！」

　そう言うとこいつは俺の顔まで片手を伸ばして、頰をくいっとつねってきた。

　なにこの何してんのゲーム。すげえ恥ずかしい……。

「うぅ、はなしぇ……。つーか、どきぇよ！」

「やーだ……。なんか、どいたら帰っちゃいそうな雰囲気だったし。キミが残ってくれたのもさ……そういうこと、でしょ？」

　そういうこと。

　大体言いたいことはわかった。今日も二人っきりがいいってことだ。

　バレてる……俺も何となく、そういう状況を望んでいるってこと。頭では認めなくても、習慣になってしまっていて、しかもそれがちっとも嫌じゃないってこと。

　俺は……。ほんの少しだけ素直、に……。

「…………そういうこと……だ」

「えへへ……」

　彼女は表情を和らげると手を離してくれた。まるでここなら安全だと言わんばかりに、俺の膝の上にぐったりと身体を預けている。全身がだらりとしていた。

　温ぬくもりが直じかに感じられて、横でも向きたかったのだが、

〝やだ、逸そらさないで。ずっと見つめてて……〟と。彼女の目はとろんとしていた。

　異様な雰囲気だった。

　静かな空間の中で、ぽつりと二人っきり。緊張して、でも心がそわそわする。

　思えば、こいつといると話題のことなんて考える必要はなかった。

　やり取り自体に中身や目的がなくても、今までもきっと俺たちは、ただ一緒にいるだけで何かを伝えあっていたからだ。甘くてもどかしい何かを。

「ちょっと話したい。今日はパパもママも居ないし、もう少し居て……？」

「う……だが晩飯時までだ。携帯ないし、家にも連絡できんしなっ！」

　うん、と膝の上でしょんぼりと頷うなずく橘。

　緊張と安心が入り混じった空気感の中で、彼女は囁ささやくような声で話し始める。

「キミ、優しかったね……。昨日のこと」

「やめろ。あれはそんなんじゃない……」

「ずっと怒ってたあたしがバカみたい。えへへ、みんなに優しいツンデレさん。そういうとこ、ちょー好き。好き過ぎ」

「ツンデレとか言うな、もっと言い方をだなっ」

「照れてる顔も……。好き……」

「……っ！」

「キミと二人っきりでいるの、好き……」

　好き好きって、そんなに何度も言うなよ。ばか……。

　そんなに深い意味じゃないはずなのに、この二文字は今の俺には刺激が強過ぎる。

　心は迷走に迷走を極め、おバカな逃げ道はもう使えそうになかった。

　なのだが……とっさにそっぽを向こうとすると、顎あごをガッと摑つかまれる。橘の白く柔らかい指が肌に食い込んできた。

「や……あっち向いちゃだめ…………優しくして」

「ご、ごめん……」

「キミのこと、もっと知りたい。あたしのことも、知って欲しい。こんなに仲良いのにお互いのこと全然知らないとか、ないわ……」

　それからした話は……見ようによってはしょうもない話だった。

　俺は叔母おばと妹との三人暮らしであること。両親はワケありで今は連絡すら取れないこと。妹が引きこもっていること。それでも何だかんだで、三人して気楽にやっていること。特別でもなんでもないこと。

　とまあ他愛もない話だったのだが、それを聞いている橘の顔は印象的だった。

　ほっこりと、嬉うれしそうに、安心し切った笑顔で時々頷いたりした。

　彼女は俺の妹に会いたがった。賭かけてもいいが合わないぞと言ったのだけれど、絶対仲良くなれると言って聞かなかった。

「ほら……俺のは大体言ったぞ。お前のも聞かせろよなっ」

「えへへ……♪」

　そりゃあ、家から察しがついたが……。

　こいつの両親はとんでもない仕事人間らしいよ。父親は上場企業の重役。母親はファッションブランドを立ち上げたデザイナーで、ここ半年はミラノに滞在中。今はほとんどお手伝いさんと二人暮らしだとか。

　寂しいけど、その分だけ友達に頼った……と。

「彼氏もいたことあるけどさ……その…………そんなに仲良くしてないよ？　お願い、信じて。色んなウワサ、流れてるらしいけど。むしろキミとの方がずっと仲良いくらいっていうか……」

　せがむような目で、胸のあたりを引っ張ってくる橘。

　お前、どうしてその情報を今出した……？

　別に疑ったりしてないし……でも…………俺の方が仲良い、だと？

　それって、彼氏より親しいガリ勉ってことはつまり…………彼氏より親しいガリ勉ってことじゃねーか。もう意味分かんねーよ。

「き、聞いてねーんだよそんな事。なんでわざわざ報告すんだっての」

「だって、あたしのこと知っといて欲しいと思ってさ……」

「俺には管轄外だっ。まして過去のことなんて」

「でもキミは、ちょっと相性良すぎじゃん……？　一緒にいるだけで仲良くなれそうっていうか、ほんとに……」

　楽しいよ。橘は最後にそう付け加えた。

　お互いのことをずっと知らなかったけど、今日のこの短いやり取りですら遥はるかに親密になったような、嬉しすぎるような。

　こいつの昔の男？　知るかよ。俺と橘の関係？　今はまだ分からん。

　今は……彼女は俺の側で満足そうにしている。俺も元気をもらっている。これからも一緒でいられるなら、どんなことで悩んでも良い気がした。今日も昨日と同じように会えたこと自体が……認めなければいけない、底なしに幸せだった。

　その証拠に、こうしてずっと見つめ合うと時間があっという間に過ぎていくんだ。何十分も、それこそ一時間を超えて。時間なんて関係ない。二人でいれば、一秒も一日も、大した違いがないのだ。

　鼓動が耳の奥まで響く。恥ずかしい。でも、橘をもっと喜ばせたい。そんな気持ちが常にせめぎ合っているが、今だけは後者が勝ったようだ。

　橘のためなら変わってもいい……そんな感情、何って名付ければいいだろう？

「もう時間、だけど……。まだちょっといても、いいっつーか……」

　少女の儚はかなげな顔が、さらに切なく緩んだ。嬉しがっているのが手に取るように分かる。

「この前の、保健室の続き……。もう先生にも邪魔されないよ……？」

「ああ……」

　……って、保健室の続き？

　その数時間後にやっと俺は冷静になって、自分のしでかしたことが度を越えていることに気づいた。いやいや、あれから数時間居座った時点でもうお泊まりコースが確定なのだが。実際その後、ぺちゃくちゃと喋しやべり、晩飯を頂いてしまい、シャワーまで浴びてしまい、挙げ句の果てに小奇麗な客間に通されるまでされてしまった。

　うわあ……。

　完全にふわふわした雰囲気に流されたぞ、どうすんだよこれ。

　俺も俺で、ナチュラルに〝ああ……〟じゃねーだろ何だよノリノリかよ。高そうな〝パパのガウン〟まで着せられちまったぞ。普段うっすいパジャマを着ている身としては、もうそれだけでそわそわしてしまう。ベッドに座っていると落ち着かないので、窓のあたりを行ったり来たりだ。

　ここまでくると、帰るに帰れないし。どうしたものか……。

「えへへ。上がったよ……」

「……っ！」

　橘は恥じらっているのだろうか。身体だけドアに隠れながら、顔だけ突き出してくる。

「俺は……。ふん、今寝るところだった……」

「早いし……。寝る前にさ、ちょっとお話しよ？」

　部屋に入ってきた橘を見て……俺は後ずさった。

　彼女はピンクの薄いネグリジェをまとっている。何せ夏用の寝巻き姿だ。惜しげもなく白い腕が露あらわになっており、布で覆われている部分ですら、薄い生地を通して肌はだ艶つやが見えるようだ。そんな姿が恥ずかしいのか、少女の表情はいつにも増して火照っていた。

　だがそれでも、自分の姿に自信はあるらしい。両手をちょっと開いて、誇らしげに笑って見せるのだ。隠しようがないほど赤くなった顔で。

　襟ぐりも開いている。ルーズな胸元まで見えて……谷間が微かすかに…………。

「どう……？」

「どうって……。人に見せるもんでもないだろっ」

「そだよね……。でもさ、キミには褒めて欲しい……かも」

　俺が後ずさると、橘が一歩前に出てくる。

　一歩下がり、下がり、下がり……ベッドの前まで追い詰められる。恥ずかしがっているようだが、同時に俺の反応を面白がってもいるらしい。こちらの胸に人差し指を置くと、ちょいと一押し。座らざるを得なくなる。

「…………その、あれだ……」

　褒める？　突然言われてもだな……。

　そりゃあ可愛いし、いつだってきれいだ。でもそんなの、みんなが知っていることだろう？　しかも今は薄い寝巻き姿。褒めようにも、どうしても……むき出しになった肌に目が行ってしまう。嫌だろ、そんな際どい部分を言語化されたら。

　ベッドの前で、機嫌良さそうに口を緩める金髪女。
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　髪や肌の熱気から、風ふ呂ろ上あがりなのがよく分かる。細い二の腕や鎖骨の肌艶が目の前に迫って……ちょこんと隣に座ってくる。

「もう。次までの宿題……ね？　ガリ勉君……」

　もちろん並んで座るとなれば、こいつのことだ、二の腕同士がみっちりくっついてしまう。俺が褒める言葉を言えなかったことも、今は気にしていないらしい。儚げに、繊細に、恥じらい気味に……結局ニヤついている。

　このシチュエーションは……まずい。

　即刻話題を見つけなければ。でなければ、ただ雰囲気だけが甘く張り詰めてしまう。話題を、早く話題を……。

　一手遅かった。橘が手を繫つないできたのだ。俺はゴクリと、つばを飲み込んで、

「…………二人だな」

「そうだね……。こんなの初めて……」

　沈黙が重くのしかかる。だが気まずく思っているのは俺だけのようで。俺の左手の中で、彼女の右手がにぎにぎと遊んでいる。

「えへへ。純のいくじなし……♪　肩とか、ガッチガチ……」

「変なこと言うのやめろっ。いくじも何もねーっての。これから……その…………単に寝て起きるだけなんだからな！」

「ふーん。なのに何で、こんなにドキドキしてるの……？」

「それは……」

　橘が心地よさそうに目をつぶって、左胸に耳を当ててくる。体重を預けられると、そのまま俺の身体ごとベッドに倒れた。保健室の続き。あの時以上に身体はくっついて、橘という存在をありありと意識させられていた。

　そうなのだ。きっと俺にとって……橘かれんは他の人とも、まして他の女の子とも違う。

　彼女が近づくと、胸がドキドキしてしまう。

　彼女と話すと、並んで歩くと、手をつなぐと、笑っているところを見ると、ドキドキしてしまう。そして更に重要なのは、俺が彼女とのドキドキだけを求めているということだ。彼女と並んで寝ていると……もう心音が止まらない。

　遠足の後の、詫わびデートの時などは。絶対に認められなかった事なのに。

「恥ずかしがらないでいいよ……？　あたしも同じなの。ドキドキが止まんないの、純といるとね」

　俺の胸にすっかり収まった橘は、「えいっ」と手を伸ばしてリモコンのボタンを押した。部屋の電気が消える。そうすると、聞こえてくるのはお互いの鼓動だけだ。

　暗く、涼しい部屋の中で。耳を撫なでるような、微かなささやき声が聞こえてくる。

「純のいくじなし……。ふーんだ」

　そう言って、脚のあたりでもぞもぞと動いてくる。

　流れてくる汗は、ただの冷や汗だろうか。それともお互いの熱気が混ざりあったせいだろうか。両肩に手をかけられて、俺たちはべったりとくっついていた。

　まずいことをしている。

　押しのけるわけにもいかず、動けば身体同士が擦れてしまう。金縛りだ。

「でもさ、いいの。あたしらさ、会ったばっかじゃん。やりたいこと、まだまだたくさんあるもんね……？　急ぐこと、ないよね……」

「ふん、何のことだかっ……」

　自分でも、まだ意地を張っているのがよく分かる。

　ドキドキしていると、はっきり気づかれてしまったのに。自分でも認めてしまったのに。最後の一言も言えず、一歩も踏み込めない。気持ちの整理もつかない。

　そして、橘もきっとそれは察していた。「ふふっ……」とくすぐるように笑ったのは、俺が感じている後ろめたさを見透かしているからだろう。でも彼女は、それすらも許してくれるようだ。

「えへへ……大丈夫。キミのドキドキ、マジで伝わってくるもん。今はこれだけでね、安心できるの……」

　ダメだろ、こんなの……。可愛すぎる……。

　……せめて、これくらいは。

　俺は辛うじて伸ばした手を、少女の腰のあたりに這はわせた。「あっ……」と甘い声が漏れたので、そのままゆっくり、ゆっくりと撫でていく。

「ねえねえ……。キミとしたいこと、たくさんあるの……」

「ああ……」

「海行きたい、花火も見たい……。でも花火は絶対、二人っきりがいい……」

「もう少しで夏休みだ。俺もちょっとくらい付き合う」

「学園祭に劇とかやりたい。キミが主役で、あたしがお姫様役」

「む、俺が主役ではクラス的にどうなんだろうな」

「あたしが何とかするし……！　クリスマスもさ……一緒がいい」

「いくらなんでも、先の話過ぎんだろ……」

「バレンタインも期待してて……？　生まれて初めて作る、あたしの本命チョコ……」

　胸の上で、彼女の頭がうごめいた。

　身体がちょっとずつこちらに上がってきて……髪が顎あごのあたりに触って、身体が緊張してしまう。両肩に置いていた手が脇のあたりに回されると、更に密着。橘の身体の柔らかさが温ぬくもりと共に伝わってくる。

　すると、耳元に少女の口が置かれた。

「ねえ……？　ほんとに。ありがと、ね……」

　別に、勉強を教えただけだ。少し前ならそう言っていただろう。

　けど今は違う……橘のありがとうが、何の感謝だか分かる気がする。俺も同じ気持ちだから、いっそ先回りして、ちゃんと言ってやるのだ。

「その、認める……。橘のおかげで、毎日楽しいっつーか」

「や……。先に言うなし！」

「ふん、色々とイジってくれた仕返しだってのっ。ありがと、な……」

「うん……。同じ気持ち……嬉うれしいよ…………」

　身体から力が抜けていく。橘もそれは同じだった。しばらくきつく抱きついていた身体だったが、やがて安心したような寝言を漏らしていった。

「……純と、一緒…………。すう……」

　残念ながら、この状況で寝られるほど図太くもない。耳元に吹きかかってくる寝息を確かに感じながら、じっとして夜を明かすほかないようだ。

　こうしてゆっくりと触れ合っていると、次第に、緊張は心地よさに変わっていった。ドキドキは安心に。意地は温かさに。停滞感は喜びに。諦あきらめは自信に。あらゆる感情が、服越しに触れ合った身体までも巻き込んで、溶け合って曖あい昧まいになっていく。

　甘く爽さわやかな夜は、一秒の中に閉じ込められて永遠になった。




　一条純……あたしは、あのオス猫みたいな男の子に恋をしていた。

　またいつものムッとした顔で、後になって思い出せば悶もだえそうなくらい優しくしてくれた。手をつないでも、抱きついても、一つのベッドで一緒に寝ても……純は純のままでいてくれる。一晩中くっついてたのが、まだ身体に残ってるよ？

　えへへ、朝チュンしちゃった。大好き……。

「ばいばい……」

　朝日が眩まぶしい道で、あいつの丸まった背中がどんどん小さくなっていく。

　やばい、大好きだよって、言えなかった。毎日毎日、今日こそは言おうと決心するけど、いつになったら言えるようになるの？　一緒に寝て、大チャンスだったのに！

　もう月曜日まで会えないよ……。胸が苦しい、寂しいよ……。

　と、純は頭だけでこっちに振り返りながら、恥ずかしそうに手を振ってくれた。

　遠くからでも、〝心配するな、すぐ会えるから〟って。あいつが言いたいこと、全部分かるような気がした。あたしの想いがまた通じた。あいつの想いも通じてくる。

　やだ……。マジで通じ合い過ぎ。愛溢あふれてくるよ……。

　けど神様、あたしたち二人にだけ赤い糸使い過ぎじゃん？　前世とかも含めてさ、ぐるぐる巻きにし過ぎだよ。ちょっと糸の節約も覚えなよ。

　でも、もしそうならお願い神様……今度こそ伝えて、あたしの想い。〝だいすき〟の四文字。これが届いてくれるなら、もう二度と恋なんて出来なくていい。

　純はすぐツンとした顔になって、また歩き始める。

　ばか……肝心な所だけ全然伝わってないじゃん。鈍感男。

　重い切なさを引きずって家に戻ると、さっきまで寝ていたベッドに寝そべった。枕に顔を押し付けて、世界一大好きな男の子の残り香をすぅーっと吸い込んで、ふと自分の髪をいじってみる。

　毎日手入れを欠かしてない自慢の金髪なのに、今は全然自信がない。あいつに優しくなでて欲しかった。きれいな髪だねって、言って欲しかった。

　今まで、学年で一番可愛いと思ってた。それなのに、あいつだけ全然ちやほやしてくれない。ムカつく。あたしみたいな女の子、タイプじゃないのかな？

　や……心配しすぎ。一晩中あんなにラブラブできたんだから。でも男の子なら、あの状況、フツー押し倒すじゃん？　やっぱタイプじゃないから？

　って、ダメダメ、無理にでも笑ってやんなきゃ！

　あたしがしょんぼりしてる時の、純の顔を何度も見たじゃん？　そうゆう時はいつも、あいつ、悲しそうな顔してた。愛しすぎて、ハグしたかった。好き……。

　でも、どうやったら〝好き〟だなんて言えるんだろう？

『橘、君が好きだ。僕と付き合って欲しい』

　好きだなんて言われて心が動かない女の子はいないと思う。その時は胸がムズムズして、一日中そのことばかり考えたりした。

『は、はい……』

　相手はテニス部のエースで、いつでもみんなの憧あこがれだったから、

『お似合いだよ、橘さん可愛いし』

　……あたしって、可愛いんだ…………。

　昔から女の子も、男の子も、みんながそう言ってくれた。一度も言われない日は多分なかった。おかげで自信がついて、明るくなれた。友達もたくさんいるのもそのお陰だと思う。周りにも、毎日たくさんの人が集まってくれる。

『お似合いお似合い！　ほんと、美男美女だよねー』

　ふーん、可愛い子はかっこいい人と付き合うものなんだ……。

　なら、やっぱり良いカップルなのかな……？　なんか、みんなに認められてる気がして嬉しかった。あの先輩と付き合ってるあたし、みたいな。なのに……。

『いいじゃん、キスくらい。もう一ヶ月も付き合ったのにさ』

『や……。やめて、下さい…………！』

　すぐにこの人は違うと気付く。それから二度と、彼と口も利かなかった。嫌いになったってよりも、すぐに逃げなきゃ大事なものが無くなると思ったから。

『ずっと気になってました』

『橘さん、付き合って下さい』

　好き好き言われ過ぎて、好きってなんだか分からなくなった。

　キスどころか手を繫つなごうとされただけで、自分がその人を本当はどう思ってるのか、まったく分からなくなった。可愛いと言われて喜んで良いのかも、分からなくなった。

　みんなあたしのこと、ほんとに見てくれてる？　可愛いだけ？

　はぁ……。恋愛なんて疲れるだけよ。友達とワイワイしてるだけで十分。

　そんな時だった、あの男の子と出会ったのは。

　その人は最初、必死な目をしていた。とても焦っていた。学校と駅の間の通学路。同じ学年のネクタイだったけど、見たのはそれが初めてだった。

『おい……！　携帯、持ってるか……？』

　何があったのかと思えば、その人の腕の中にはぐったりとした猫が抱えられていた。肢あしから血が流れている。車にでも轢ひかれたの？　あたしがすぐにスマホを突き出すと、その人は力をこめてそれを引っ摑つかんだ。

　明らかに焦っていて、真剣な目で、鼻息も荒かった。それでもスマホの向こうに語りかける口調は冷静で、何だかすごい人だと思った。

『頼む……。もうちょっと、頑張れよ…………』

　そして……素でいても、いっつもムッとした顔。けど澄んだ目をしてた。

　その時はただ、別に普通にいい人としか思わなかったけど。その男の子、一条純と同じクラスになった。話しかけようと思った。助けた猫ちゃんのこととか、どうせなら聞きたかったし。

　でもあいつは、ずっと一人。

　一人で、勉強ばかりしてた。聞けば学年でもガリ勉で有名だったらしいけど、知らなかった。とにかく、すごく話しかけづらかったのを覚えてる。

　実際、誰も話しかけなかった。気にもされてなかったみたい。

　それなのに、あたしだけその人のことが無性に気になって……どうしてだろう？　普通にいい人だったのに、どうして一人でいるんだろうと思った。

　どんな声だったっけ？　どんなことを話すの？　趣味とかは？

　ちょうど勉強にも困ってたし……じゃあ、あいつに頼ってみればいいじゃん？

　そんなわけで、夕日が差し込む図書室…………だった。

『な、何だよ……？』

　嫌そうな顔をしながら、それでも優しく真剣に教えてくれる。そんな男の子を見てると、心がくすぐったくなる。

　からかうと面倒くさそうに顔を歪ゆがめて、なのに全然怒らない。彼がいざ疲れてそうにしてると、こっちも構ってあげたくなって……癒いやされた分だけ、癒やしてあげたかった。

『にししっ……童貞、また勉強おせーて♪』

『うっせービッチ、今日は手短にしろよな』

『やったっ！』

　最初からそうだったわけじゃないし、いつからそうだったのかは今では思い出せないけど。

　図書室であいつと二人っきりになると、胸がいっぱいになる。

　純の恥ずかしがった顔を思い浮かべるだけで、胸がキュンキュンしちゃう。

　恥ずかしがり屋で、面倒見が良くて、真剣な目をした男の子。疑り深いけど、慣れればデレデレな、オス猫みたいな男の子。

　胸を張れる気がした。あたしが好きになった人は、こういう人なんだって。もっとかっこいい人なら他に居て、多分頭のいい人も他に居て、同じくらい優しい人もいる。

　甘え過ぎて、嫌われてない……よね？　ちょっとしつこい……かな？

　不安は今も止まないけど。それでも月曜日にまた会えれば、きっとまた穏やかな気持ちになれる。ニヤニヤも止められないと思う。またたくさん、仲良くしたいよ……。

　あいつの側にいれば分かる、ここが居るべき場所なんだって。

　……愛してる。付き合いたい。結婚……して欲しい。

　あ、あと！　可愛いって言わせたい！　あたしが純の好みじゃなくても、それでも絶対惚ほれさせてやるし。

　マジで……負けない。ファーストキス、押し付けなきゃ。

　だからまずは、あいつとのテストの賭かけに勝たなきゃいけない。

　もし勝てば……考えるだけで楽しくなるようなことを、あたしはこっそりと考えていた。







　番外編




　つまり、スマートフォンなぞ悪魔の機械だということだ。

　ぼーっと人通りの多い道などを歩いていると、いつから人間には新しい手が生えてしまったのだと思うことがある。特に昨今では、歩きながらスマホを弄いじり倒すのは至って普通になりつつあるではないか。それほどまでに抗あらがいがたく、最新の暇つぶし技術が向上しているということなのだろう。

　例えば、友人やグループから来るメッセの通知。

　例えば、好きなソーシャルゲームの新しいイベント。

　例えば、視聴に視聴を重ねても飽きない動画の数々。

　まあ最初のだけはぼっちには全く関係ないにせよ、だ。

　考えるだけで恐ろしい……電車、教室、果ては布団の中にまでゲームを持ち込めるなんて。まさに誘惑だらけの自分の部屋を、そのままポケットに入れて持ち運んでいるようなものだ。何というやる気かじり虫。

　つまり俺は、何も意地になって非所持を貫いてきたというわけではないのだ。それどころか、一度ハマれば抜け出せないと踏んでいたからこそだ。自分のガリ勉という立ち位置的に、良いことは何もないだろう、と。

　そして実際のところ、この懸念は世間の常識からもそう外れてはいなかった。

「……どっかの学校で、スマホ禁止がクラスの成績を[image: 6.4]％上げたってさ」

　かの有名なナントカ大学による調査結果である。しかも元々成績の悪かった層に限れば一割以上もスコアが改善したと言うから、スマホの悪魔の機械っぷりは甘く見るべきではないということが分かる。

「しかも、スマホは前頭葉の機能を低下させるって言うし……」

　前頭葉は意志の力を司つかさどる部分だ。これが破壊されるとなると問題は深刻で、ただでさえ勉強には意志力が必要なのに、誘惑だらけのスマホの電源を切ることに二重で苦しまなければならないのである。当のスマホに破壊された脳みそで、だ。

　もうこうなると悪いことしか浮かんでこない。

　そりゃあ叔母おばさんに頼めば買ってはくれるのだろうが、どうせゲームしか使い道のないような奴が買っても迷惑極まりないだろう。

「そもそも今までずっと持ってなかったわけだし、無くても全く困んねーんだよなあ」

　……と。

　ここまでぶつくさ言ったところで、俺は話し相手の方を見る。

「ばか……。そういう話したいわけじゃ……ないし」

　テスト最終日の放課後、橘たちばなかれんはいかにも不満そうに頰を膨らませていた。

　今日という今日はこいつもまっすぐ帰るだろうと予想していたのだが、いい加減学ぶべきか、もうそうはならないのだろう。テストやら何やらが全て終わり、俺たちは再び、いつもの図書室に戻っていたのだ。

　……でも俺も俺で、どうしてテスト終わりに図書室なんかに？

　今日も金髪女が来てくれるのかって、変に心配してしまった。こうして時間を見つけて会うってこと自体が、まるで俺たちの間だけの暗黙のルールみたいだ。

　ひょっとすると勉強など、もう何も関係がないのかも知れない。

「キミがスマホ持ってなくて困ってんの、あたしっ。お話したい時とかさ、何にも出来ないじゃん……。そういうの、もう嫌なの」

「何かあれば直接言えばいい。いっつも会ってんだろーが」

「じゃあさ。今日からは、おやすみって言うために家に電話していーの？　いーの？」

「う、それは……」

「分かってるっしょ……？　あたし、マジでしちゃうよ……？」

　ここぞとばかりに袖そでをつまんでくる橘。

　俺が椅子の上で少しでも後ずさろうとすると、彼女はその分以上に身体を詰めてくる。はだけた胸元が視界に入って……ほら、やっぱりいい匂いするし！　うう、ああ、止まないドキドキが……。

「毎日おやすみの電話、したいの。だから……ね？」

「きょ、きょ、許可をだな……！　まずは保護者の許可が……」

「うん、分かった……。もしダメならさ、言って？　あたしも一緒に頼んであげるし」

「は、はぁ!?　お前が俺の叔母にどう頼むって……」

「もちろん、純じゆんと毎日お話したいからってはっきり言うよ？」

　ぐぬぬ。

　これで、許可下りなかったから仕方ないよね戦法は使えなくなった。それどころか、許されなかった時こそ危険が降り掛かってくるだろう。橘とアリカ叔母さんが話すだと？　絶対にそれだけは阻止せねばならない。場面を想像しただけで首くび吊つりモノだ。

「えへへ、それだけは止めてって顔してる♪」

「……してない」

「そりゃそーだよね。そんなことわざわざ会いに来て頼むのって、どんだけラブラブなのって話だし？　付き合ってるって思われるかも……？」

「後ろめたいことなんてねーよ。そもそも付き合ってすらいねー！」

「ふーん？　いっつもこんなに仲良くしてるのに？　あたしが言うのもアレだけどさ、普通じゃないよ？　毎日毎日、二人っきりでラブラブ……」

「それやめろ。ラブラブ言うな……」

　橘が俺の膝ひざに指先をゆっくりと這はわせてくる。息が詰まりそうだ。

　夕方の気だるい空気の中。段々と空気が熱くなって、みるみるうちに橘の顔も赤くなっていって……。

「あーあ、バレたら大変。この前は一緒に寝ちゃったしさー」

「何だよ、ついさっきは不満そうだったのにニヤつきやがって。俺をおちょくって、そんなに楽しいか？」

「うん……。キミと会えてから、毎日ね」

　結局のところ。

　橘かれんに何かを頼まれれば、とても断れるような空気にはならないものだ。どうせこっちが拒絶するそぶりを見せただけでも悲しそうにするのだろう。どうしようもねーよ、こんなの。

　でも真面目な話、俺はスマホとやらを持ってどうするのか。

　もちろんゲームは自分で頑張って控えることはできようが……家に帰った後も、橘と連絡を取るだって？

　そりゃあ、家にいてもあいつのことを考えることはあるけどさ。沢山ありすぎるくらいで、話したいとか思うこともあるけれども。

　とはいえ、何も心配がないではなかった。

　別に毎日会っているし、何なら一日の内に共有する時間は相当なものだ。話したいことがあれば直接で事足りる。その上で会っていない時間まで関わりを持とうというのであれば……もしや、お互いにうんざりしてしまうのではないか？

　そうでなくとも俺は筆不精なのだ。メッセの返信とか、超億おつ劫くうになりそうで怖い。

　まあ、買うって言っちゃったし。しゃーないんだけど……。




　ともかく翌日の土曜日、彼女は時間通りに待ち合わせ場所にやって来た。毎日帰り際にデートをしているとはいえ、私服姿を見ると胸がハッとする。

「週末のデート、まだ二回目だね……。もっとしてると思ってた」

「毎日一緒にいるだろ。お前も他に友達いるんだし、たまにはなあ……」

「やーだ」

　ぐっ、と橘が指をこちらの鼻先に当ててくる。俺が目で咎とがめると、感じよく笑ってきた。そんな無邪気な顔をされると睨にらんでいいのかもよく分からなくなる。

「ずっとひっつく予定だから。早くクラス全員にバレて欲しい、あたしらの仲」

「ふん……。そうなれば一巻の終わりだぞ」

「だいじょーぶ。その時はさ、あたしも一緒に照れてあげるから。前みたいにさ……」

　橘が恥じらいながら、身体の前で手を組んで見せた。

　ほら、これだ……。この胸の中の騒ぎ声が、またやってきた……。

　ドキッとする。

　普段は制服をだらしなく着崩しているようなこいつが、一転して清せい楚そな格好をしてくると。淡い水色のワンピースはノースリーブで、白い腕が空気に晒さらされ涼しげだ。リボンの入った白いハットもよく似合っている。すぐそこまで夏が来ているのを感じさせてくれる。

「む……その、あれだ」

　ムズムズする。

　そんな女の子がこっちをしっかり見て、俺の言葉を心待ちにしているのを見ると。こういう時に言うべきことは明らかだった。だというのに、最初のデートでは何も言えなかったのだ。

　叔母さん曰いわく、その一言こそが男の子の役割なのだとか。

　正直、ずっとそういうのは鼻で笑っていた。けどこの一学期は色々あって、しっかり言葉にすべきことは言ってあげなきゃって思うようになって……何せ俺は、これほど異性と関わるのは初めてのことだ。

　でも、どこまで言っていいのだろうか？

　結局のところ、俺はまだ友達でしかないのだし。

　それでも今なら……絶対喜んでくれる。だから俺は目を逸そらしつつも、やっとの思いで重い口を動かした。

「その……似合ってるし、可愛いっつーか……」

　橘は驚いたのか目をぱちぱちとさせて、数秒の沈黙。

　ああ、もう！　こうして口に出すだけでこっちの顔が熱くなるし、いっそいつも通り〝そんなの言うの、似合わないね〟っておちょくってくれれば良かったのに、俺は寸前のところで後悔しかけた。

　だが、それでも。すぐに間違いでなかったと知る。

　やがて金髪の少女が安心したように微笑むと、俺の中で勝手に張り詰めていた空気が弛し緩かんした。

「ばか……。言うの遅いし……」

　今にも泣きそうなくらい、嬉うれしげに目元を緩める橘……というか、実際ちょっと涙が出ているのか目をこすっている。

　これは……これまで言わなかったことが、そんなにマズかったのか？　嬉しいと思ってるん……だよな？　もちろん仲良くはなったが、それでも相手は女の子。未いまだ分からないことだらけだ。

「す、すまん……」

「やーだ、許さない！　だから、ね？　さっきの、おかわり……」

「……に、似合ってる…………」

「そっちじゃなくてー！」

「むっ……」

「その次に言ったやつ。ねぇ、お願い……」

　ここぞとばかりに距離を詰められ、手首を摑つかまれる。

　この、手で握られる柔らかく温かい感触。上目遣いながらしっかりと目線を合わせてくる、大きくてきれいな目。胸がキリキリと絞られるみたいで……ああ、もうダメだ。ギブアップだ、ギブアップ。

「だから、可愛いっての。きっと誰に見せてもそう言うだろうよっ」

「誰に見せてもとか、そういうのいい。あたしさ……今日は純の好みに、なれてる？」

「そんなの考えたこともない。けど、橘は大体いつだって…………可愛い、だろ」

「はぁ、最高……」

　橘がやっと握った手首を離したかと思いきや、今度は腕で絡まれる形になった。二の腕までがっつりと触れ合い、体温が伝わってくる。しかも駅の広場のど真ん中でだ。

「えへへ。純、成長した。一緒に寝たから？」

「やめろ、そのことは頭から消し去ったんだ！　あと、純って言うなっ」

「ほら、二回目の休日デートだよ……楽しも？」

「お、おう……」

　ニコニコ顔の女の子に腕をがっちり脇でホールドされながら、休日午後の繁華街を歩いていく。ぼっち時代では考えられなかったことだ。それだから、こうして青空の下に見るビルの並びですら新鮮に映ったりするのだ。

　恐ろしいことに、胸の中でうきうきしている自分がいた。

　最初の、ジャージで待ち合わせ場所に行った時はあんなに緊張していたのに。いつカツアゲされるのかとビクビクしていたのに。それが今では、このくっつき過ぎなくらいの距離感に慣れてしまっている。

　はてさて、横にいる橘先生によるとそれは成長と呼ぶべきものらしい。

　となると敢あえて悪意の混じった言い方をするならば、俺は最近まで子供だったということにもなる。

　確かに俺が保ってきた壁をぶち壊したのは、他でもないこの女だ。教室でもクラスメートと話すようになり、ついにはぼっち廃業にまで追い込まれてしまった。もし正直に今の生活を叔母おばに話せば、それはもう喜んでくれるだろう。

　だが他方で、まだぼっち時代を愛する保守的な自分も顔を覗のぞかせている。スマホの通知など気にせず、やりたいことだけやっているのは楽だった。

　つまり、だ。

　未だに携帯を持つのに抵抗があるのも、まだ怖いからではないのか。それで、そんな意気地のない考えが言葉にも出てしまったのだろう。俺はぼそっと漏らした。

「みんな、ようやるな。毎分毎秒、通知ばっか気にしてさ」

　興味を惹ひかれたのか、橘が片かた眉まゆを上げる。

「キミも、もう少しでそうなんのっ。早く連絡来ないかなーってさ」

「ふん、なんねーかもよ。返信とか、超面倒くさそうだし……」

「むー……」

　橘が突然立ち止まったので、脇でホールドされていた腕が引っ張られる。

　頰を可愛くぷくっとさせて、口を尖とがらせて……たまに見る不満フェイスだ。

「何だよ……？」

「あたし、辛つらかったのっ。おやすみって言いたいのに言えなくて。ほんと……ないわ」

「それくらい別れ際にでも言えば良かったろ……」

「ダメなの！　寝る前に声が聞きたかったの！　聞きたかったのに……」

　そんなことで。そこまで些さ細さいなことで橘は……ぐすっと。若干〝おこ〟な表情を次第にぷるぷるとさせ、目をこすり始めた。

「うっ……。ぐすっ…………辛かったのっ。おやすみって……うっ。ずーっと言いたかったのに。ぐすっ……」

「む、ごめん。ごめんって……」

「やっと携帯買ってくれるって言って……。マジで嬉しくてさ……ぐすっ」

　こんな下らない事で泣いてんじゃねーよ……ばか。

　泣かせちゃった。携帯持ってないだけで、学校一大事に思っている女の子を泣かせてしまった。じわじわと後悔の大波が胸に押し寄せてくる。

　俺は……じっとしていられなくて、橘を肩から抱き寄せると。彼女は抵抗することなく胸に顔を埋うずめてきた。

　そうすると後悔が形を変えて、やがて温かい気持ちでいっぱいになる……。

「分かったよ……。もう好きなだけ連絡しろ。いつでも相手になってやるから」

「ほんと……？」

「本当だ。毎日電話でおやすみってさ。俺からかけてもいいから」

「えへへ、分かった……。ねえ……？　埋め合わせに、もうちょっとこうしてたいの……。ほら、ここ人通りあるから……向こうに、ね？」

「う、どうしてもか……？」

「いいじゃん。ソッコーで機嫌、直してあげるからさ♪」

　結局、携帯ショップまですぐそこだったのに。

　駅ビルの壁際で、もう三十分ほど俺たちはこうしていた。




　どうも高校生の男女が二人で携帯を買いに来るというのは、ずいぶんと珍しいことのようだ。

　そりゃあそうだろう。未成年だと、親子で買いに来るのがどちらかと言えば普通。何せ俺はこの日のために、叔母の身分証のコピーだの親権同意書だの、あれやこれや書類を用意しなければならなかったのだ。最初から叔母と一緒ならもっとすんなりと買えたはずだ。

　そして何より……俺たち二人の様子には店員のお姉さんも苦笑いときた。

「あはは、可愛らしいですね……。彼女さん、ですか……？」

「違います」

　考えるより先に即答する。対して隣に座る橘はニヤニヤしながら、金髪頭を俺の肩にこつんと倒してきた。そうして髪を首筋の上ですりすりしながら、

「違います♪」

　いやいや、せめて違うように見られる努力をしろよお前。態度ベクトルと言葉ベクトルがねじれの位置過ぎんだろ。

　これには店員さんも冷や汗だ。ちと恥じらい気味に、営業スマイルを崩さない。

「えーと、末永くお幸せに……」

「や……。ありがとうございます……」

「えーと、その、あれですね！　彼女さんとお揃いの機種とか用意できますので！　色違いとかどうですか？　カップル割とかそういうのは、無いんですけどね……」

　だーから、彼女じゃねーっつってんだろーが。

　でもこれをいちいち訂正していると話が進まなくなりそうなので、俺は呆あきれるあまり目をぐるりと回すほかない。

「えー。じゃあ……家族割とか？」

「じゃあって何だよ……。そもそも家族じゃねーだろ」

「今から家族になって出直してくればいーじゃん？　書類書いて、ちょちょいのちょいってさ」

　ふむ、書類書いて家族……って。

　俺がその意味に気づいたのと同時に、テーブルの下で手を握ってくる橘。今日のこいつは、人前だろうと容赦する気はないようだ。

「やめろ……。ここ、店！　公共の場！　そういうノリ、話進まないっつーの」

「あはは、いっつもこんな感じなんですね。……可愛いなあ、もう」

　ええい、そういう生暖かい目で見るのはやめろ！

　こっちは携帯買いに来たんだよ……。何でこんな辱めを……。

　しかし、どの機種を買おうかなんてわりとどうでもよかった。

　マシンパワーを追求してもゲームに手を出さなければ活いかせないし、今どきのスマホならどれを買おうが最低限の連絡は取れるものだ。色だって変なのでなければどれでもって感じではある。

　だが橘にはちょっとした要望があったらしい。

「カメラが良いやつにしよ？　ねえねえ、お願い……」

　お願いも何も、俺の携帯なのだが……。

　まあ、叔母はどれでも良いって言っていたけどさ。

「構わんけど、どうして？」

「えー、だってさあ……分かるっしょ？」

　橘の企みは至極単純だった。

　結局、言われた通りにその機種にしたのだが。目的のブツを買い終えたとなれば、特にすることもない。俺たちはぷらぷらと歩き続け、たどり着いたのがどっかの公園の噴水広場。

　とかく橘は、歩くことよりも座ることを好んだ。

　それは……結局歩き尽くせば、最後にやることは一つだからだ。こうやって、二人で身体を寄せ合って……。

「ねえ、もっとくっついて……？」

「やめろ、これ以上は……」

　橘は口を尖らせたが、すぐにニヤリとした。

　先程買ったスマホを握りながら、何やら企み顔だ。けど俺が怪しく思いながら眺めていると……突然だった。頰と頰をくっつけてきて、パシャリと。

「えへへへへ～♪　初ツーショット！」

「何だよ……。そうならそうと言えっての……」

　嬉うれしそうに、無邪気に照れた顔を見せる金髪女。

　彼女はたった今撮った写真を見せびらかしてくる。写真の俺は目を見開いて、鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしていた。最新機の高性能カメラで撮った無様な顔だ……。

「む……。俺がひでー顔してる」

「えー？　じゃあ撮り直すー？」

　と、橘は俺の返答を待たず、またしても身体をくっつけてくる。

　暑い中、いつもの慣れた温ぬくもりが水色のワンピース越しに伝わってきた。

　撮る時のポジションを調整しようというのか、橘はもぞもぞと、離れたり、またくっつけたり、もぞもぞしたり、スカートから突き出てきた脚が絡まってきたり……。

　息が肌に吹きかかってくる。胸のドキドキが……。

「二枚目撮るん、だよな……？」

　すると、彼女はいたずらっぽくニヤついて、

「えへへ……。今のは、もぞもぞしてくっついてるだけ……」

　～～～っ!!　変なフェイント入れおってからに！

「きゃははははは……。ドキドキした……？」

「ばかかよ……」

「ふふふふっ。でもさ、これで思い出残せんじゃん……？」

　けらけらと笑う橘を見ていると……ふと。

　イジられていることが、もう気にならなくなってきた自分に気づいた。いつもならムッとしていたが、そうならなくなっている自分がいた。そんなことより、俺と二人でいて、こんなに惜しげもなく笑ってくれる。

　そういう姿が……何となく…………胸を温めてくれる。

〝おやすみって……うっ。ずーっと言いたかったのに。ぐすっ……〟

　撫なでてやりたい、抱きしめてやりたい。でもそんなことをする勇気は、まだない。だから、こう言って喜ばせてやるんだ。

「写真……撮りたい」

「え……？」

「俺と、橘との写真……。ちゃんとしたの撮りたいっつーか、その……」

　ビンゴだ。橘は次第に顔を紅潮させ、ほころばせた。

　彼女はどうすればいいのか分からないのか、何となく手を伸ばして、俺の腰のあたりに触れてくる。明らかに嬉しそうだ。よかった。

「や……。いきなりキミの方から言ってくるとか、反則……」

「だって、そのためにカメラいいやつ買ったんだろうが」

「えへへ……。いいよ、しばらく待ち受けにするね……」

　すると、また顔をギリギリまで寄せ合う。

　橘はスマホを前に突き出して、シャッターをタップしようというその瞬間──

「ん…………ちゅっ」

「……っ!!」

　スマホを買ってみて、やっと分かったことがある。

　返信が超面倒くさそうだって？　そんなバカな話はない。

　なんたって相手は橘かれん。通知が来れば気になってしまうし、なんやかんやで俺も、胸の底では彼女の存在を望んでいた。そして俺の方が寝るのが早いから、おやすみの連絡はこちらからかけるのだ。

「……もしもし？　橘……」

「や、待ってたし……」

　だがそこは俺たち二人。

　ついつい長電話になってしまい、肝心のおやすみを言うまでに大分時間がかかってしまう。どうせ翌日の朝には会えるっていうのに、別れの言葉が億おつ劫くうになってしまうのだろう。お互いに。

「純、おやすみ……。いい夢、見てね……？」

「ああ、おやすみ。その、今日も楽しかったっつーか……」

　何だか笑ってしまう。

　結局スマホで繫つながろうが、別れの穴はちっとも埋まらないのだから。

　だから、あの日に撮ったツーショットを見てから寝ることにしている。橘は待ち受けにしているらしいが、さすがに俺はそこまで出来なかった。

　けどこれを見れば、またあの橘のヘラヘラ顔を思い出して胸が温まる。まあこの写真、すげえ恥ずかしいんだけど……それでも、だ。

　晴天の下。橘かれんが、頰に口づけをしてくれたツーショット。
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　ドキドキしながらも、これを見た後はよく眠れるのだ。不思議なことに。







　あとがき
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　テストの返却日にまで図書室でたむろしているのは俺たちくらいだろう。

　そして三ヶ月もぶっ通しでこの女とつるんでいれば流石に学ぶ。クラスメートの橘かれんがニンマリとしている時、決まって俺はむすっとした顔で返すことになるのだ。同時に笑っていることはあんまりない。

　こうして毎日毎日二人っきりで。

　放課後、図書室の奥の奥、窓側の二席を占拠しながら。

　この女は小馬鹿にしたように、でも同時に、甘えるように笑う。

「んふふ～♪」

　橘はいつだって気分上々な金髪ギャルだ。

　それでも今日は特に、嬉しそうにニヤけていた。その理由は、彼女がぶら下げている三枚の紙切れが示す通りってことなのだろう。

　現代文四十点、古文二十四点、漢文二十一点。合計で、国語八十五点。うむ、完敗だ。

「俺は合計で七十九点。ふん、これで満足かよっ……」

　悔しさも多少あるが、約束は約束。俺たちは賭けをしていた。

　テストで一教科でも負ければ、俺が何か一つ言うことを聞くという取り決めだ。俺のごときガリ勉ぼっちがこんなギャルギャルしい女とそんなゲームをしてるって時点で、今考えれば不思議そのものなのだが。

　今学期は色々ありすぎた。

　でも、この金髪女が八十五点？　それも古文が二十五点中で二十四点？　色々ありすぎたとはいえ、最大のサプライズといえるだろう。まあ教えたのは当の俺なわけだが、こいつもこいつで相当自習したに違いない。

　もし本当にそうなら……そこまでして俺にさせたいことって何だ？

「で一体、俺は何をすれば……」

　聞こうとすると、橘のニヤニヤが更に広がり……一拍ほど置く。

　するとこいつはとびきり迷惑なやり方で、今の喜びを表現しやがった。

「きゃー！」

　その一瞬で橘が距離を詰めたかと思うと、俺の膝に断りもなく腰を掛け、こちらの首に腕を回してきた。膝の上で尻を動かしながら、身体をこちらに預けてくる。

「あわわっ！」

　頰がくっつきあい、髪が大げさに撫で回された。香水の匂いが鼻孔を甘くくすぐる。慣れた匂いだ。慣れてしまうほど、一緒にいすぎた。

「やったー！　ガリ勉に勝っちゃったし！　やったー！　やったー！」

「おいっ、やめろ！　こんなベタベタ……」

「ふーん？　もう一緒に寝た仲じゃん？」

「む……ガリ勉女め。あれは……ぼっち的にはノーカンだし…………」

　抜かったぞ……橘め。

　この間ベッドに引きずり込んできたのは全部計算の上か。変な口実を与えてしまった。ただでさえこいつとの身体的ベタベタが深刻な問題となりつつあるってのに。これからは一緒に寝た仲だから～つって、気兼ねなくひっついていくるに違いない。

「今日に限ったことじゃないがなあ。こうやってじゃれ合ってるとこ、また誰かに見られでもしたら……」

「じゃれ合ってる、じゃないよ？　イチャついてる、でしょ？」

　ふふっ、と金髪女は小悪魔っぽく笑う。

　彼女は片方の手を俺の首に回しながら、もう片方の手をこっちにつないでくる。最近、エスカレートしすぎだ。でも拒むのはかわいそうな気がして……って、かわいそう？　俺がこんなことを思うようになるなんて、どうかしてる。

　この数ヶ月、ガリ勉ぼっちは変わっちまった。橘のせいで。

「秘密の場所で、毎日毎日、純とイチャイチャ。楽しかったぁ……」

　橘の目がすぐそこにある。ニヤけているくせに、頰はしっかりと染めている。

「お前、顔赤いぞ……。恥ずかしいなら早く降りろっ」

「えへへ。実はね、ちょーハズい。でもやめらんないの。どうしてだろーね？　イチャイチャがさ……止まらないの…………」

　嫌がっておきながら、嫌な気分を毛ほども抱いていない自分が憎らしい。

　だってそうだ。橘が俺に勝って喜んでいるところ、見ていて嫌な気持ちになるはずがない。俺もこんだけ小馬鹿にされておきながら、心のどこかで嬉しみさえ覚えてしまう。それにこの、恥じらっている姿……胸が奥の方からくすぐられる。

「まあ、その……なんだ」

　そして俺も、多分こいつと同じかそれ以上に恥ずかしさを感じる。

　もしこのむっとした顔を崩せば、喜んでいると思われてしまうだろう。けど冷たい態度で心配させたくはない。だからせめて……口に出して言ってあげるのだ。

「素直にさ……すげーよ。古文二十四点は逆立ちしても勝てる気がしないっつーか……よく頑張ったな」

　橘はきれいな口角を弓なりに曲げると、握る手を更ににぎにぎしてくる。すごく、すごく嬉しそうな顔だ。身体の密着感で幸せなんだっていうのが伝わってくる。

「なんやかんや言ってさ。その……楽しかった、橘と一緒だと。二学期もその気があればさ、来れば……いいだろ」

　そしてこれは、言い過ぎだったようだ。

　数秒だけ見つめ合っていると、金髪女の目が切なげに潤む。俺はたまらなくなって目をそらそうとしたのだが、彼女は頰に手を置いて離そうとしない。

「ばか……いきなりデレんなし。あたしも準備できてないのに……」

　窓の向こうから、運動部の規則的な掛け声が聞こえてくる。

　風が吹いてくる。図書室の奥まった二つの席。近くに高くそびえ立つ本棚が大体のことを覆い隠してくれる、秘密の場所。

　学校で一番仲良しな、金髪の女の子。

　俺の膝から降りたかと思えば。今度は思い切りまたがってきた。

「おい、これは流石に……。うわあぁ……」

　彼女の白い太ももに二本の膝が挟まれる形になる。

　顔と顔が触れそうなくらい近づいてきて……吐息だ。柔い吐息が、耳元に「はぁー……」っと当たってくる。すると囁いてくるのだ。

「ありがとね……。毎日毎日、勉強付き合ってくれて」

「べ、別にっ……。俺が断れない性格なだけだっ。はよ降りろ！」

　少女は背中に手を回してくると、身体の温かく柔らかい感触が上半身に伝わってくる。こんなに強く抱きしめられたのは初めてだ。冷や汗が流れる。

「あたしがやる気ない時も遊んでくれて、ありがとね」

「大体の日でそうだったろっ。頼むから、降りてくれ……」

「あたしがちょーし乗っても、仲良くしてくれてありがと。ハグって、こんなに気持ちいいんだね……」

「ああっ……。ならそろそろ、やめっ……」

　俺はパニクりすぎて、手の置き所を測りかねた。

　橘を抱き返すわけにもいかず、このまま宙に浮かせておくわけにもいかず。肩にそっと置いた。そんな怯えが伝わったのだろう、彼女の「ふふっ……」という声がまたしても耳元で漏れる。全身が、甘く痺れるようだ。

「えへへ……。キミ、緊張しすぎ。嫌ならあたしをどければいーじゃん？」

「うっせえ、お前が離れろっ。ほら、近くに誰か居るぞ。足音が……」

「本棚に隠れて、バレないようにヒソヒソ声でさ。こういうのが毎日毎日、楽しかったのにね……」

　橘の声色が次第に切なげに変わってくる。

　彼女は顔を耳元から離すと、次はむっとしたような表情を向けてきた。

「夏休み、始まっちゃう。もうここで会えなくなっちゃうよ……？」

「な、何だよ……。お前みたいな派手な女子が、休みに不平を垂らすなんてな」

「だってそうじゃん！　毎日は会えなくなっちゃう。夏休みに、あたしらの仲を邪魔されちゃうよ？　ここでたくさん思い出作ったのにさ…………だから、あたしのお願い、一個聞いてくれる？」

「もともと……そういう約束だっ」

　橘が悪巧みっぽく口を曲げると、俺はゴクリとして。頰に、彼女の口がほんのり触れる。

　するとそのまま耳元まで這っていく。

「……夏休みの最初の日、空けといてね？　一日だけ……一日だけさ。キミが、あたしのマジの彼氏になんの」

　ビクっと考える前に身体が動く。〝はあっ!?〟と声が漏れそうになったところで、橘の柔らかい手が俺の口を押さえた。金髪女の火照ったドヤ顔がそっと目の前に出てくる。至近距離で俺の目を捉えて、

「えへへ、罰ゲーム……♪　次のデートでメロメロにしちゃうから、覚悟してね？」

　橘かれんが笑っている時、同時に俺が笑っていることはそうそうない。

　夏休みこそは逃げ切ろうって思っていたのだが……そうはいかないようだ。この調子なら。
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